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導
入
の
時
期

3　
四
月
、
学
級
づ
く
り
の
段
階
で
進
め
る
。

前
提
条
件

4　
去
年
度
学
級
が
崩
壊
し
て
い
る
等
で
、
人
の

意
見
を
非
難
す
る
雰
囲
気
な
ら
し
な
い
。

実
践
後

5　
子
供
が
挑
戦
す
る
回
数
が
増
え
て
き
た
。

微差力
教師の

み
ん
な
で
当
て
よ
う
ゲ
ー
ム
で
挑
戦
を
教
え
る

何
度
も
意
見
を
出
し
や
す
い
ゲ
ー
ム
の
特
性
を
活
か
し
、
挑
戦
の
大
切
さ
を
実
感
さ
せ

よ
う
。

大
阪
府
箕
面
市
立
豊
川
北
小
学
校

山や
ま

本も
と

東は
る

矢や

本
ア
イ
デ
ィ
ア
の
メ
リ
ッ
ト

1①
　
く
り
返
し
挑
戦
を
し
な
い
と
正
解
に
た
ど

り
着
け
な
い
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。

②
　
ゲ
ー
ム
ゆ
え
に
、
間
違
い
が
他
の
人
に
責

め
ら
れ
に
く
い
。
気
軽
に
挑
戦
で
き
る
。

ゲ
ー
ム
の
進
め
方
、
ル
ー
ル

2

問題例１「猫」

問題例２「黒板」

問題例３「ドッジボール」

問題例４「学校」

問題例５「努力」

目に見える物を当てる問題から
目に見えない物を当てる問題に
する。できれば、教師のメッセ
ージを問題にするといい。

紙に書く

正解は
「猫」

①

②

③



2

１　

適
切
な
文
房
具

　

ノ
ー
ト
指
導
を
す
る
以
前
に
行
う
べ
き
こ
と

が
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
適
切
な
文
房
具
を
揃
え
さ
せ
る
こ

と
で
あ
る
。

　

適
切
な
文
房
具
が
揃
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
ノ

ー
ト
指
導
は
徹
底
で
き
な
い
。

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
必
要
だ
。

①　

２
Ｂ
以
上
の
濃
い
鉛
筆

②　

赤
鉛
筆

③　

白
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
消
し
ゴ
ム

④　

ミ
ニ
定
規
（
10
〜
15
㎝
）

　

次
の
よ
う
な
趣
意
説
明
を
す
る
。

「
先
生
は
、
み
ん
な
に
勉
強
の
プ
ロ
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
。
プ
ロ
は
、
道
具
に
こ
だ
わ
り
ま

す
。
先
生
が
提
示
し
た
よ
う
な
道
具
が
望
ま
し

い
で
す
」

２　

理
想
形
の
イ
メ
ー
ジ

　

初
期
の
ノ
ー
ト
指
導
で
大
切
な
こ
と
。

　

そ
れ
は
、「
理
想
形
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ

と
」
で
あ
る
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
に
担
任
し
た
学
級
の
子
の
ノ

ー
ト
を
、
複
数
手
元
に
置
い
て
い
る
。

　

特
に
良
い
ノ
ー
ト
の
コ
ピ
ー
を
配
付
し
た

り
、
実
物
の
ノ
ー
ト
を
提
示
し
た
り
す
る
。
そ

し
て
、
そ
の
良
さ
を
告
げ
る
。

　

下
記
の
ノ
ー
ト
に
は
次
の
良
さ
が
あ
る
。

⑴　

日
付
が
書
い
て
あ
る
。

⑵　

ペ
ー
ジ
が
書
い
て
あ
る
。

⑶　

定
規
を
使
っ
て
い
る
。

⑷　

閉
じ
た
丸
で
丸
付
け
を
し
て
い
る
。

⑸　

問
題
と
問
題
の
間
を
ゆ
っ
た
り
空
け

て
い
る
。

⑹　

濃
く
・
大
き
く
・
丁
寧
に
書
い
て
い

る
。

板書術・
ノート術

超凄腕

石
川
県
金
沢
市
立
千
坂
小
学
校

石い
し
 ざ
か坂
陽あ

き
ら

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

ノ
ー
ト
指
導
・
効
果
的
な
三
つ
の
手
立
て

ノ
ー
ト
の
初
期
段
階
の
指
導
は
、
子
供
の一
年
間
の
学
力
を
大
き
く
規
定
す
る
。
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３　

細
か
く
区
切
っ
て
活
動
・
評
価

　

実
際
に
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
場
面
。

　

四
月
な
ど
、
最
初
の
時
期
に
特
に
大
切
な
こ

と
は
、
次
で
あ
る
。

細
か
く
区
切
っ
て
活
動
さ
せ
、
評
価
す
る

　

右
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
算
数
の
ノ
ー
ト
を

例
に
挙
げ
る
。

　

ま
ず
、
日
付
を
書
か
せ
る
。

「
日
付
を
書
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
一
マ
ス
に

一
つ
数
字
を
書
き
ま
す
。
斜
線
（
／
）
も
一
マ

ス
に
書
き
ま
す
。
書
い
た
ら
先
生
に
見
せ
に
来

ま
す
」

　

子
供
が
ノ
ー
ト
を
見
せ
に
来
た
ら
、「
合
格
」

「
不
合
格
」
を
告
げ
る
。

　

次
に
、
ペ
ー
ジ
数
を
書
か
せ
る
。
こ
れ
も
同

じ
よ
う
に
「
合
格
」「
不
合
格
」
を
告
げ
る
。

　

一
時
間
の
中
に
、
複
数
回
「
合
格
」「
不
合

格
」
の
評
定
を
入
れ
る
の
で
あ
る
。
初
期
の
頃

は
、
こ
れ
ぐ
ら
い
丁
寧
に
指
導
を
し
た
方
が
良

い
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ノ
ー
ト
の
書

き
方
の
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
る
。

　

見
開
き
二
ペ
ー
ジ
の
ノ
ー
ト
ま
と
め
も
、
取

り
組
ま
せ
る
前
に
理
想
形
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

と
効
果
的
で
あ
る
。

　

効
果
的
な
書
き
方
・
イ
ラ
ス
ト
の
描
き
方
・

レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
。

　

漢
字
練
習
用
の
ノ
ー
ト
は
、
左
記
の
も
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
も
、
こ
れ
ま
で
に
担
任
し
た
子
供
の
ノ

ー
ト
の
コ
ピ
ー
な
ど
を
配
付
す
る
。

「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
理
想
形
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
で
、
子
供

の
ノ
ー
ト
の
美
し
さ
も
高
ま
っ
て
い
く
。



大成功の
絵画工作
授業

4

遊
ぶ
、
飾
る
、
い
ろ
ん
な
作
品
大
集
合
!!

北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授

福
島
学
院
大
学
教
授

佐さ

藤と
う

昌ま
さ

彦ひ
こ

　
つ
く
っ
て
遊
ぶ
教
材
、
つ
く
っ
て
飾
る
教
材
な
ど
、
子
供
た

ち
の
す
て
き
な
作
品
を
一
堂
に
展
示
す
る
作
品
展
で
あ
る
。

「
開
催
の
意
図
」
の
一
例
を
以
下
に
述
べ
た
。

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

　
本
作
品
展
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
・
原
発

事
故
後
の
教
育
を
考
え
る
取
組
の
ひ
と
つ
と
し
て
開
催
い
た
し

ま
す
。

　
原
発
は
人
間
が
つ
く
っ
た
も
の
で
す
。
事
故
原
因
に
つ
い
て
、

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査
委
員
会
『
国
会
事
故

調
報
告
書
』（
徳
間
書
店
、
二
〇
一
二
）
に
は
、
直
接
的
原
因
は
地

震
・
津
波
、
根
本
的
原
因
は
生
命
を
守
る
と
い
う
責
任
感
の
欠
如

と
記
さ
れ
ま
し
た
。
原
点
（
手
づ
く
り
）
か
ら
最
先
端
（
AI
や
IoT

な
ど
）
ま
で
、
も
の
を
つ
く
る
行
為
全
体
（
原
発
も
含
む
）
へ
眼

差
し
を
向
け
る
と
き
、
何
を
大
切
に
考
え
て
子
供
の
前
に
立
て
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

よ
う
こ
そ
、あ
そ
び
の

国
へ
!!
　
オ
ー
プ
ン
!!
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本
作
品
展
で
は
、
生
命
を
基
本
と
す
る
教
育
を
重
視
し
、
そ

の
具
現
化
の
一
環
と
し
て
、
自
然
と
対
立
す
る
も
の
づ
く
り
で

は
な
く
自
然
と
馴
染
む
も
の
づ
く
り
に
か
か
わ
る
教
材
を
展
示

し
ま
し
た
。
人
間
は
自
然
の
一
部
で
あ
り
、
自
然
に
支

え
ら
れ
て
こ
そ
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
材

料
は
自
然
の
恵
み
・
自
然
の
生
命
と
考
え
、
自
然
に
負

担
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
有
り
余
る
ほ
ど
の
材
料
で
は

な
く
、
少
な
い
材
料
で
（
必
要
と
す
る
分
だ
け
の
材
料
で
）
多

様
な
発
想
を
生
み
出
す
創
造
体
験
を
大
切
に
し
ま
し
た
。
そ
う

し
た
創
造
体
験
の
積
み
重
ね
は
「
生
命
に
及
ぼ
す
影
響
に
配
慮

し
、
よ
り
よ
い
生
活
環
境
（
自
然
環
境
・
人
為
的
環
境
）

を
創
造
す
る
人
間
の
育
成
」
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

ま
す
。「
原
点
は
生
命
、
最
終
的
な
課
題
は
多
様
な
現

場
で
の
実
践
」
と
も
言
い
表
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。生

命
に
及
ぼ
す
影
響
へ
の
配
慮
、
こ
れ
は
教

育
の
未
来
像
を
描
く
た
め
の
要
（
か
な
め
）

で
す
。
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
と
ご
批
判
を

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。〜

・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

　
本
作
品
展
は
、
展
示
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
場
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
交
流
の
場
と
し
て
実
施

す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

の
具
現
化
の
一
環
と
し
て
、
自
然
と
対
立
す
る
も
の
づ
く
り
で

は
な
く
自
然
と
馴
染
む
も
の
づ
く
り
に
か
か
わ
る
教
材
を
展
示

な
く
、
少
な
い
材
料
で
（
必
要
と
す
る
分
だ
け
の
材
料
で
）
多

　
本
作
品
展
は
、
展
示
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
場
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
交
流
の
場
と
し
て
実
施

■ モンスターアタッ
ク／的あてあそび※

教
材
の
事
例
。
す
べ
て
本
誌
に
こ
れ
ま
で
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。



28 国語 入学したての子供たちに基礎基本を�
指導する� 手塚美和

30 国語 なぜ、「たけのこ のびろ」なのか？　
を追究する授業 � 井戸砂織

32 国語 初めての「物語文」の授業 �
� 小嶋悠紀

34 国語 「あれども見えず」を問う際の留意点�� 長谷川博之

36 国語 ①知的で②熱中し③文化を感じる授業 �
� 椿原正和

38 国語
「時系列」を同期し「同じところ」�
「違うところ」から分析させる �
� 谷　和樹

①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。②向山著作をはじめとするTOSS関連論文を追試、その他の名目
でインターネット上で公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS最高顧問向山洋一までご連絡下さい。④著作権法を無視し
続けた場合には、法的措置を取らせていただきます。

注
意

78 ◆ 若手道場　谷編集長が斬る！　藤原　司  
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48　長谷川博之

クラス全員が熱中するこの教材！ 
授業が激変！　TOSS指導法最前線

54　塩谷直大
55　松本一樹
55　横堀勇太
56　太田政男

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50　宮尾益知
51　小嶋悠紀
52　笹野達哉
53　江副隆秀

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57　橋本　諒
58　林　健広
59　水本和希
60　松﨑　力
61　A 中井　光

授業技量向上の法則

62　原　良平
63　長谷川博之
64　谷　和樹
65　松藤　司
66　吉永順一
67　小嶋悠紀

道標：教師としての高みを目指して

68　向山行雄
70　西阪　昇
72　井上好文

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74　師尾喜代子
75　美崎眞弓
76　手塚美和

社会貢献活動への 
取り組み

77　吉田高志

４・８・１月号特別企画！ 
あの高段者の国語・算数授業

40 社会 今年度、学期に１度は非同期型で単元を�
組んでみよう � 川原雅樹

41 社会 スプレッドシートでクラウド討論 �
� 川原雅樹

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 １年最初の「イラスト教材」を�
こう授業する！� 堀田和秀

43 英語 ４月のダイアローグ�
� 青木翔平

44
オンライ
ン

Google Classroom�
使いこなしスキル① � 許　鍾萬

45 読解 情報活用能力の視覚的整理 �
� 塩谷直大

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
オンラインの授業実践

46 数学 強制せずに自発的に取り組ませる �
� 大森雄一

47 理科 出会いの授業から熱中場面を仕掛ける �
� 久保木淳士

中学校でのTOSS実践

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年



デジタル連動

デジタル・トークライン http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「受験で不安定になる子への対応」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

12

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

黄金の３日間のシステム作り
〈黄金の３日間とは〉 
14　あらためて「黄金の３日間」を定義する� 松﨑　力

〈黄金の３日間で安定させる最初の３つ〉 
16　黄金の１日目に「心のとって」をつかまえよう � 塩谷直大
18　「新年度準備ノート」を用意してクラスの「生活システム」を考えよう �太田政男
20　出会いの授業の準備に、「全力」を注ぐ � 林　健広

〈私の黄金の３日間「マトリクス」を公開〉 
22　型をもたない教師は形なしとなる� 長谷川博之
24　学習システムも生活システムも「教えて→褒める」で定着させる� 小嶋悠紀

〈黄金の３日間で起きる「トラブル」をチャンスに変える〉 
26　最初から反抗的な子供＝出会いの「アドバルーン」� 松島博昭
27　「まず全体、しかるべきのちに個」で毅然と対応する� 手塚美和

10 オピニオン　今、教育界で起こっていること
　　 2023年TOSS基本方針⑴　より広い層（若年）へのアプローチ 谷　和樹

1　教師の微差力 山本東矢

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 石坂　陽

4　大成功の絵画工作授業 佐藤昌彦

9 向山洋一に聞く　教育Q&A
第44回 A　向山洋一

No.556
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トークライン購読者限定で、TOSS教材を割引価格でお申込みいただけるお得なサービスです！
トークラインをご購読いただいております、皆様が対象ですのでぜひご利用ください。

今、ここでしか見られない動画

サービス内容

ダウンロード
コンテンツ

ご紹介に使える
「お試し版」

WEBサービス

TOSS教材をお得に購入

デジタル・トークライン

トークライン会員クーポン

谷編集長の濃厚すぎる５分間

動画でも視聴できる！ 
高段者が答えるQ&A

トークライン読者限定！

お得な2大サービス p 7 5 3 d r
（ピー・なな・ご・さん・デー・アール）

共通パスワード
※有効期間： 2023年3月15日～

2023年6月14日

受験で不安定になる子への対応

学級開きで全員を褒める

※ そのほかにもコンテンツが
いっぱい！（詳しくはP80）

サービス開始  2023年4月号より

特典  TOSSオリジナル教材HPにて、『教育トークライン』誌上に記載された
「共通パスワード」を入力すると、　割引価格で教材をご購入できます！

ご利用条件  ・Web注文限定（TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp）
・TOSSオリジナル教材の会員登録が必要となります。
・１回のご注文金額が3,000円以上の場合利用可能です。

上記の共通パスワードが
会員クーポンになります！

https://www.tiotoss.jp/user_data/talk-line_coupon.php

※一部、対象外商品がございます。
　詳細については、こちらをご確認ください。➡

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリッ
クし、IDと共通パスワードを入
力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、 
　SNSからアクセスできます。

今月のトークラインID：TL4

GIGAスクール構想で
      学び方が変わる！

のデジタルコンテンツのご紹介動画を限定公開！！

あかねこ漢字スキル
https://ak-mk.com/?r=cm01

あかねこ計算スキル
https://ak-mk.com/?r=cm02

紙での学習の良さ デジタルでの学習の良さ

組み合わせることで学習効果がさらにUP組み合わせることで学習効果がさらにUP

下の2次元コードやURLから動画が見られるよ

１
〜
２
分
く
ら
い
で
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の

内
容
が
わ
か
る
よ
。
ぜ
ひ
、
見
て
ね
！

漢
字
は
こ
こ
か
ら
！

計
算
は
こ
っ
ち
！

あかねこスキ
ル

も対応！！

令
和
5
年
3
月
15
日
発
行
（
毎
月
1
回
15
日
発
行
）
第
556
号

発
行
人
：
向
山
洋
一
　編
集
人
：
向
山
洋
一
　発
行
：
教
育
技
術
研
究
所
　〒
１
４
２
ー
０
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６
４
東
京
都
品
川
区
旗
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４
ー
12
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刷
所
：
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社
光
陽
メ
デ
ィ
ア

教
育
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３

教
育
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術
研
究
所

教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
４
月
号
２
０
２
３

特
集
・
黄
金
の
３
日
間
の
シ
ス
テ
ム
作
り

すべての子供の学力を保障する

教育 4
2023

April
No.556

教育技術研究所

特集 黄金の3日間の
システム作り

令和5年3月15日発行（毎月1回15日発行）第556号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

新しい季節に
子供たちはワクワク！
新しい季節に
子供たちはワクワク！

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる日本語指導”…… 江副隆秀
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

指導する」手塚美和
を追究する授業」井戸砂織

」長谷川博之
業」椿原正和
うところ』

小学1年　国語　「入学したての子供たちに基礎基本を指導する」手塚美和
小学2年　国語　「なぜ、『たけのこ　のびろ』なのか？　を追究する授業」井戸砂織
小学3年　国語　「初めての『物語文』の授業」小嶋悠紀
小学4年　国語　「『あれども見えず』を問う際の留意点」長谷川博之
小学5年　国語　「①知的で②熱中し③文化を感じる授業」椿原正和
小学6年　国語　「『時系列』を同期し『同じところ』『違うところ』
　　　　　　　　 から分析させる」谷和樹

中学校の授業実践
数学　「強制せずに自発的に取り組ませる」
理科　「出会いの授業から熱中場面を仕掛ける」

永久
保存版！

４・８・１月号限定
TOSS 授業技量検定 高段者の国算授業

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！　　ウェブサイトです！

本誌PDF
を

ダウンロー
ド

できます！
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回答：向
むこう

山
やま

洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

教師のやりがいについて
第44回

い
か
ら
で
す
。
ま
し
て
や
人
間
を
育
て
る
と
い

う
こ
と
な
ら
尚
更
で
す
。

　
子
供
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
変
化

を
遂
げ
て
い
き
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
教
室
の
隅
で
引
っ
込
ん
で
い
て

何
も
言
え
な
か
っ
た
り
、「
も
し
か
し
て
学
校

に
来
る
の
が
嫌
な
の
か
な
」
と
心
配
に
な
っ
た

り
す
る
よ
う
な
子
供
に
は
、
そ
の
子
の
こ
と
を

褒
め
て
や
っ
て
、

「
太
郎
ち
ゃ
ん
、
今
日
の
意
見
は
と
っ
て
も
良

か
っ
た
よ
。
凄
か
っ
た
ね
。
今
度
、
み
ん
な
の

前
で
意
見
を
言
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
る
か
ら

さ
、そ
の
時
は
前
に
出
て
き
て
言
っ
て
ね
。つ
っ

か
え
た
っ
て
い
い
ん
だ
よ
」

な
ど
と
語
り
か
け
る
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
供
た
ち
が
ど
ん
な
こ
と
を
言
っ
て

も
、「
今
の
意
見
、
す
ご
く
良
か
っ
た
ね
」
と

褒
め
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
向
山
学
級
で
は
、
み

ん
な
発
言
を
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　
元
気
な
子
供
た
ち
か
ら
は
思
い
も
よ
ら
な
い

よ
う
な
意
見
が
出
て
き
ま
す
が
、
実
は
良
い
も

の
が
多
い
の
で
す
。
し
か
し
、
教
師
に
力
が
な

い
と
処
理
で
き
ま
せ
ん
。
良
さ
を
見
抜
け
な
い

の
で
す
。
そ
れ
で
、「
何
で
そ
ん
な
意
見
を
言
っ

た
ん
だ
」
な
ど
と
言
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
子
供
た
ち
が
意
見
を
言
わ
な
い
の
は
、
教
師

が
悪
い
の
で
す
。

　
教
師
に
な
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
最
近
は
教
師
を
志
望
す
る
人
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、教
師
の
仕
事
の
「
面
白
さ
」

や
「
や
り
が
い
」
を
広
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

向
山
先
生
が
考
え
る
、
教
師
に
な
っ
て
良
か
っ
た

こ
と
や
、
教
師
の
や
り
が
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
意
見
を
言
え
な
か
っ
た
子
が
言
え
る
よ
う
に

な
る
な
ど
、「
人
を
育
て
る
楽
し
さ
」
を
感
じ

ら
れ
る
こ
と
で
す
。

　
教
師
と
い
う
仕
事
を
続
け
て
い
く
中
で
、
勉

強
が
で
き
な
か
っ
た
子
供
が
必
死
に
な
っ
て
勉

強
し
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
り
、
子
供

の
反
応
が
ど
ん
ど
ん
良
く
変
わ
っ
て
き
た
り
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
で
「
人
を
育
て
る
楽
し
さ
」

を
感
じ
ま
す
。

　
植
物
を
育
て
た
り
、
犬
や
鳥
な
ど
の
ペ
ッ
ト

を
飼
っ
た
り
す
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
植

物
や
動
物
で
も
、
育
て
る
と
い
う
こ
と
は
楽
し

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育
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本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

二
〇
二
三
年
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
基
本
方
針
⑴

よ
り
広
い
層
（
若
手
）
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

先
生
方
が
疲
弊
し
て
い
る
。
原
因
は
様
々
あ
る
だ
ろ
う
。
国
や
行
政
、
教
員
養
成
の
し
く
み
、
社
会
の
変
化
、

保
護
者
の
変
化
…
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
今
す
ぐ
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
た
ち
が
今
す
ぐ
行
動
で
き
る

の
は
、
私
た
ち
自
身
の
指
導
力
を
上
げ
る
こ
と
、
指
導
の
効
率
性
を
高
め
る
こ
と
、
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
体
育
セ
ミ
ナ
ー
等
で
も
、
こ
う

し
た
内
容
は
繰
り
返
し
扱
っ
て
き
た
は
ず
だ
。

　

し
か
し
、
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
い
た
多

く
の
教
師
た
ち
で
、
す
ぐ
に
反
応
で
き
た
人

は
そ
れ
ほ
ど
い
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
「
正

解
」
が
欲
し
い
の
で
は
な
い
。
重
要
な
の
は
、

自
分
の
考
え
を
も
っ
て
い
る
か
ど
う
か

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
も
ま
さ
に
基
本
的

な
こ
と
だ
が
、
次
の
こ
と
を
聞
い
た
。

　

向
山
氏
は
『
新
版
授
業
の
腕
を
上
げ

る
法
則
』（
学
芸
み
ら
い
社
）
の
中
で
「
教

室
の
机
の
配
置
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
ま
し
た
。

「
六
種
は
使
い
こ
な
し
、
一
〇
種
く
ら

④　

サ
ッ
カ
ー
の
授
業
で
や
ら
な
い
方

が
い
い
こ
と
を
一
つ
挙
げ
よ
。

⑤　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
授
業
で
や

る
方
が
い
い
こ
と
を
一
つ
挙
げ
よ
。

⑥　

ハ
ー
ド
ル
の
授
業
で
や
ら
な
い
ほ

う
が
い
い
こ
と
を
一
つ
挙
げ
よ
。

⑦　

絶
対
盛
り
上
が
る
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

を
五
種
類
示
せ
。

⑧　

行
進
の
指
導
で
大
切
な
こ
と
を
一

つ
だ
け
挙
げ
る
と
し
た
ら
何
か
。

⑨　

ラ
ジ
オ
体
操
の
「
手
足
の
運
動
」

の
ポ
イ
ン
ト
を
実
演
し
な
が
ら
示
せ
。

⑩　

や
ん
ち
ゃ
も
集
中
す
る
「
体
育
授
業

の
終
わ
り
方
」
を
実
演
し
な
が
ら
示
せ
。

　

い
ず
れ
も
極
め
て
基
本
的
な
こ
と
で
あ
る
。

一　

ご
く
ご
く
基
本
的
な
指
導
技
術

「
優
れ
た
教
師
は
『
学
び
方
』
を
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
す
る
」
の
シ
リ
ー
ズ
を
⑺
ま
で
続
け
て

き
た
が
、
一
時
中
断
す
る
。

　

二
〇
二
三
年
度
の
私
た
ち
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
基

本
方
針
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
何
回
か
に
分
け

て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
今
年
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

冬
合
宿
で
、私
は
次
の
よ
う
な
問
い
を
出
し
た
。

【
体
育
の
授
業
に
関
し
て
次
の
問
い
に
答

え
な
さ
い
】

①　

体
育
授
業
で
、
一
番
大
切
な
ポ
イ

ン
ト
は
何
か
挙
げ
よ
。

②　

次
に
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
よ
。

③　

準
備
運
動
の
さ
せ
方
の
典
型
例
を

数
種
挙
げ
よ
。

オピニオン

今教育界で起こっていること
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巻頭論文

三　

基
本
方
針
１

　

第
一
に
次
の
基
本
方
針
を
お
く
。

１　

よ
り
広
い
層
（
若
手
）
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ

　

と
に
か
く
、
若
い
先
生
方
に
元
気
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　

次
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
各
中
央
事
務

局
、
各
県
、
各
サ
ー
ク
ル
で
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

①　

極
め
て
常
識
的
・
基
本
的
な
指
導

技
術
を

②　

具
体
的
で
分
か
り
や
す
い
実
演
を

通
し
て

③　

そ
の
趣
意
説
明
と
共
に

④　

多
様
な
チ
ャ
ネ
ル
を
使
っ
て
伝
え

よ
う
！

　

ａ　

教
え
方
セ
ミ
ナ
ー
（
実
演
等
）

　

ｂ　

各
地
の
セ
ミ
ナ
ー
（
＋
趣
意
説

明
等
）

　

ｃ　

基
幹
セ
ミ
ナ
ー
（
＋
応
用
等
）

　

ｄ　

外
部
Ｓ
Ｎ
Ｓ

た
か
ら
だ
。
本
当
に
若
い
頃
は
困
っ
て
い
た

が
、「
ど
こ
に
行
っ
て
誰
に
聞
け
ば
よ
い
の

か
、
何
を
読
め
ば
よ
い
の
か
」
と
い
っ
た
こ

と
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
不
安
感
は
低
か
っ

た
。

　

こ
の
と
こ
ろ
、
若
い
先
生
方
の
「
三
年
以

内
離
職
率
」
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
場
合

に
よ
っ
て
は
一
年
目
で
も
う
辞
め
て
し
ま
う

人
も
い
る
。
ベ
テ
ラ
ン
や
管
理
職
が
指
導
し

て
力
を
伸
ば
す
べ
き
な
の
だ
が
、
強
く
指
導

す
る
と
や
は
り
辞
め
て
し
ま
う
の
だ
と
い
う
。

　

私
の
感
覚
的
な
列
挙
で
は
あ
る
が
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

【
疲
弊
す
る
教
師
た
ち　

そ
の
原
因
】

①　

現
場
の
困
難
度
の
増
加

②　

地
域
・
保
護
者
の
変
容

③　

教
員
志
望
者
の
減
少

④　

指
導
力
の
低
迷

⑤　

教
員
の
活
字
離
れ

⑥　

無
料
情
報
へ
の
志
向

⑦　

同
調
圧
力
へ
の
不
安

⑧　

職
場
の
変
化
忌
避
傾
向

い
は
準
備
し
て
お
く
よ
う
に
し
た
い
」

　

あ
な
た
は
一
六
種
類
程
度
の
机
の
配

置
を
列
挙
で
き
ま
す
か
？

　

配
置
図
を
描
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用

場
面
例
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

　

一
六
種
す
べ
て
を
す
ぐ
に
言
え
な
く
て
も

よ
い
。
せ
め
て
六
種
く
ら
い
は
た
ち
ど
こ
ろ

に
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば

「
使
い
こ
な
し
」
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　

他
に
も
、
若
い
先
生
方
に
ほ
と
ん
ど
知
識

が
な
く
、
困
っ
て
い
る
こ
と
が
山
の
よ
う
に

あ
る
と
い
う
。
次
の
よ
う
な
こ
と
だ
。

①　

教
室
に
入
る
と
き
の
挨
拶
の
仕
方

②　

子
供
た
ち
の
名
前
の
覚
え
方

③　

忘
れ
物
を
し
た
子
へ
の
声
の
か
け
方

④　

宿
題
を
や
っ
て
こ
な
い
子
へ
の
対
応

⑤　

歴
史
年
号
の
覚
え
さ
せ
方

⑥　

指
導
書
以
外
の
教
材
研
究
方
法
…

二　

疲
弊
す
る
教
師
た
ち

　

私
は
、
こ
う
し
た
こ
と
に
困
っ
た
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
勉
強
し
て
い



イラスト：渡邊瑞穂

３
日
間
の

1　
黄
金
の
３
日
間
と
は

4
黄
金
の
３
日
間
で
起
き
る「
ト
ラ
ブ
ル
」を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る

3
私
の
黄
金
の
３
日
間「
マ
ト
リ
ク
ス
」を
公
開

2
黄
金
の
３
日
間
で
安
定
さ
せ
る
最
初
の
３
つ

2023年

4月号
特集

黄
金
の

シ
ス
テ
ム
作
り



　

黄
金
の
３
日
間

黄
金
の
３
日
間
の
シ
ス
テ
ム
作
り

特集

13   2023. 4

１　

改
め
て
「
黄
金
の
三
日
間
」
を
定
義
す
る

「
黄
金
の
三
日
間
」
は
向
山
洋
一
氏
の
造
語
で

す
。『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
誌
（
明
治
図
書
）

で
使
わ
れ
た
の
が
最
初
だ
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

今
で
は
一
般
名
詞
化
し
て
い
ま
す
。
全
国
各
地

の
指
導
主
事
も
校
長
も
普
通
に
使
っ
て
い
ま
す
。

明
日
か
ら
の
「
黄
金
の
三
日
間
」
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。

と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

言
葉
が
広
が
る
一
方
で
、
一
部
で
は
や
や
混
乱

し
た
意
見
も
流
布
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
最
初
の
三
日
間
を
楽
し
く
過
ご
す
っ
て
こ
と

で
し
ょ
？
」

「
い
や
、
最
初
に
“
締
め
付
け
て
”
規
律
を
つ

く
る
の
が
大
切
な
の
で
す
」

「
で
も
、
大
事
な
の
は
三
日
間
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
」

「
そ
も
そ
も
、
最
初
に
先
生
が
引
っ
張
り
す
ぎ

る
の
は
よ
く
な
い
の
で
は
？
」

い
ず
れ
も
、
当
初
向
山
氏
が
意
図
し
た
こ
と

と
全
く
違
い
ま
す
。

今
、
改
め
て
「
黄
金
の
三
日
間
」
の
定
義
を

確
認
し
、
子
供
た
ち
が
伸
び
や
か
に
活
動
し
て

い
く
た
め
の
シ
ス
テ
ム
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
、
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

２　

黄
金
の
三
日
間
で
安
定
さ
せ
る
三
つ
の
こ
と

三
日
間
で
は
な
く
、
や
や
ゆ
っ
く
り
と
自
然

な
形
で
ク
ラ
ス
の
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
く
こ

と
も
、
あ
る
に
は
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は

相
当
腕
の
あ
る
教
師
の
場
合
で
す
。
初
任
の
先

生
が
い
た
ず
ら
に
真
似
を
す
れ
ば
ク
ラ
ス
は

あ
っ
と
い
う
間
に
瓦
解
し
て
い
き
ま
す
。

黄
金
の
三
日
間
で
「
安
定
」
さ
せ
る
こ
と
は
、

ま
ず
三
つ
あ
り
ま
す
。

第
一
に
、
子
供
と
の
「
個
別
関
係
」
で
す
。

出
会
う
前
に
名
前
を
覚
え
る
こ
と
。
子
供
た

ち
の
名
前
を
呼
ん
で
褒
め
る
こ
と
。
一
筆
箋
な

ど
を
書
い
て
保
護
者
に
も
伝
え
る
こ
と
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
が
ま
ず
は
大
切
で
す
。

第
二
に
、
ク
ラ
ス
の
「
生
活
シ
ス
テ
ム
」
で

す
。そ

の
中
心
は
「
係
と
当
番
」
の
設
計
で
す
。

係
と
当
番
と
の
違
い
を
明
確
に
し
、
学
級
の
組

織
を
ひ
と
ま
ず
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
最
優
先
で

す
。第

三
に
一
年
間
の
「
学
習
方
法
」
で
す
。

「
出
会
い
の
授
業
」
を
準
備
す
る
こ
と
。
ノ
ー

ト
の
書
き
方
を
教
え
る
こ
と
。
学
習
の
ル
ー
ル

を
自
然
な
形
で
伝
え
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
ら
を
、

楽
し
い
授
業
の
中
で
、
熱
中
す
る
形
で
教
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３　

三
日
間
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン

そ
う
は
言
っ
て
も
、
若
い
先
生
方
が
細
部
ま

で
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
今
回
は
長
谷
川
博
之
氏
と
小
嶋

悠
紀
氏
の
黄
金
の
三
日
間
の
シ
ナ
リ
オ
を
、

「
生
活
シ
ス
テ
ム
」
と
「
学
習
シ
ス
テ
ム
」
に

分
け
て
具
体
的
に
お
示
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
出
会
い
の
時
に
あ
り
が
ち
な
「
ト

ラ
ブ
ル
」
も
取
り
上
げ
、
そ
の
対
応
例
を
具
体

的
に
考
え
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
も
と
に
、
各
地
の
サ
ー
ク
ル
等
で

ぜ
ひ
話
し
合
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

（
本
誌
編
集
長

　
谷
和
樹
）
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１　
「
黄
金
の
三
日
間
」
へ
の
誤
解

私
が
教
職
に
就
い
た
約
四
十
年
前
に
は
、

「
黄
金
の
三
日
間
」
と
い
う
言
葉
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
現
在
で
は
、「
黄
金
の
三
日
間
」
は

全
国
の
至
る
所
で
口
に
さ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。

事
実
、
私
が
世
話
に
な
っ
た
管
理
職
の
多
く
も
、

若
手
に
対
し
て
「
子
供
た
ち
と
出
会
う
『
黄
金

の
三
日
間
』
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
指

導
を
し
て
い
た
。

こ
の
言
葉
は
、
向
山
洋
一
氏
が
『
教
室
ツ
ー

ウ
ェ
イ
』
誌
（
明
治
図
書
）
に
て
、
発
表
し
た

造
語
で
あ
る
。『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
の
四
月

号
の
特
集
は
、「
黄
金
の
三
日
間
」
を
繰
り
返

し
取
り
上
げ
て
い
た
。
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
テ
ー

マ
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、「
黄
金
の
三
日
間
」
と
い
う
言
葉

だ
け
が
独
り
歩
き
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
正
し

く
理
解
せ
ず
、
手
前
勝
手
に
定
義
を
作
り
、
混

乱
し
て
い
る
現
場
も
あ
る
。
例
え
ば
「
黄
金
の

三
日
間
っ
て
、
最
初
の
三
日
間
を
楽
し
く
過
ご

す
っ
て
こ
と
で
し
ょ
う
」
や
「
黄
金
の
三
日
間

の
間
に
、
子
供
た
ち
を
締
め
付
け
て
、
統
率
す

れ
ば
い
い
ん
だ
よ
」
と
い
う
間
違
っ
た
解
釈
を

し
て
、
そ
れ
を
流
布
し
て
い
る
。

中
に
は
、「
黄
金
の
三
日
間
と
い
う
よ
う
に
、

最
初
の
三
日
間
だ
け
を
大
切
に
す
る
と
い
う
の

は
間
違
っ
て
い
る
。
一
年
間
、
ど
の
時
期
だ
っ

て
大
切
な
ん
だ
」
と
自
説
を
説
い
た
り
、「
最

初
に
先
生
が
引
っ
張
り
す
ぎ
て
し
ま
う
や
り
方

は
、
間
違
っ
て
い
る
」
と
否
定
し
た
り
す
る
。

こ
の
よ
う
な
説
に
引
っ
張
ら
れ
て
、
始
業
以

降
の
対
応
が
後
手
に
回
り
、
結
局
学
級
が
荒
れ

て
し
ま
う
と
い
う
状
況
も
見
ら
れ
る
。

２　
「
黄
金
の
三
日
間
」
の
定
義

で
は
、「
黄
金
の
三
日
間
」
と
は
、
ど
う
い

う
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
定
義
を
し
た
い
と
こ
ろ

だ
が
、
ま
ず
は
こ
の
三
日
間
に
何
を
す
る
か
を

考
え
る
。
そ
れ
を
確
認
し
た
う
え
で
、
定
義
し

て
み
る
。

春
休
み
明
け
、
子
供
た
ち
が
登
校
し
、
始
業

式
等
を
含
む
各
種
儀
式
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
、

教
室
に
て
、
子
供
た
ち
と
出
会
う
。
こ
の
出
会

関西外国語大学教授 松
まつ

﨑
ざき

力
つとむ

あらためて「黄金の３日間」を定義する
「黄金の３日間」の間違った解釈に惑わされず、１年間を安定的に進めるシステムを作るこ
とに尽力をする。そのためには「黄金の３日間」の準備が大切である。

黄金の３日間とは
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い
の
瞬
間
か
ら
、
黄
金
の
三
日
間
は
始
ま
る
。

こ
の
時
期
、
子
供
た
ち
は
や
る
気
に
満
ち
て

い
る
。
進
級
し
た
喜
び
を
も
っ
て
、
張
り
切
っ

て
い
る
子
供
た
ち
。
前
年
度
、
荒
れ
て
し
ま
っ

た
学
級
の
子
供
た
ち
で
も
、「
今
年
こ
そ
は
」

と
思
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
新
し
く
担
任
に

な
っ
た
教
師
に
対
し
て
興
味
が
あ
り
、
神
妙
な

面
持
ち
で
先
生
の
話
を
聞
い
て
い
る
。

そ
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
、
こ
の
よ

う
な
学
級
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
や
学

校
で
学
ぶ
意
義
な
ど
を
語
っ
て
聞
か
せ
る
。
明

る
く
、
元
気
に
、
は
つ
ら
つ
と
話
せ
ば
、
子
供

た
ち
の
意
欲
は
高
ま
っ
て
く
る
。

そ
の
後
、
学
級
の
ル
ー
ル
を
決
め
た
り
、
当

番
活
動
や
係
活
動
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
た

り
す
る
。

授
業
が
始
ま
れ
ば
、
持
ち
物
を
確
認
し
た
り
、

ノ
ー
ト
の
使
い
方
を
指
導
し
た
り
す
る
。
そ
の

中
に
、
学
習
ゲ
ー
ム
な
ど
の
楽
し
い
活
動
を
入

れ
て
、
授
業
に
対
す
る
期
待
感
を
高
め
て
い
く
。

他
に
も
必
要
な
こ
と
は
多
々
あ
ろ
う
が
、
以

上
に
述
べ
た
こ
と
は
、
安
定
し
た
学
級
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
内
容
で
あ
る
。
こ
う
考
え
る
と
、

「
黄
金
の
三
日
間
」
の
定
義
は
、「
一
年
間
を
安

定
的
に
進
め
て
い
く
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
作
り
上

げ
る
時
期
」
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

３　

本
当
に
大
切
な
の
は
準
備
期
間

前
述
し
た
よ
う
に
「『
黄
金
の
三
日
間
』
を

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く

耳
に
す
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
こ
の
三
日
間
だ

け
が
大
切
か
と
勘
違
い
す
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
三
日
間
に
何
を
す
る
か
決

ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
手
の
施
し
よ
う
が
な
い
。

大
き
く
三
つ
に
分
け
て
準
備
を
す
る
。

１　

出
会
う
前
ま
で
に
す
る
こ
と

２　

出
会
い
の
時
に
す
る
こ
と

３　

三
日
目
ま
で
に
す
る
こ
と

私
は
、
こ
れ
ら
を
大
学
生
に
考
え
さ
せ
た
。

大
学
生
は
経
験
が
な
い
の
で
、
大
変
苦
労
し
て

い
た
。
そ
れ
で
も
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、

次
の
よ
う
な
方
法
を
入
手
し
て
い
た
。

１　

出
会
う
ま
で
に
す
る
こ
と
（
抜
粋
）

①　

子
供
の
名
前
を
覚
え
る
。

②　

前
担
任
や
記
録
か
ら
、
情
報
を
得
る
。

③　

出
会
っ
た
時
に
語
る
内
容
を
決
め
る
。

２　

出
会
い
の
時
に
す
る
こ
と
（
同
）

①　

先
生
の
自
己
紹
介
を
す
る
。

②　

こ
う
い
う
学
級
に
し
た
い
と
い
う
先
生

の
思
い
を
語
る
。

③　

子
供
に
自
己
紹
介
さ
せ
る
。

３　

三
日
目
ま
で
に
す
る
こ
と
（
同
）

①　

い
ろ
い
ろ
な
役
割
を
決
め
る
。

②　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
た
め

に
、
子
供
が
交
流
す
る
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行

う
。

③　

学
級
の
ル
ー
ル
や
目
標
を
決
め
る
。

大
切
な
こ
と
は
こ
れ
ら
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、

整
理
す
る
こ
と
で
あ
る
。
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
決
め
、
空
白
の
時
間
を
作
ら
ず
、
明
る
く

朗
ら
か
に
進
め
て
い
く
。

「
黄
金
の
三
日
間
」
を
知
ら
ず
に
教
壇
に
立
つ

こ
と
は
、
恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
大
学
レ
ベ

ル
で
、「
黄
金
の
三
日
間
」
の
必
要
性
と
具
体

的
な
手
立
て
を
指
導
し
て
お
き
た
い
。
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１　
「
心
の
と
っ
て
」
を
つ
か
ま
え
る

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
黄

金
の
三
日
間
ま
で
に
、
担
任
す
る
子
供
た
ち
の

名
前
は
絶
対
に
覚
え
て
き
た
。

　

数
年
前
に
異
動
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
北

海
道
で
は
、
異
動
先
の
学
校
が
遠
い
た
め
、
引

越
し
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
家
族
五
人

の
大
引
越
し
作
業
だ
。
三
月
下
旬
か
ら
四
月
上

旬
に
、
膨
大
な
作
業
時
間
が
費
や
さ
れ
る
。
さ

ら
に
、
担
任
す
る
子
供
た
ち
の
名
前
は
、
新
し

い
学
校
に
行
か
な
い
と
分
か
ら

な
い
。
こ
の
年
は
暦
の
関
係
で
、

担
任
す
る
学
級
の
名
簿
を
引
き

継
げ
た
の
は
始
業
式
の
二
日
前

だ
っ
た
。

　

教
室
の
設
営
、
教
材
の
採
択
、

学
年
の
打
合
せ
、
分
掌
会
議
、

合
間
に
自
宅
の
荷
解
き
な
ど
が

あ
り
、
ゆ
っ
く
り
名
前
を
覚
え

る
時
間
は
と
て
も
と
れ
な
い
。

し
か
し
、
絶
対
に
名
前
を
覚
え

よ
う
と
心
に
決
め
た
。

２　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
録
音
ア
プ
リ
活
用

　

引
き
継
ぎ
で
名
簿
を
い
た
だ
い
て
、
即
座
に

行
っ
た
の
が
録
音
だ
。
録
音
ア
プ
リ
を
起
動
し
、

自
分
で
子
供
の
名
前
を
読
み
上
げ
る
。
出
席
番

号
順
に
読
み
上
げ
て
い
く
。
録
音
し
て
お
け
ば
、

他
の
作
業
を
し
な
が
ら
イ
ヤ
ホ
ン
で
聴
く
こ
と

が
で
き
る
。
教
室
の
机
移
動
な
ど
、
一
人
で
作

業
す
る
時
間
は
全
て
聴
き
な
が
ら
行
っ
た
。

　

ま
た
録
音
す
る
と
き
に
、
あ
る

工
夫
を
し
た
。

　

名
前
と
名
前
の
間
で
五
秒

ほ
ど
間
を
空
け
る
。

　

こ
の
「
五
秒
の
空
白
」
が
あ
る

と
、
聴
き
な
が
ら
「
追
い
読
み
」

が
で
き
る
の
だ
。
例
え
ば
、
イ
ヤ

ホ
ン
で
「
研
究
所
太
郎
」
と
聞
こ

え
た
ら
、「
研
究
所
太
郎
」
と
追

い
読
み
す
る
の
だ
。
聴
き
続
け
る

北海道北見市立三輪小学校 塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

黄金の１日目に「心のとって」を
つかまえよう
向山洋一氏は次のように書かれている。「子どもと交流を始めるには、相手の心をつかまえ
なくてはならない。大げさなことではない。相手の心の『とって』をつかまえればいい。『心
のとって』は二つある。一つは相手の名前を覚えること。私は担任になったらすぐに名前
を覚え、始業式のその日に、全員の名前を言いなさいと言ってある。」（『教室ツーウェイ』
2008年12月号）

黄金の３日間で安定させる最初の３つ─子供との「個別関係」を安定させる
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だ
け
よ
り
も
、
声
に
出
す
方
が
覚
え
ら
れ
る
。

一
人
で
作
業
し
な
が
ら
、
ブ
ツ
ブ
ツ
と
追
い
読

み
を
続
け
た
。

　

覚
え
て
き
た
ら
、
今
度
は
こ
の
逆
を
す
る
。

イ
ヤ
ホ
ン
で
「
研
究
所
太
郎
」
と
聞
こ
え
る
前

に
「
五
秒
の
空
白
」
で
「
研
究
所
太
郎
」
と
言

う
の
だ
。
覚
え
て
い
な
い
と
先
に
イ
ヤ
ホ
ン
か

ら
聞
こ
え
て
し
ま
う
。
別
の
作
業
を
し
な
が
ら
、

自
分
で
自
分
に
テ
ス
ト
を
す
る
の
だ
。

　

こ
う
し
て
始
業
式
当
日
の
朝
ま
で
、
こ
の
方

法
を
続
け
た
。
子
供
た
ち
の
前
に
立
つ
と
き
に

は
、
四
〇
名
全
て
の
名
前
を
覚
え
て
い
た
。

３　

名
前
を
呼
ぶ
か
ら
褒
め
言
葉
が
届
く

　

名
前
を
覚
え
て
い
る
と
、
初
日
か
ら
名
前
を

付
け
て
褒
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

担
任
と
し
て
の
所
信
演
説
を
し
よ
う
と
す
る

と
、
背
筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
た
子
が
い
た
。
す

ぐ
に
褒
め
る
。

「
◯
◯
さ
ん
、
話
を
聞
く
姿
勢
が
素
晴
ら
し
い

で
す
ね
」

　

そ
の
子
は
嬉
し
そ
う
に
、
に
っ
こ
り
笑
う
。

　

小
学
生
は
大
人
と
比
べ
て
、「
選
択
的
聴

取
」
が
弱
い
と
い
う
研
究
論
文
が
あ
る
（
加
藤

正
晴
ら
『
学
童
期
に
お
け
る
日
本
語
を
用
い
た

選
択
的
聴
取
能
力
│
選
択
的
聴
取
の
児
童
向
け

ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
開
発
│
』
日
本
音
響
学

会
誌
七
七
巻
八
号
、
二
〇
二
一
年
）。「
選
択
的

聴
取
」
と
は
、
雑
音
の
中
で
も
特
定
の
声
や
音

を
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
だ
。
教
室
の

中
で
多
少
の
雑
音
が
あ
っ
て
も
、
教
師
か
ら
そ

の
子
へ
の
褒
め
言
葉
を
、
確
実
に
届
け
た
い
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
「
◯
◯
さ
ん
」
と
名
前

を
呼
ぶ
。
そ
し
て
目
が
合
っ
て
か
ら
褒
め
る
よ

う
に
し
た
い
。

４　

子
供
の
姿
に
感
動
で
き
る
か

　

名
前
を
付
け
て
褒
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
子
の
素
晴
ら
し
い
行
動
、
教
師
が
感
動
し
た

行
動
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
一
筆
箋
に
書
い
て
、

保
護
者
の
方
へ
お
知
ら
せ
す
る
と
良
い
。

「
△
△
さ
ん
の
保
護
者
様
へ
。
今
日
、
△
△
さ

ん
の
姿
を
見
て
い
て
、
感
動
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
給
食
の
時
間
に
お
友
達
が
こ
ぼ
し
て

し
ま
っ
た
温
食
を
一
緒
に
片
付
け
て
あ
げ
て
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
『
大
丈
夫
だ
よ
』
と
優
し
い

声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
お
家
で
も
褒
め
て
あ
げ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
」

　

大
切
な
の
は
、
一
筆
箋
は
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。「
素
晴
ら
し
い
。
是
非

と
も
保
護
者
へ
伝
え
た
い
」
と
い
う
教
師
の
思
い

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
子
供
の
行
動
を
つ
ぶ

さ
に
観
察
し
、
一
人
一
人
の
良
い
行
動
を
発
見
し
、

感
動
す
る
」
と

い
う
教
師
の
受

け
止
め
方
が
重

要
な
の
だ
。「
一

筆
箋
」
で
教
師

の
感
動
を
保
護

者
と
共
有
し
、

よ
り
良
い
教
育

を
創
り
出
し
て

い
き
た
い
。
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１　

当
番
活
動
で
は
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る

「
黄
金
の
三
日
間
」
の
間
に
ク
ラ
ス
の
生
活
シ

ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
の
中
心
と
な
る

の
が
当
番
活
動
と
係
活
動
で
あ
る
。

「
当
番
活
動
と
い
う
の
は
、
学
級
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
仕
事
で
す
。
例
え
ば
、
窓
開
け
当
番

や
黒
板
消
し
当
番
な
ど
で
す
。
毎
日
毎
日
同
じ

手
順
を
繰
り
返
す
こ
と
が
多
い
で
す
。

係
活
動
は
、
自
分
た
ち
の
考
え
を
工
夫
し
て
、

み
ん
な
に
働
き
か
け
、
み
ん
な
に
喜
ば
れ
る
よ

う
な
仕
事
を
し
ま
す
。
例
え
ば
、
新
聞
係
と
か

生
き
物
係
な
ど
で
す
」

こ
の
よ
う
に
子
供
た
ち
に
話
し
、
当
番
活
動

か
ら
決
め
て
い
く
。

当
番
活
動
は
「
一
人
一
役
」
が
よ
い
だ
ろ
う
。

責
任
の
所
在
が
明
確
に
な
る
か
ら
だ
。
春
休
み

中
に
、
学
級
の
人
数
分
の
当
番
を
考
え
て
お
く
。

「
去
年
は
ど
ん
な
当
番
が
あ
り
ま
し
た
か
？
」

と
子
供
た
ち
に
確
認
し
て
も
よ
い
。
教
師
の
考

え
た
当
番
と
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
は
ず
だ
。

必
要
な
当
番
が
あ
れ
ば
取
り
入
れ
れ
ば
よ
い
。

黒
板
に
当
番
を
ず
ら
っ
と
書
い
て
い
く
。

「
自
分
が
や
り
た
い
当
番
の
下
に
、
自
分
の

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
貼
っ
て
ご
ら
ん
」

当
然
、
希
望
に
は
偏
り
が
出
る
。

「
重
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
決

め
ま
す
。
今
な
ら
空
い
て
い
る
当
番
に
移
動
し

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
よ
」

「
そ
れ
な
ら
第
二
希
望
に
移
動
し
よ
う
」
と
い
う

子
も
出
て
く
る
。
そ
れ
も
作
戦
だ
。
残
っ
た
子
で

ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し

て
決
着
を
付
け
る
。

一
人
一
台
端
末

の
操
作
に
慣
れ
て

い
る
学
級
な
ら
、

Jam
board

を
活
用

す
る
の
も
オ
ス
ス

メ
だ
。
何
と
言
っ

て
も
準
備
が
楽
で
、

時
短
に
な
る
。

当
番
活
動
に
は
、

一
人
一
役
だ
け
で
な
く
、
給
食
当
番
の
よ
う
な

仕
事
も
あ
る
が
、
大
事
な
こ
と
は
一
緒
で
あ
る
。

島根県川本町立川本小学校 太
おお

田
た

政
まさ

男
お

「新年度準備ノート」を用意してクラスの
「生活システム」を考えよう

「担任がいなくても１週間子供だけが生活できる」状
態を思い浮かべ、思い付いたことをすべてノートに書
いていく。それが学級経営の土台になる。

黄金の３日間で安定させる最初の３つ─クラスの「生活システム」を安定させる



黄
金
の
３
日
間

黄
金
の
３
日
間
の
シ
ス
テ
ム
作
り

特集

19 2023. 4

　

誰
が
、
い
つ
、
何
を
す
る
の
か
を
明
確

に
す
る
。

私
の
場
合
、
次
の
よ
う
な
話
も
す
る
。

「
給
食
の
準
備
時
間
を
見
れ
ば
、
そ
の
ク
ラ
ス

の
協
力
度
が
分
か
り
ま
す
。
準
備
の
早
い
ク
ラ

ス
は
当
番
だ
け
で
な
く
、
当
番
で
は
な
い
人
も

準
備
に
協
力
し
ま
す
。
み
ん
な
は
ど
れ
く
ら
い

で
準
備
で
き
る
か
楽
し
み
で
す
ね
」

こ
の
よ
う
な
趣
意
説
明
が
あ
る
だ
け
で
、
子

供
た
ち
の
動
き
も
変
わ
っ
て
く
る
。

２　

係
活
動
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
命

「
係
活
動
で
大
切
な
の
は
名
前
で
す
。
生
き
物

係
よ
り
も
『
水
族
館
会
社
』、
新
聞
係
よ
り
も

『
情
報
プ
レ
ス
』
と
し
た
方
が
ワ
ク
ワ
ク
し
ま

す
よ
ね
。
前
の
太
田
学
級
で
は
、『
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
会
社
』
な
ん
て
い
う
も
の
も
で
き
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
な
ら
ど
ん
な
会
社
を
つ
く
り

ま
す
か
？
」

次
の
五
つ
の
条
件
を
子
供
た
ち
に
示
す
。

①
会
社
は
何
人
で
つ
く
っ
て
も
よ
い
。

②
会
社
は
い
く
つ
つ
く
っ
て
も
よ
い
。

③
会
社
は
い
つ
つ
く
っ
て
も
よ
い
。

④
会
社
は
い
つ
倒
産
し
て
も
よ
い
。

⑤
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
全
員
の
前

で
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（『
谷
和
樹
の
学
級
経
営
と
仕
事
術
』

谷
和
樹
著　

騒
人
社
）

次
々
と
会
社
が
誕
生
し
て
い
き
、
子
供
た
ち

は
休
み
時
間
も
い
き
い
き
と
活
動
す
る
。
だ
が
、

や
が
て
活
動
は
停
滞
し
て
く
る
。

そ
こ
で
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
に
な
る
。

「
週
に
一
回
、
報
告
し
て
も
ら
い
ま
す
ね
」

太
田
学
級
で
は
金
曜
の
朝
を
係
活
動
の
時
間

と
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
最
初
に
聞
い
た
。

「
今
週
や
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
」

活
動
し
て
い
る
係
も
あ
れ
ば
そ
う
で
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
。
叱
る
必
要
は
な
い
。
報
告
を
聞

い
て
「
は
い
」
と
言
う
だ
け
で
あ
る
。
み
ん
な

内
心
「
ま
ず
い
」
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
あ
と
一
〇
分
間
あ
り
ま
す
。
打
合
せ
と
か
作

業
の
続
き
を
し
な
さ
い
」

子
供
た
ち
の
活
動
が
活
性
化
す
る
の
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
こ
れ
も
谷
氏
の
追
試
で
あ
る
。

３　

学
級
の
組
織
を
ど
う
つ
く
る
か

当
番
活
動
や
係
活
動
を
組
織
し
て
い
く
に
は
、

教
師
の
準
備
が
必
須
で
あ
る
。
春
休
み
中
に
「
新

年
度
準
備
ノ
ー
ト
」
を
一
冊
用
意
す
る
と
よ
い
。

向
山
洋
一
氏
は
「『
担
任
が
い
な
く
て
も
一
週

間
子
供
だ
け
で
生
活
で
き
る
』
状
態
を
思
い
浮

か
べ
る
と
い
い
」
と
言
っ
て
い
る
（『
学
級
を
組

織
す
る
法
則
』
向
山
洋
一
著　

学
芸
み
ら
い
社
）。

具
体
的
に
自
分
に
問
い
か
け
て
み
る
。

「
朝
、
登
校
し
た
子
は
何
を
す
る
の
か
？
」

「
何
を
ど
こ
に
提
出
す
る
の
か
？
」

「
誰
が
提
出
物
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
か
？
」

自
分
な
り
の
考
え
を
ノ
ー
ト
に
書
い
て
い
く
。

「
提
出
物
を
入
れ
る
か
ご
も
用
意
し
よ
う
」

「
チ
ェ
ッ
ク
当
番
も
あ
る
と
い
い
な
」

思
い
付
き
を
ノ
ー
ト
に
書
き
込
ん
で
い
く
と
、

学
級
に
必
要
な
組
織
が
見
え
て
く
る
。
こ
れ
が

一
年
間
の
学
級
経
営
を
支
え
る
土
台
に
な
る
。
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１　

出
会
い
の
授
業
の
準
備

出
会
い
の
授
業
に
向
け
て
、
教
師
は
全
力
で

準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
年
間
の
授
業
の
成
否
は
、
出
会
い
の

授
業
に
か
か
っ
て
い
る
。　

前
年
度
に
荒
れ
に
荒
れ
て
い
た
ク
ラ
ス
を
担

任
し
た
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
た
ク

ラ
ス
で
あ
っ
た
。
高
学
年
女
子
が
冷
た
い
目
を

し
て
い
た
。
国
語
の
授
業
開
き
。「
あ
か
ね
こ

漢
字
ス
キ
ル
」「
話
す
聞
く
ス
キ
ル
」
を
使
っ

て
授
業
し
た
。
授
業
の
途
中
、
女
子
の
会
話
が

聞
こ
え
た
。「
何
だ
か
授
業
、
楽
し
い
ね
！
」

「
う
ん
、
林
先
生
の
授
業
、
楽
し
い
ね
！
」

そ
れ
か
ら
、
二
か
月
後
。
冷
た
い
目
は
、
穏

や
か
な
目
に
な
っ
た
。
安
定
し
た
ク
ラ
ス
に

な
っ
た
。

再
度
、
書
く
。
出
会
い
の
授
業
に
向
け
て
、

教
師
は
全
力
で
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
全
力
」
で
あ
る
。
安
易
な
気
持
ち
で
挑
め
ば
、

つ
ら
い
、
苦
し
い
一
年
間
が
待
っ
て
い
る
。

出
会
い
の
授
業
に
向
け
て
の
準
備
は
、
三

つ
あ
る
。

一
つ
め
は
、
楽
し
い
授
業
を
集
め
る
。

T
O
S
S
ラ
ン
ド
で
集
め
る
。
T
O
S
S
教

え
方
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
集
め
る
。
同
僚
に

聞
い
て
集
め
る
。
本
を
読
ん
で
集
め
る
。
と
に

も
か
く
に
も
、
楽
し
い
授
業
を
集
め
て
い
く
。

気
に
な
る
太
郎
君
が
、
お
勉
強
の
苦
手
な
花

子
さ
ん
が
、「
先
生
の
授
業
、
楽
し
い
！
」
と

な
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
ど
ん
ど
ん
集
め

る
。二

つ
め
に
、
ノ
ー
ト
に
書
く
。

発
問
指
示
を
ノ
ー
ト
に
書
い
て
い
く
。
褒
め

言
葉
を
書
く
。
例
え
ば
、「
教
科
書
三
ペ
ー
ジ

を
開
き
な
さ
い
」
と
指
示
を
書
く
。
そ
の
指
示

の
横
に
「
○
○
君
、
も
う
教
科
書
開
い
て
い

る
！　

す
ご
い
！　

賢
い
！
」
と
書
く
。
で
き

れ
ば
、
気
に
な
る
太
郎
君
を
褒
め
た
い
。
お
勉

強
が
苦
手
な
花
子
さ
ん
を
褒
め
た
い
。

ど
う
す
る
か
？　

休
み
時
間
の
と
き
に
、
教

科
書
を
一
緒
に
開
い
て
お
く
。「
今
か
ら
、
国

山口県下関市立清末小学校 林
はやし

健
たけ

広
ひろ

出会いの授業の準備に、「全力」を注ぐ
授業の準備とは、３つの準備である。

黄金の３日間で安定させる最初の３つ─１年間の「学習方法」を安定させる

⇒出会いの授業の準備
　ちょこっと50秒動画
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語
だ
か
ら
、
教
科
書
出
し
て
」
と
、
一
緒
に
教

科
書
を
開
い
て
お
く
。

こ
の
よ
う
に
、
気
に
な
る
子
供
、
お
勉
強
が

苦
手
な
子
供
が
褒
め
ら
れ
る
場
面
を
想
定
し
て
、

ノ
ー
ト
に
書
い
て
い
く
。

三
つ
め
に
、
模
擬
授
業
を
し
て
練
習
す
る
。

ノ
ー
ト
に
書
い
た
だ
け
で
は
、
授
業
は
う
ま

く
な
ら
な
い
。
一
人
、
教
室
で
模
擬
授
業
す
る
。

サ
ー
ク
ル
例
会
に
出
か
け
、
模
擬
授
業
す
る
。

セ
ミ
ナ
ー
に
出
か
け
、
模
擬
授
業
す
る
。

模
擬
授
業
を
す
る
と
き
、
大
事
な
ポ
イ
ン
ト

が
あ
る
。

楽
し
い
授
業
を
、
楽
し
そ
う
に
す
る
。

こ
れ
に
尽
き
る
。

た
と
え
、
子
供
が
あ
く
び
を
し
て
も
、
冷
た

い
目
で
見
て
き
て
も
よ
い
。
教
師
は
楽
し
そ
う

に
授
業
を
続
け
る
の
で
あ
る
。
笑
顔
を
キ
ー
プ

す
る
の
で
あ
る
。

２　

ノ
ー
ト
の
書
き
方

ノ
ー
ト
の
書
き
方
を
教
え
る
こ
と
は
、
学
力

の
定
着
に
つ
な
が
る
。
日
付
を
書
く
、
ミ
ニ
定

規
を
使
っ
て
線
を
引
く
、
ゆ
っ
た
り
と
使
う
、

シ
ャ
ー
ペ
ン
で
は
な
く
鉛
筆
で
書
く
、
な
ど
。

四
月
だ
か
ら
、
多
く
の
子
供
た
ち
は
、
教
師

の
指
示
通
り
に
や
ろ
う
と
す
る
。
黄
金
の
三
日

間
だ
か
ら
だ
。
し
か
し
、
で
あ
る
。
な
か
に
は

反
発
す
る
子
も
い
る
。
四
月
の
反
発
は
、
質
問

か
ら
生
ま
れ
る
。

「
先
生
、
赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
も
い
い
で
す
か
？
」

こ
の
よ
う
な
反
発
は
、
前
も
っ
て
趣
意
説
明

を
し
て
お
く
と
出
て
こ
な
い
。

「
赤
鉛
筆
を
使
い
ま
す
。
赤
鉛
筆
だ
と
、
色
を

き
れ
い
に
塗
れ
ま
す
。
算
数
は
図
形
を
塗
り
ま

す
か
ら
ね
」

し
か
し
、
で
あ
る
。
時

に
、
そ
れ
で
も
反
発
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
前
年

度
荒
れ
た
ク
ラ
ス
、
若
い

教
師
が
担
任
の
場
合
だ
。

さ
て
、
ど
う
す
る
か
？

　

Ｍ
Ｙ
ノ
ー
ト
が
良
い
。
ノ
ー
ト
を
開
い
て
す

ぐ
に
「
き
れ
い
な
ノ
ー
ト
を
書
く
５
つ
の
法
則
」

が
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
趣
意
説
明
だ
。
ノ
ー

ト
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
反
発
す
る

子
も
い
な
い
。
若
い
教
師
で
も
反
発
さ
れ
な
い
。

３　

学
習
の
ル
ー
ル

学
習
の
ル
ー
ル
で
大
事
な
こ
と
は
、
学
習
道

具
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
然
、
忘
れ
て
く
る
子

も
い
る
。
そ
れ
が
自
然
だ
。
ど
う
す
る
か
？　

貸
し
て
あ
げ
れ
ば
い
い
。

　

勤
務
校
に
は
、
学
用
品
貸
し
出
し
セ
ッ

ト
が
あ
る
。
全
ク
ラ
ス
だ
。

勉
強
が
苦

手
な
子
供
を
、

忘
れ
物
が
多

い
子
供
を
、

温
か
く
包
み

込
め
る
教
師

に
、
子
供
た

ち
は
つ
い
て

い
く
。
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１　

生
活
シ
ス
テ
ム
構
築
の
シ
ナ
リ
オ

　

中
学
一
年
生
の
学
年
主
任
兼
担
任
を
し
た
年

の
記
録
で
あ
る
。

　

初
日
。
九
時
二
〇
分
の
登
校
時
刻
ま
で
に
三

八
名
全
員
が
席
に
着
く
。
そ
れ
ま
で
の
間
は
入

室
す
る
一
人
一
人
の
名
前
を
呼
び
、
席
に
案
内

し
た
り
、
談
笑
し
た
り
し
て
過
ご
す
。
最
も
早

く
登
校
し
た
生
徒
に
、
本
日
限
定
の
号
令
係
を

お
願
い
す
る
。

　

二
五
分
、
最
初
の
学
活
に
と
り
か
か
る
。
す

べ
き
こ
と
は
入
学
式
の
一
挙
手
一
投
足
の
確
認

で
あ
る
。
最
初
に
呼
名
の
練
習
だ
。
名
前
を
呼

ば
れ
た
ら
第
一
に
何
を
す
る
、
第
二
に
何
を
す

る
、
第
三
に
何
を
す
る
。
質
問
形
式
で
確
認
し

た
。
そ
れ
か
ら
実
際
に
私
が
呼
名
し
、
本
番
ど

お
り
に
動
い
て
み
る
形
で
練
習
を
し
た
。

　

入
学
式
後
の
学
活
は
三
〇
分
間
で
あ
る
。
ふ

た
つ
の
こ
と
し
か
し
な
い
、
と
決
め
た
。

１　

丁
寧
な
確
認
つ
き
の
資
料
配
付

２　
「
学
校
の
目
的
」
を
考
え
る
授
業

　

膨
大
な
資
料
群
を
、
ひ
と
つ
ず
つ
確
認
し
な

が
ら
配
付
し
て
い
く
。
作
業
指
示
、
活
動
、
確

認
、
評
価
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
回
す
。

　

記
名
や
話
し
合
い
等
、
生
徒
の
作
業
ス
ピ
ー

ド
が
徐
々
に
上
が
っ
て
い
く
。
た
く
さ
ん
褒
め
た
。

　

最
後
の
三
分
間
で
、「
指
名
な
し
発
表
」
の

紹
介
を
し
、「
学
校
の
目
的
」
三
つ
を
問
う
た
。

①　

〇
〇
〇
〇
な
る　
　

②　

〇
〇
〇
〇
な
る

③　

〇
〇
〇
〇
〇
な
る

　

四
〇
名
以
上
の
保
護
者
が
見
守
る
中
、
全
員

を
巻
き
込
ん
で
初
め
て
の
授
業
を
終
え
た
。

　

週
明
け
、
黄
金
の
二
日
目
。
学
級
活
動
は
二

時
間
し
か
な
い
。
ま
ず
、
責
任
者
た
る
長
谷
川

の
基
本
方
針
を
示
し
た
。「
明
る
く
て
楽
し
く

て
学
び
の
深
い
学
級
を
創
る
」
で
あ
る
。  

「
そ
の
た
め
に
、
必
ず
決
め
る
べ
き
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
三
点
で
す
。
分
か
り
ま
す
か
」
と
問

う
た
。
い
く
つ
も
の
意
見
を
さ
ば
き
、「
目
標

と
し
く
み
と
ル
ー
ル
だ
」
と
示
し
た
。

⑴　

学
級
目
標
（
ク
ラ
ス
全
員
の
力
で
一
年
間

を
か
け
て
達
成
す
る
目
標
）

⑵　

学
級
の
し
く
み
（
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の
組
織
、
役
割
分
担
）

埼玉県吉見町立吉見中学校 長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

之
ゆき

型をもたない教師は形なしとなる
仕事には成功の型がある。黄金の３日間の型もまた、先達が磨き上げた知財である。リス
ペクトして追試するのがよい。我流を通すのはたやすいが、苦しむのは子供たちであり、
許されることではない。

私の黄金の３日間「マトリクス」を公開─長谷川博之の黄金の３日間「生活システム」「学習システム」
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⑶　

学
級
の
ル
ー
ル
（
安
心
安
全
、
楽
し
い
生

活
を
送
る
た
め
に
最
低
限
守
る
べ
き
こ
と
）

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
⑵
の
し
く
み
は
大
き
く

言
っ
て
三
つ
の
活
動
か
ら
成
り
立
つ
。

A　

当
番
活
動
（
一
人
一
当
番
、
給
食
・
清
掃

等
の
班
活
動
）

B　

係
活
動
（
自
主
自
発
創
造
的
活
動
、
原
則

と
し
て
自
由
）

C　

委
員
会
活
動
（
自
分
た
ち
の
生
活
の
向
上

の
た
め
に
学
校
規
模
で
動
く
活
動
）

　

こ
れ
ら
の
当
番
活
動
や
係
活
動
を
具
体
的
に

述
べ
た
う
え
で
、
正
常
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に

は
、
あ
る
種
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
必
要
と
な
る
、

と
告
げ
、「
日
直
」
の
役
割
を
示
し
た
。

　

⑶
は
各
小
学
校
の
ル
ー
ル
を
聞
き
取
り
整
理

し
つ
つ
、
当
面
の
ル
ー
ル
を
立
法
し
た
。

　

朝
の
会
と
帰
り
の
会
を
や
っ
て
み
せ
る
こ
と
、

担
任
へ
の
質
問
を
受
け
る
こ
と
も
し
た
。
自
己

紹
介
の
三
〇
秒
ス
ピ
ー
チ
も
行
っ
た
。  

　

三
日
目
に
も
二
時
間
の
学
活
が
あ
っ
た
。
第

一
に
、
学
級
目
標
を
決
め
た
。
あ
ら
か
じ
め
書

か
せ
て
お
い
た
目
標
を
板
書
さ
せ
る
。「
知
徳

体
」
及
び
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
に
ジ
ャ
ン
ル
分
け

し
て
書
か
せ
た
。
た
だ
し
、
ぎ
っ
し
り
三
八
名

で
あ
る
。
ス
ペ
ー
ス
の
面
で
、
黒
板
だ
け
で
は

足
り
な
い
。
廊
下
に
私
物
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

を
置
き
、
窓
際
の
生
徒
に
は
そ
れ
に
書
か
せ
た
。

　

そ
し
て
、
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
問
答
を
重
ね
つ

つ
、
言
葉
を
整
え
て
い
っ
た
。

　

最
後
に
、
全
員
の
賛
意
を
確
認
し
決
定
し
た
。

　

第
二
に
、「
し
く
み
」
を
決
め
た
。「
立
候
補

↓
所
信
表
明
演
説
↓
じ
ゃ
ん
け
ん
」
の
流
れ
で

あ
る
。「
推
薦
制
度
」
や
「
投
票
方
式
」
を
採

ら
な
い
理
由
も
語
っ
た
。

　

第
三
に
班
編
成
と
仕
事
分
担
を
し
て
終
了
、

で
あ
る
。
三
日
間
、
計
五
時
間
で
終
え
た
。

２　

学
習
シ
ス
テ
ム
構
築
の
シ
ナ
リ
オ

　

国
語
の
授
業
開
き
で
私
が
為
す
の
は
、「
教

科
書
や
ノ
ー
ト
の
使
い
方
の
指
導
」「
忘
れ
物

の
指
導
」「
返
事
の
仕
方
、
音
読
の
仕
方
、

ノ
ー
ト
の
見
せ
方
の
指
導
」「
端
末
の
使
い
方

の
指
導
」
等
で
あ
る
。
教
え
て
活
動
さ
せ
、
褒

め
て
定
着
を
図
る
。
ま
た
、
複
数
の
学
級
を
担

当
す
る
た
め
自
己
紹
介
は
短
く
す
る
が
、
生
徒

に
は
さ
せ
な
い
。
時
間
の
無
駄
で
あ
る
。

　

と
り
わ
け
ス
タ
ー
ト
か
ら
一
週
間
、
時
数
に

し
て
三
、
四
時
間
は
全
体
を
安
定
さ
せ
つ
つ
、

評
定
１
、
２
の
生
徒
を
授
業
に
巻
き
込
み
、
成

功
体
験
を
積
ま
せ
る
こ
と
に
意
を
注
ぐ
。
苦
手

意
識
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
活
動
を
組
む
。
特

に
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
指
導
を
挙
げ
る
。

ⓐ　

漢
字
ス
キ
ル
を
用
い
た
漢
字
指
導

ⓑ　

名
詩
名
文
の
音
読
・
暗
唱
指
導

ⓒ　

読
解
ス
キ
ル
を
用
い
た
読
解
指
導

ⓓ　

名
句
百
選
か
る
た
を
用
い
た
指
導

ⓔ

S
H
O
W
＆
T
E
L
L
と
同
時
進
行
で
行

う
チ
ャ
ッ
ト
や
付
箋
機
能
の
活
用
指
導

　

ど
れ
も
学
び
方
を
身
に
付
け
さ
せ
る
指
導
で

あ
る
。
活
動
内
容
と
手
順
が
明
確
で
あ
り
、
短

時
間
で
達
成
感
を
得
ら
れ
る
。
そ
の
場
で
上
達

す
る
の
で
、
褒
め
て
行
動
を
強
化
で
き
る
。

　

群
れ
を
統
率
し
集
団
形
成
を
進
め
得
ず
し
て

探
究
型
授
業
な
ど
実
現
し
得
な
い
。
理
想
は
画

餅
で
終
わ
る
。
知
的
で
楽
し
い
授
業
の
中
で
規

律
を
打
ち
立
て
る
。
そ
れ
が
教
師
の
仕
事
だ
。
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黄
金
の
三
日
間
は
、
い
い
意
味
で
も
悪
い
意
味

で
も
全
て
が
「
規
定
」
さ
れ
て
し
ま
う
「
基
準
」

と
な
る
。
入
念
な
上
に
も
入
念
な
準
備
を
し
て
お

き
た
い
。

　

か
つ
て
、
指
導
困
難
学
級
で
の
黄
金
の
三
日
間

で
使
っ
た
ス
ラ
イ
ド
を
掲
載
す
る
。
こ
の
二
枚
で

一
年
間
が
規
定
さ
れ
た
。

　

有
名
な
実
践
と
し
て

「
先
生
が
怒
る
三
つ
の
場
面
」

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
私
は
、
そ
れ
を
設
定
す
る

の
で
あ
れ
ば
、「
先
生
が
褒
め
る
時
」
と
い
う
も

の
も
あ
っ
て
良
い
の
で
は
と
考
え
て
い
た
。

そ
こ
で
、「
褒
め
る
時
」
の
三
つ
の
場
面
を
示

し
た
。
す
る
と
、「
良
い
行
動
」
を
表
出
さ
せ
た

子
供
に
対
し
て
、

「
今
の
○
○
さ
ん
の
行
動
は
、
１
の
『
見
本
』
と

な
る
行
動
だ
よ
ね
」

と
基
準
に
合
わ
せ
て
褒
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、

「
今
の
は
、
１
〜
３
の
中
で
ど
れ
だ
と
思
う
？
」

と
聞
く
こ
と
で
子
供
た
ち
自
身
が
、
考
え
て
自
分

自
身
の
行
動
や
言
動
を
振
り
返
る
機
会
に
も
な
っ

た
。

「
先
生
が
怒
る
時
」
に
も
同
じ
よ
う
な
原
理
を
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
。

上
図
「
お
こ
る
時
」
で
紹
介
し
て
い
る
の
は
、

私
が
独
自
に
精
査
し
た
三
つ
の
言
葉
で
あ
る
。
具

体
的
に
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
こ
の
内
容
は
学
級

の
実
態
に
応
じ
て
変
え
る
べ
き
で
あ
る
。

「
①　

全
体
の
ル
ー
ル
に
関
す
る
こ
と
」

　

ル
ー
ル
を
自
分
の
都
合
で
変
更
し
よ
う
と
す
る
。

ル
ー
ル
を
破
る
。
ル
ー
ル
を
守
れ
な
い
。
な
ど
で

あ
る
。
特
に
自
分
の
都
合
で
ル
ー
ル
を
変
え
よ
う

と
す
る
時
に
は
厳
し
い
。

長野県長野市立通明小学校 小
こ

嶋
じま

悠
ゆう

紀
き

学習システムも生活システムも
「教えて→褒める」で定着させる
黄金の３日間に示したことが基準となることを心得よう。

私の黄金の３日間「マトリクス」を公開─小嶋悠紀の黄金の３日間「生活システム」「学習システム」
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「
②　

全
体
の
規
律
や
生
命
に
関
す
る
こ
と
」

　

そ
れ
を
許
し
て
し
ま
う
と
、
全
体
の
動
き
や
約

束
な
ど
が
歪
ん
で
し
ま
う
時
で
あ
る
。
ま
た
、
人

や
自
分
に
危
険
な
行
為
で
あ
る
。

「
③　

全
体
の
意
識
に
関
す
る
こ
と
」

　

そ
の
言
動
や
行
動
で
、
他
の
人
に
悪
影
響
の
あ

る
時
に
も
厳
し
い
。
自
分
の
一
言
が
他
の
人
の
、

行
動
や
言
葉
に
影
響
す
る
場
合
で
あ
る
。

　

高
学
年
や
中
学
生
の
場
合
、
こ
の
言
葉
を
そ
の

ま
ま
使
っ
て
も
良
い
が
、
低
学
年
の
場
合
は
、
小

嶋
の
実
践
の
よ
う
に
分
か
り
や
す
い
言
葉
に
変
え

た
ほ
う
が
良
い
。
ま
た
、
学
級
の
実
態
に
応
じ
て
、

伝
え
る
内
容
も
変
化
さ
せ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

大
切
な
の
は
、
こ
の
基
準
を
伝
え
た
後
で
あ
る
。

「
そ
れ
は
い
け
ま
せ
ん
。
な
ぜ
注
意
さ
れ
た
の
で

す
か
？　

１
〜
３
の
ど
れ
だ
と
思
う
？
」

と
必
ず
子
供
自
身
に
振
り
返
ら
せ
、
考
え
さ
せ
る
。

メ
タ
認
知
※
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
基
準
が

明
確
だ
か
ら
で
き
る
指
導
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
基
準
を
「
教
え
る
」
こ
と
は
重
要
な

指
導
で
あ
る
し
、「
褒
め
る
」
こ
と
を
重
視
し
な

が
ら
も
、
何
か
注
意
す
る
時
が
あ
れ
ば
、
基
準
に

従
っ
て
子
供
に
自
分
の
行
動
を
振
り
返
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
子
供
自
身
が
考
え

な
が
ら
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
こ

れ
ら
の
上
に
、
様
々
な
学
習
や
生
活
が
築
か
れ
て

い
く
よ
う
に
な
る
。

　

さ
て
、
学
習
に
つ
い
て
で
あ
る
。
黄
金
の
三
日

間
で
最
も
大
切
な
こ
と
を
一
つ
だ
け
示
す
。
そ
れ

は
、

「
こ
の
先
生
は
、
指
示
し
た
こ
と
に
正
対
す
る
こ

と
に
は
厳
し
い
」

と
体
感
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

「
ミ
ニ
定
規
で
書
い
て
い
ま
せ
ん
。
や
り
な
お
し

で
す
」

「
先
生
は
、
日
付
ペ
ー
ジ
を
書
き
な
さ
い
と
言
っ

た
の
で
す
。
両
方
と
も
書
き
な
さ
い
」

「
赤
鉛
筆
で
○
を
付
け
ま
す
と
言
い
ま
し
た
。
赤

鉛
筆
で
や
り
な
お
し
な
さ
い
」

　

一
回
言
っ
た
こ
と
は
必
ず
正
確
に
や
り
な
お
し

を
さ
せ
る
。
こ
れ
を
厳
し
く
で
き
る
の
が
黄
金
の

三
日
間
だ
け
な
の
だ
。

　

褒
め
る
こ
と
も
重
要
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
厳
し

さ
も
黄
金
の
三
日
間
で
体
感
さ
せ
る
。

　

優
し
く
す
る
の
は
後
で
い
く
ら
で
も
で
き
る
。

　

次
に
生
活
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
「
一
日
の
だ
い
た
い
の
流
れ
、
給
食
、

そ
う
じ
」
こ
の
三
点
の
シ
ス
テ
ム
を
体
感
さ
せ
て

い
く
こ
と
だ
。

　

最
初
の
一
週
間
程
度
は
、
多
く
の
子
供
は
困
惑

し
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
。
前
担
任
と
の
シ
ス
テ

ム
の
違
い
に
戸
惑
っ
て
い
る
の
だ
。

　

特
に
一
人
一
役
当
番
な
ど
は
、
一
周
し
な
け
れ

ば
、
完
全
に
見
通
し
を
も
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
う
じ
や
給
食
な
ど
も
「
全
員
が
一
周
す
る
頃
に

慣
れ
る
」
と
思
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
良
い
。
そ
こ

ま
で
根
気
よ
く
「
教
え
て
」
い
く
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
週
明
け
に
は
、
多
く
の
子
供
は
シ
ス
テ

ム
忘
却
を
起
こ
し
て
い
る
。

「
怒
ら
ず
に
再
度
、
丁
寧
に
教
え
る
」
こ
と
と
同

時
に
、「
シ
ス
テ
ム
を
覚
え
て
行
動
で
き
て
い
る

子
供
」
を
と
に
か
く
全
体
の
前
で
取
り
あ
げ
て
褒

め
る
こ
と
を
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
や
っ
て
学
級
全

体
に
波
及
効
果
を
及
ぼ
し
て
い
く
。

※ 
自
分
自
身
の
思
考
、
行
動
、
感
情
な
ど
を
客
観
的
に
認
識
し
、
制

御
す
る
こ
と
。
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１　

大
失
敗
し
た
二
〇
代
の
指
導

向
山
型
算
数
を
知
り
、
六
年
生
の
児
童
に
ノ
ー
ト

の
書
き
方
を
厳
し
く
指
導
し
た
。

「
二
行
空
い
て
い
ま
せ
ん
。
書
き
直
し
」

多
く
の
子
が
、
素
直
に
書
き
直
し
を
す
る
中
、
A

男
は
、
全
く
直
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。
書
き
直
し
を

伝
え
る
と
「
は
っ
？
」
と
怪
訝
そ
う
な
顔
と
な
り
、

机
に
戻
り
悪
態
を
つ
い
た
。
私
は
、
そ
の
瞬
間
に
、

「
も
う
一
回
そ
の
態
度
を
と
っ
て
み
ろ
！
」

と
厳
し
く
批
判
し
指
導
し
た
。
A
男
は
、
仕
方
な
さ

そ
う
に
反
省
し
た
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
。
し
か
し
、
彼

は
反
省
な
ど
せ
ず
、
私
へ
の
批
判
を
ノ
ー
ト
に
書
い

て
い
た
。
そ
の
ノ
ー
ト
を
見
付
け
、
私
は
さ
ら
に
厳

し
く
叱
っ
た
。
最
悪
の
出
会
い
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

指
示
に
従
わ
な
い
子
を
許
し
た
ら
、
そ
の
後
、
指

示
を
聞
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
焦
り
と
不
安
が
あ
っ
た
。
A
男
は
、
ノ
ー
ト
の

書
き
方
に
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

子
供
の
気
持
ち
を
無
視
せ
ず
、
説
得
で
は
な
く
納
得

さ
せ
な
け
れ
ば
子
供
の
心
は
動
か
な
い
の
で
あ
る
。

２　

子
供
の
心
に
耳
を
傾
け
る

六
年
生
の
B
男
。
女
子
に
対
し
て
、「
デ
ブ
」「
ブ

ス
」
と
平
気
で
言
う
。
挨
拶
の
大
切
さ
を
指
導
す
る
と
、

「
女
子
と
な
ん
か
挨
拶
で
き
ね
ー
よ
」

と
い
う
B
男
の
声
が
聞
こ
え
た
。
二
〇
代
の
時
で
あ
れ

ば
、
厳
し
く
批
判
し
指
導
し
て
い
た
。
し
か
し
、
私
は
、

「
え
？
　
そ
う
な
の
？
　
ど
う
し
て
？
」

と
聞
い
て
み
た
。
す
る
と
、

「
だ
っ
て
、
仲
良
く
ね
ー
し
」

と
答
え
た
。
そ
の
瞬
間
、
私
が
彼
に
伝
え
た
言
葉
は
、

「
あ
り
が
と
う
」。
彼
は
キ
ョ
ト
ン
と
し
て
い
た
。

「
B
男
が
挨
拶
で
き
な
い
理
由
を
教
え
て
く
れ
た
か

ら
、
み
ん
な
に
伝
え
る
べ
き
こ
と
が
分
か
っ
た
。
助

か
っ
た
よ
」

そ
の
後
、
ク
ラ
ス
で
次
の
よ
う
な
話
を
し
た
。

「
仲
良
く
な
い
人
に
挨
拶
で
き
な
い
っ
て
い
う
人
？

（
多
数
手
が
挙
が
る
）
こ
れ
逆
で
す
よ
。
仲
良
く
な

い
か
ら
こ
そ
挨
拶
す
る
の
で
す
。
挨
拶
を
し
て
み
る

こ
と
で
仲
良
く
な
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
」

「
確
か
に
」
と
教
室
か
ら
声
が
聞
こ
え
る
。
B
男
も
納

得
し
て
い
た
よ
う
だ
。
話
が
終
わ
っ
た
後
に
、
B
男
に

「
B
男
の
お
か
げ
で
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
大
切
な
こ

と
を
学
べ
た
よ
」

と
伝
え
た
。
彼
は
、
嬉
し
そ
う
に
照
れ
笑
い
を
浮
か
べ

て
い
た
。
反
抗
の
背
景
に
あ
る
理
由
を
引
き
出
し
、
ま

ず
は
関
係
性
を
良
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

群馬県太田市立沢野小学校 松
まつ

島
しま

博
ひろ

昭
あき

最初から反抗的な子供＝出会いの
「アドバルーン」
子供の反抗の理由に耳を傾け、説得ではなく納得させ関係性を良くする。

黄金の３日間で起きる「トラブル」をチャンスに変える
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騒
然
状
態
の
教
室
。
や
ん
ち
ゃ
な
複
数
名
が
反
応
し

あ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

ま
ず
全
体
、
し
か
る
べ
き
の
ち
に
個

こ
の
原
則
で
毅
然
と
対
応
す
る
こ
と
が
、
最
初
の
ポ
イ

ン
ト
だ
。

１　

全
体
で
ル
ー
ル
の
確
認

大
切
な
ル
ー
ル
は
全
体
に
聞
か
せ
る
こ
と
。

騒
然
と
し
て
い
る
子
供
た
ち
に
も
様
々
な
タ
イ
プ
が
い

る
。

Ａ　

騒
い
で
い
る
子

Ｂ　

騒
い
で
い
る
子
を
楽
し
ん
で
見
て
い
る
子

Ｃ　

ち
ゃ
ん
と
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
子

Ｄ　

我
関
せ
ず
の
子

Ｅ　

そ
の
ほ
か

静
か
に
聞
い
て
い
る
よ
う
で
、
実
は
聞
い
て
い
な
い
子

が
Ａ
以
外
の
子
に
も
多
い
。

①　

お
へ
そ
を
教
師
の
方
に
向
か
せ
る
。

②　

手
に
持
っ
て
い
る
も
の
を
き
ち
ん
と
置
か
せ

る
。

こ
れ
だ
け
で
も
騒
然
と
し
た
空
気
が
変
わ
る
。
物
を
片

付
け
た
り
、
メ
モ
し
た
り
す
る
の
は
、
一
見
き
ち
ん
と
し

て
い
る
よ
う
で
も
ダ
メ
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、「
守
る
べ

き
大
切
な
ル
ー
ル
」
を
確
認
す
る
。
黄
金
の
三
日
間
で
は
、

こ
こ
で
、
子
供
が
異
を
唱
え
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

２　

個
に
毅
然
と
指
導
を
す
る

次
に
、
反
応
し
合
っ
て
騒
い
で
い
た
子
供
た
ち
に
、
短
く

毅
然
と
指
導
す
る
。
向
山
氏
の
指
導
場
面
の
音
声
Ｃ
Ｄ
に

次
の
場
面
が
あ
る
。
Ｔ
Ｔ
授
業
の
初
日
、
ふ
ざ
け
た
声
を

出
し
た
子
に
静
か
に
確
認
す
る
だ
け
だ
が
、
毅
然
と
し
た

声
で
教
室
が
静
ま
り
か
え
っ
て
い
く
。
騒
然
と
し
て
い
た
児

童
の
何
人
か
は
、
こ
の
段
階
で
指
示
が
通
る
よ
う
に
な
る
。

３　

楽
し
い
授
業
を
す
る

毅
然
と
し
た
指
導
の
後
は
、
す
ぐ
に
教
師
が
雰
囲
気
を

切
り
替
え
る
。
一
瞬
で
空
気
が
変
わ
る
よ
う
に
、
と
び
き

り
楽
し
そ
う
に
、「
楽
し
い
授
業
」
を
す
る
。

さ
ら
に
、
同
時
進
行
で
、
良
い
こ
と
を
し
よ
う
と
し
た

「
兆
し
」
を
捉
え
て
褒
め
る
。
や
ろ
う
と
す
る
「
兆
し
」

の
段
階
で
し
っ
か
り
と
褒
め
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
頑

張
ろ
う
と
し
た
気
持
ち
を
「
先
生
が
分
か
っ
て
く
れ
る
」

と
子
供
は
嬉
し
い
。

そ
し
て
、
教
師
の
声
に
耳
を
傾
け
始
め
る
。

「まず全体、しかるべきのちに個」で
毅然と対応する
「話を聞かせる」ことが第一歩。そのうえで個々に対する毅然とした指導。そして何よりも
「楽しい授業」。

黄金の３日間で起きる「トラブル」をチャンスに変える

静岡県静岡市立清水有度第二小学校 手
て

塚
づか

美
み

和
わ
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静岡県静岡市立清水有度第二小学校

手
て

塚
づか

美
み

和
わ

奈
な

良
ら

部
べ

芙
ふ

由
ゆ

子
こ

静岡県公立小学校

入学したての子供たち
に基礎基本を指導する
鉛筆の持ち方のアルゴリズムを
楽しく唱えながら定着させる。

光村図書・１年上・Ｐ14-15

1年

材
提
示
装
置
を
使
っ
て
、
手
も
と
を

見
え
や
す
く
し
た
が
、
大
き
な
鉛
筆

を
作
り
、
子
供
た
ち
に
直
接
見
せ
な

が
ら
教
え
る
と
い
う
方
法
も
有
効
で

あ
る
。
子
供
た
ち
の
方
を
見
な
が
ら

指
導
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

Ｔ　

使
っ
て
い
る
指
は
、
何
指
で
す

か
？

Ｃ　

親
指
と
人
差
し
指
で
す
。

　

使
っ
て
い
る
指
を
提
示
し
て
、
確

認
す
る
。

Ｔ　

で
き
そ
う
？　

み
ん
な
も
や
っ

て
み
よ
う
。
鉛
筆
を
出
し
ま
す
。

鉛
筆
の
先
を
自
分
の
方
に
向
け
て

置
き
ま
す
。

　

鉛
筆
の
向
き
が
違
う
と
混
乱
す
る
。

隣
の
子
同
士
で
確
認
さ
せ
た
後
に
、

教
師
が
全
体
を
確
認
す
る
。

Ｔ　

鉛
筆
つ
ま
ん
で
、
持
ち
上
げ
て
。

う
わ
ぁ
、
上
手
！

Ｔ　

女
の
子
だ
け
で
、
や
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
鉛
筆
つ
ま
ん
で
持
ち
上

げ
て
。
素
晴
ら
し
い
！

Ｔ　

男
の
子
、
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。

鉛
筆
つ
ま
ん
で
持
ち
上
げ
て
。
男

初
日
の
指
導

Ｔ　

教
科
書
一
四
ペ
ー
ジ
を
開
き
ま

す
。
え
ん
ぴ
つ
と
な
か
よ
し
。
教

科
書
を
両
手
で
持
ち
ま
す
。
先
生

に
続
い
て
、
読
み
ま
す
。

　

え
ん
ぴ
つ　

つ
ま
ん
で

Ｃ　

え
ん
ぴ
つ　

つ
ま
ん
で

Ｔ　

持
ち
上
げ
て

Ｃ　

持
ち
上
げ
て

　

最
後
ま
で
、
一
行
ず
つ
追
い
読
み

を
さ
せ
る
。

Ｔ　

先
生
の

手
を
見
て

ね
。

　

教
師
は
、

教
材
提
示
装

置
を
使
っ
て
、

自
分
の
手
を

大
き
く
映
す
。
そ
し
て
、「
鉛
筆
を

つ
ま
む
」
動
作
と
、「
鉛
筆
を
持
ち

上
げ
る
」
動
作
を
、
ス
ロ
ー
モ
ー

シ
ョ
ン
で
行
う
。
と
て
も
簡
単
な
動

作
だ
が
、
ゆ
っ
く
り
行
う
こ
と
で
、

子
供
た
ち
が
集
中
す
る
。
今
回
は
教

２

じ
ゃ
ん
け
ん
で
利
き
手
を
確
認

Ｔ　

じ
ゃ
ん　

け
ん　

ぽ
ん
！

　

い
き
な
り
じ
ゃ
ん
け
ん
か
ら
授
業

を
始
め
る
。
利
き
手
を
確
認
す
る
た

め
で
あ
る
。
ど
の
子
も
自
然
に
利
き

手
を
挙
げ
る
。

Ｔ　

じ
ゃ
ん
け
ん
し
た
手
を
、
ぴ
〜

ん
と
挙
げ
ま
す
（
教
師
も
一
緒
に

手
を
挙
げ
て
い
る
）。
鉛
筆
を
持

つ
手
は
、
こ
っ
ち
の
手
か
な
？

Ｃ　

う
ん
。

Ｔ　

こ
っ
ち
の
手
を
使
っ
て
鉛
筆
を

持
つ
お
勉
強
を
し
ま
す
。
手
を
下

ろ
し
ま
す
。

Ｔ　

こ
れ
は
、
何
指
で
す
か
？
（
教

１

師
の
親
指
を
触
り
な
が
ら
聞
く
）

Ｃ　

親
指
。

Ｔ　

親
指
！　

よ
く
知
っ
て
る
ね
！

「
親
指
で
す
」
と
言
い
ま
す
。
言
っ

て
ご
ら
ん
。

Ｃ　

親
指
で
す
。

Ｔ　

こ
れ
は
、
何
指
で
す
か
？

Ｃ　

人
差
し
指
で
す
。

Ｔ　

よ
く
知
っ
て
る
ね
。

Ｔ　

こ
れ
は
、
分
か
る
か
な
？
（
中

指
）

Ｃ　

中
指
で
す
。

Ｔ　

そ
う
！　

中
指
で
す
。
鉛
筆
は
、

こ
の
三
本
の
指
を
使
っ
て
持
ち
ま

す
。

TOSS授業技量検定八段
手塚美和の国語授業

Japanese
国語
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得
す
る
た
め
に
、
毎
日
、
短
い
時
間

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
一
緒
に
「
え
ん
ぴ

つ
を
も
つ
」
練
習
を
行
う
。

　

鉛
筆
を
上
手
に
持
つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
な
ぞ
り
を
さ

せ
る
。
教
科
書
に
は
、
①
〜
⑤
の
線

が
、
書
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
児
童

の
発
達
段
階
に
即
し
た
順
番
に
は

な
っ
て
い
な
い
。

①　

直
線
（
縦
、
横
）

②　

円
（
右
か
ら
）

③　

ジ
グ
ザ
ク
線

④　

螺
旋
（
右
回
り
、左
回
り
）

⑤　

曲
線
（
左
か
ら
）

　

そ
こ
で
、
別
紙
の
プ
リ
ン
ト
で
、

練
習
を
さ
せ
て
か
ら
、
教
科
書
の
な

ぞ
り
に
挑
戦
さ
せ
る
。

　

教
師
の
持
ち
方
を
見
せ
な
が
ら
、

子
供
た
ち
の
持
ち
方
を
、
歩
き
な
が

ら
確
認
す
る
。
で
き
て
い
る
子
を

次
々
と
褒
め
て
い
く
。
中
指
ま
く
ら

が
で
き
て
い
な
い
子
は
、
手
を
添
え

て
教
え
る
。

Ｔ　

女
の
子
だ
け
で
、
挑
戦
し
ま
す
。

男
の
子
は
先
生
と
一
緒
に
読
み
ま

す
。

　

言
葉
を
言
う
男
の
子
と
、
動
作
を

す
る
女
の
子
に
分
け
る
。

Ｔ　

交
代
。
男
の
子
が
挑
戦
。
女
の

子
は
読
み
ま
す
。

Ｔ　

こ
の
ク
ラ
ス
は
と
っ
て
も
上
手

な
子
が
い
っ
ぱ
い
い
る
な
〜
。
今

度
は
、
先
生
や
ら
な
い
よ
。
み
ん

な
だ
け
で
、
で
き
る
か
な
。
最
初

は
、
女
の
子
。

Ｔ　

と
〜
っ
て
も
上
手
！

　

Ｔ
は
、
お
手
本
を
見
せ
ず
、
言
葉

だ
け
男
子
と
一
緒
に
唱
え
る
。

Ｔ　

は
い
、
交
代
。

Ｔ　

上
手
で
す
！　

今
度
は
こ
の
通

り
だ
け
や
り
ま
す
。
他
の
子
は
、

読
み
ま
す
。

　

列
を
指
定
し
て
挑
戦
さ
せ
る
。
だ

ん
だ
ん
テ
ン
ポ
が
速
く
な
る
。
全
て

の
列
が
終
わ
っ
た
ら
、
一
人
で
挑
戦

だ
。

Ｔ　

一
人
で
や
っ
て
み
た
い
人
？　

い
る
ね
！　

○
○
ち
ゃ
ん
や
っ
て

み
よ
う
！

　

教
師
と
他
の
子
供
た
ち
が
鉛
筆
の

持
ち
方
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
唱
え
る
。

一
日
で
は
習
得
で
き
な
い

　

初
日
の
指
導
は
こ
こ
ま
で
と
す
る
。

教
科
書
の
下
の
方
に
、
直
線
、
円
、

螺
旋
な
ど
が
点
線
で
書
か
れ
て
い
て
、

実
際
に
な
ぞ
っ
て
書
く
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
は
扱
わ

な
い
。
鉛
筆
を
持
つ
と
い
う
技
を
習

３

の
子
も
上
手
！

Ｔ　

全
員
で
。

　

教
師
は
、「
鉛
筆
つ
ま
ん
で
持
ち

上
げ
て
」
は
ゆ
っ
く
り
言
う
が
、「
女

子
」、「
男
子
」、「
み
ん
な
で
」
の
指

示
は
素
早
く
言
う
。
そ
し
て
、
で
き

た
こ
と
を
力
強
く
褒
め
て
い
く
。
メ

リ
ハ
リ
が
あ
る
の
で
、
だ
ら
け
な
い
。

Ｔ　

今
度
は
、「
す
う
っ
と
倒
す
」

を
や
り
ま
す
。
見
て
い
て
ね
。
反

対
の
手
、
登
場
。「
す
う
っ
と
た

お
し
て　

な
か
ゆ
び
ま
く
ら
」。

も
う
一
回
や
る
よ
。「
す
う
っ
と

倒
し
て　

中
指
ま
く
ら
」。

　

下
図
の
動
き
を
子
供
た
ち
に
二
回

ゆ
っ
く
り
や
っ
て
見
せ
る
。

Ｔ　

さ
あ
、
一
緒
に
や
っ
て
み
よ
う

ね
。
鉛
筆
つ
ま
ん
で
持
ち
上
げ
て
。

反
対
の
手
、登
場
だ
よ
。「
す
う
っ

と
た
お
し
て　

な
か
ゆ
び
ま
く

ら
」。
鉛
筆
は
、
中
指
を
ま
く
ら

に
し
て
ね
て
る
か
な
？

Ｔ　

前
か
ら
見
る
と
、
親
指
、
人
差

し
指
、
中
指
の
三
本
が
見
え
ま
す

ね
。
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なぜ、「たけのこ　のびろ」
なのか？ を追究する授業
音読を十分に行った上で内容を扱
う。思い込みでなく、詩の記述に
即して読み取らせることを２年生
から行うことで、詩を味わう楽し
さを感じさせることができる。

東京書籍・２年上・巻頭詩

2年

ら
出
る
寸
前

の
た
け
の
こ

が
一
番
お
い

し
い
こ
と
。

地
上
か
ら
出

て
し
ま
う
と
、

硬
く
な
っ
て

食
べ
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
を
、
絵
を

示
し
な
が
ら
話
し
た
。

「
ぐ
ん
」
を
考
え
さ
せ
る

発
問
題
名
は
、「
た
け
の
こ
」
で

は
な
く
「
た
け
の
こ
　
ぐ
ん
」

で
す
。「
た
け
の
こ
」
と
「
た

け
の
こ
　
ぐ
ん
」
で
は
ど
う
違

い
ま
す
か
。

「『
た
け
の
こ
』
は
『
た
け
の
こ
』

の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
だ
け
だ
け
ど
、

『
た
け
の
こ　

ぐ
ん
』
だ
と
、
た
け

の
こ
が
伸
び
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
」

　

高
学
年
で
あ
れ
ば
、
一
連
の
「
ぐ

ん
」
と
三
連
の
「
ぐ
ん
」
の
違
い
を

考
え
さ
せ
た
い
。

３

本
当
は
『
水
蒸
気
』
と
い
う
目
に
見

え
な
い
水
分
が
あ
る
ん
だ
よ
。
温
度

が
下
が
る
と
、
そ
の
水
が
姿
を
あ
ら

わ
し
て
、
も
の
に
つ
く
ん
だ
よ
。
水

滴
の
よ
う
な
も
の
で
す
」「
ふ
つ
う

は
夜
の
お
星
さ
ん
だ
け
れ
ど
、
朝
の

ま
だ
暗
い
う
ち
に
は
星
が
見
え
て
い

て
、
そ
の
星
の
こ
と
を
朝
の
お
ほ
し

さ
ん
と
言
っ
て
い
る
ん
だ
ね
」

　

こ
の
よ
う
に
、
授
業
の
序
盤
で
、

子
供
た
ち
が
分
か
ら
な
い
言
葉
に
関

し
て
は
、
教
師
が
教
え
る
。

　

場
所
は
、
竹
林
。

　

こ
こ
で
、
子
供
た
ち
に
「
た
け
の

こ
」
に
つ
い
て
問
う
た
。「
竹
に
な

る
」「
竹
の
近
く
に
で
き
る
」「
硬
い

土
で
も
出
て
く
る
」「
竹
の
子
供
」

と
答
え
る
な
ど
、
よ
く
知
っ
て
い
る

子
が
い
て
褒
め
た
。

　

次
に
、
竹
や
た
け
の
こ
の
土
の
中

の
様
子
を
絵
に
描
い
て
、
説
明
し
た
。

こ
の
詩
で
は
、理
科
的
な
要
素
を
最
初

に
教
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

土
の
中
で
、
竹
の
地
下
茎
か
ら
、

竹
の
子
が
育
っ
て
い
く
こ
と
。
土
か

す
ら
す
ら
音
読
さ
せ
る

　

ま
ず
、「
一
〇
分
×
三
回
」
は
と

り
、
す
ら
す
ら
音
読
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
慣
れ
て
き
た
ら
、
一
人
読
み

に
挑
戦
さ
せ
る
。
教
科
書
を
見
な
が

ら
で
も
良
い
し
、
暗
唱
で
も
良
い
。

挑
戦
し
た
子
を
力
強
く
褒
め
る
。

基
本
的
な
こ
と
を
問
う

発
問
１
題
名
は
何
で
す
か
。

発
問
２
作
者
は
誰
で
す
か
。

発
問
３
何
連
の
詩
で
す
か
。（
三

連
）

発
問
４
季
節
は
い
つ
で
す
か
。

１２

（
春
）

発
問
５
一
日
の
う
ち
の
い
つ
で

す
か
。（
朝
）

発
問
６
場
所
は
ど
こ
で
す
か
。

（
竹
林
）

発
問
７
繰
り
返
し
出
て
く
る
言

葉
は
何
で
す
か
。（
た
け
の
こ
、

ぐ
ん
）

　

テ
ン
ポ
よ
く
質
問
し
て
い
く
。

　

一
日
の
う
ち
の
い
つ
か
。
朝
と
答

え
る
子
が
多
か
っ
た
。「
あ
さ
の
お

ほ
し
さ
ん
と
書
い
て
あ
る
か
ら
」「
つ

ゆ
が
あ
る
か
ら
」
と
い
う
理
由
が
あ

が
っ
た
。「
つ
ゆ
」
と
「
あ
さ
の
お

ほ
し
さ
ん
」
を
説
明
し
た
。「
今
は

見
え
て
い
な
い
け
れ
ど
、
空
気
中
に
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か
。
そ
れ
と
も
、
他
の
た
け
の

こ
に
言
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

ど
ち
ら
か
に
決
め
ま
す
。『
Ａ

一
、
二
連
の
た
け
の
こ
』『
Ｂ

ほ
か
の
た
け
の
こ
』」

Ａ　

一
八
人　
　

Ｂ　

七
人

「
Ａ
で
す
。
他
の
た
け
の
こ
は
こ
の

詩
に
出
て
こ
な
い
か
ら
で
す
」「
Ａ

で
す
。
一
、
二
連
の
た
け
の
こ
を
竹

に
し
た
い
か
ら
で
す
」「
Ｂ
で
す
。

も
う
出
て
い
る
た
け
の
こ
に
言
っ
た

ら
、
伸
び
て
、
硬
く
な
っ
て
食
べ
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
す
」

　

こ
れ
は
、
Ｂ
で
あ
る
。
少
し
出
て

い
る
た
け
の
こ
が
伸
び
た
ら
、
食
べ

ら
れ
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
だ

土
か
ら
出
て
い
な
い
た
け
の
こ
に
向

か
っ
て
「
の
び
ろ
」
と
言
っ
て
い
る

の
だ
。
高
学
年
な
ら
そ
の
根
拠
を
問

い
た
い
。「
ぐ
ん
」
の
二
マ
ス
空
け

で
あ
る
。
そ
れ
が
分
か
れ
ば
、
読
み

が
変
わ
る
。
何
人
か
に
三
連
を
読
ま

せ
る
。「
た
け
の
こ　

ぐ
ん
」
の
読

み
が
変
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

し
て
、
赤
鉛

筆
で
丸
を
付

け
て
い
く
。

見
せ
た
子
か

ら
、
理
由
を

ノ
ー
ト
に
書

か
せ
る
。

　

子
供
た
ち
の
絵
を
、
二
つ
に
分
け

る
。
教
師
が
板
書
し
、
ど
ち
ら
に
近

い
か
決
め
さ
せ
、
理
由
と
共
に
ノ
ー

ト
に
書
か
せ
る
。

Ａ　

一
二
人　
　

Ｂ　

一
三
人

　

半
分
に
分
か
れ
た
。
Ａ
の
子
か
ら

理
由
を
言
わ
せ
る
。
二
年
生
で
は
、

ま
ず
は
、
ノ
ー
ト
に
書
い
た
こ
と
を

そ
の
ま
ま
読
ま
せ
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。「
私
は
Ａ
で
す
。
せ
の
び
し

て
土
を
わ
っ
た
よ
、
と
書
い
て
あ
る

か
ら
で
す
」「
私
も
Ａ
で
す
。
わ
け
は
、

せ
の
び
し
て
土
を
わ
っ
た
の
だ
か
ら
、

そ
ん
な
に
は
の
び
な
い
と
思
う
か
ら

で
す
」「
ぼ
く
は
、
Ｂ
で
す
。
朝
の

お
ほ
し
さ
ん
が
あ
げ
た
か
ら
、
大
き

く
な
い
と
見
え
な
い
か
ら
で
す
」

　

子
供
た
ち
は
、一
連
の
「
背
伸
び
」

や
「
土
を
わ
っ
て
」
を
ヒ
ン
ト
に
答

え
る
子
が
多
か
っ
た
。「
ヒ
ン
ト
は
、

二
連
に
も
あ
り
ま
す
」
と
言
う
と
、

「『
あ
た
ま
に
き
ら
り
つ
ゆ
を
の
せ
て

い
ま
す
』
と
書
い
て
い
る
か
ら
、
た

け
の
こ
は
た
く
さ
ん
出
て
い
る
と
思

い
ま
す
」
と
答
え
た
子
が
い
た
。
そ

の
意
見
も
褒
め
た
上
で
、「
も
し
、
た

く
さ
ん
土
か
ら
出
て
い
た
ら
、
た
け

の
こ
に
つ
ゆ
が
も
っ
と
つ
く
は
ず
で

す
。
そ
う
す
る
と
、
き
ら
り
で
は
な

く
、『
き
ら
り
き
ら
り
』
や
『
き
ら

き
ら
』
に
な
り
ま
す
。『
き
ら
り
』
と

い
う
の
は
、
一
滴
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
滴
つ
く
の
は
、
Ａ
で
す
。
で
す
か

ら
、
Ａ
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
」
と
説

明
し
た
（
伴
一
孝
氏
の
分
析
を
追
試
）。

三
連
の
「
た
け
の
こ　

の
び

ろ
」
を
考
え
る

発
問
「
三
連
で
、『
た
け
の
こ　

の
び
ろ
』
と
言
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
連
と
二
連
の
た
け

の
こ
に
、
言
っ
て
い
る
の
で
す

６

「
あ
さ
の
お
ほ
し
さ
ん
」
は
、

今
、見
え
て
い
る
の
か
尋
ね
る

発
問
「
あ
さ
の
お
ほ
し
さ
ん
」

は
、
今
は
見
え
て
い
ま
す
か
。

見
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

見
え
て
い
る　

三
人

　

見
え
て
い
な
い　

二
二
人

「
つ
ゆ
を
も
ら
っ
た
の
は
今
よ
り
前

だ
と
思
う
か
ら
」「
最
初
は
見
え
て

い
た
け
れ
ど
、
つ
ゆ
が
き
ら
り
と
見

え
た
と
き
は
、
も
っ
と
明
る
く
な
っ

て
い
る
か
ら
星
は
も
う
見
え
な
い
と

思
う
か
ら
」

「
た
け
の
こ
」「
土
」「
つ
ゆ
」

を
絵
に
描
か
せ
る

指
示
「
た
け
の
こ
」「
土
」「
つ
ゆ
」、

こ
の
三
つ
を
絵
に
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
描
く
も
の
を
こ
の
三

つ
に
限
定
す
る
。
描
い
た
人
か
ら
、

ノ
ー
ト
を
教
師
に
見
せ
に
来
さ
せ
る
。

子
供
た
ち
の
ノ
ー
ト
に
、
見
た
印
と

４５
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初めての「物語文」
の授業
成功体験と知的体験を経験する
から「勉強っておもしろい！」と
なる。

3年

数
い
た
の
で
、
通
常
の
音
声
の
み
で

進
め
る
一
字
読
解
が
困
難
と
判
断
し

た
。

　

そ
こ
で
、
通
常
は
や
ら
な
い
が
、

一
字
読
解
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
っ

て
提
示
し
た
。

　

一
場
面
ご
と
に
問
題
を
六
問
に
設

定
し
た
。
一
〇
問
で
は
こ
の
子
た
ち

に
は
キ
ャ
パ
オ
ー
バ
ー
と
判
断
し
た
。

こ
の
よ
う
な
点
も
子
供
の
実
態
に
応

じ
て
柔
軟
に
変
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

　

さ
て
、
こ
の
進
行
の
仕
方
で
あ
る
。

　

多
く
の
セ
ミ
ナ
ー
で
先
生
方
が
模

擬
授
業
を
す
る
場
面
を
見
る
が
、

「
圧
倒
的
に
遅
い
」

の
で
あ
る
。

「
問
題
１　

商
売
し
て
い
る
の
は
誰

で
す
か
？　

書
け
た
ら
書
け
ま
し
た
」

　

子
供
た
ち
の
七
割
が
書
け
て
い
る

段
階
で
答
え
合
わ
せ
と
な
る
。

　

こ
こ
は
三
〜
四
名
を
当
て
る
。
こ

れ
以
上
多
く
な
る
と
テ
ン
ポ
が
悪
く

な
る
。
列
指
名
で
一
気
に
聞
い
て
い

く
。

教
師
「
答
え
は
な
ん
で
す
か
？
」

れ
ば
、
圧
倒
的
な
成
功
体
験
を
物
語

文
で
も
保
証
で
き
る
と
確
信
し
て
い

た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
特
別
支
援

学
級
で
物
語
文
を
一
〇
年
間
こ
の
方

法
で
指
導
を
し
て
い
た
か
ら
だ
。

　

教
材
導
入
ま
で
の
経
過
で
、
ノ
ー

ト
で
学
習
を
さ
せ
る
と
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
が
な
か
な
か
揃
わ
な
い
こ
と
が
分

か
っ
て
い
た
。
な
か
な
か
指
示
通
り

に
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
「
音
声
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ

リ
」
が
極
端
に
弱
い
子
供
た
ち
が
多

　

数
年
前
に
大
変
な
学
級
を
担
当
し

た
。

　

チ
ャ
イ
ム
後
も
席
に
は
つ
か
な
い
。

　

ノ
ー
ト
を
持
っ
て
こ
さ
せ
よ
う
と

し
て
も
、
何
名
も
持
っ
て
こ
な
い
。

教
師
の
目
を
ご
ま
か
せ
る
と
思
っ
て

い
た
。

　

音
読
テ
ス
ト
で
「
不
合
格
」
と
告

げ
る
と
、

「
死
ね
死
ね
！　

低
評
価
！　

低
評

価
！　

二
度
と
や
ら
ね
ー
か
ら

な
！
」

と
一
時
間
目
の
授
業
か
ら
絶
叫
し
つ

づ
け
る
。

　

学
習
に
お
け
る
成
功
体
験
が
圧
倒

的
に
少
な
い
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な

子
供
像
を
誕
生
さ
せ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
学
級
で
四
月
の
授
業

を
行
う
と
き
に
、
気
を
付
け
る
こ
と

が
あ
る
。

　

そ
の
一
つ
は
、

「
ま
ず
は
圧
倒
的
な
ま
で
の
成
功
体

験
を
積
ま
せ
る
こ
と
」

で
あ
る
。

　

三
年
生
の
最
初
の
物
語
文
は
、「
き

つ
つ
き
の
商
売
」
で
あ
る
。

　

こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
分
析
批
評

な
ど
の
指
導
を
し
て
い
な
い
の
で
、

分
析
批
評
の
授
業
は
で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
登
場
す
る
の
は
、「
一
字

読
解
」
で
あ
る
。
本
来
は
説
明
文
の

指
導
法
で
あ
る
が
、
一
字
読
解
で
あ
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さ
ら
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う

に
、「
ち
ょ
っ
と
難
し
い
問
題
」
を

出
す
。
写
真
の
よ
う
な
も
の
だ
。

「
と
く
と
く
と
く
べ
つ
メ
ニ
ュ
ー
」

と
は
な
に
か
を
問
う
た
。

　

子
供
た
ち
は
口
々
に
応
え
る
が
、

す
べ
て
不
合
格
で
あ
る
。

「
正
確
に
教
科
書
か
ら
抜
き
出
し
な

さ
い
」

と
指
示
す
る
こ
と
で
夢
中
で
教
科
書

を
見
て
い
た
。

　

実
は
こ
の
「
と
く
と
く
と
く
べ
つ

メ
ニ
ュ
ー
」
は
本
文
で
い
く
つ
か
の

言
い
方
を
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
授
業
と
は
知
的

だ
」
と
い
う
こ
と
を
最
初
の
物
語
文

か
ら
体
験
さ
せ
る
こ
と
で
、
子
供
た

ち
の
変
化
の
兆
し
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
。

ら
な
い
が
、
ス
ピ
ー
ド
感
も
重
要
で

あ
る
。

　

お
そ
ら
く
、

「
自
分
が
考
え
て
い
る
二
〜
三
倍
の

ス
ピ
ー
ド
」

で
や
っ
た
ほ
う
が
良
い
。

　

こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
四
月
の
序
盤

で
体
験
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

「
先
生
と
の
授
業
は
ス
ピ
ー
ド
感
が

あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
体
感
さ
せ
る

絶
好
の
機
会
で
も
あ
る
。

　

こ
の
体
験
が
二
学
期
以
降
の
大
き

な
成
長
の
種
ま
き
に
も
な
る
。

　

さ
て
１
〜
４
場
面
ま
で
を
こ
の
よ

う
な
形
で
体
験
さ
せ
る
と
何
が
良
い

か
。

「
教
科
書
の
文
か
ら
問
題
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
」

よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

私
の
学
級
で
は
、
二
学
期
以
降
は

探
究
型
学
習
に
取
り
組
ま
せ
て
い
た
。

　

継
続
し
た
一
時
読
解
の
体
験
が
、

「
子
供
た
ち
自
ら
が
教
科
書
か
ら
問

題
を
作
り
出
す
」

と
い
う
学
び
方
へ
転
換
し
て
い
っ
た
。

そ
の
た
め
の
布
石
で
も
あ
る
。

　

さ
て
次
に
、「
ち
ょ
っ
と
知
的
な

学
習
体
験
」
で
あ
る
。

「
授
業
と
は
知
的
な
も
の
だ
」
と
い

う
こ
と
を
多
く
の
子
供
は
体
験
で
き

て
い
な
い
。

　

全
体
構
造
に
目
を
向
け
さ
せ
る
た

め
に
、ま
た
新
し
い
シ
ー
ト
を
作
っ
た
。

　

第
１
場
面
は
教
師
と
取
り
組
ん
だ
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
の
場
面
は
、
子

供
た
ち
自
ら
取
り
組
ま
せ
て
、
で
き

た
ら
持
っ
て
こ
さ
せ
た
。

　

大
き
く
丸
を
付
け
て
、
褒
め
た
。

「
物
語
全
体
を
こ
ん
な
に
き
れ
い
に
、

分
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
る
な
ん

て
、
さ
す
が
三
年
生
だ
ね
！
」

　

こ
れ
に
よ
り
「
全
体
構
造
」
に
初

め
て
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

く
。

子
供
１
「
き
つ
つ
き
で
す
」

教
師
「
は
い
」

子
供
２
「
き
つ
つ
き
で
す
」

教
師
「
は
い
」

子
供
３
「
き
つ
つ
き
で
す
」

教
師
「
合
っ
て
い
た
人
？
」

子
供　

手
を
挙
げ
る

教
師
「
赤
で
丸
を
付
け
な
さ
い
」

　

そ
し
て
こ
の
テ
ン
ポ
で
六
問
を
一

気
に
終
え
る
。

　

重
要
な
こ
と
は
、

「
一
気
に
終
え
る
」

と
い
う
点
だ
。
だ
ら
だ
ら
と
褒
め
言

葉
で
間
延
び
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。

　

最
後
は
、
次
の
よ
う
に
締
め
る
。

教
師
「
六
問
全
部
正
解
だ
っ
た
人
？　

一
〇
〇
点
と
書
い
て
お
き
な
さ
い
」

　

こ
れ
は
「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ

ル
」
の
応
用
で
あ
る
。

　

圧
倒
的
な
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
こ

れ
た
爽
快
感
と
、
す
ぐ
に
一
〇
〇
点

の
レ
ス
ポ
ン
ス
が
返
っ
て
き
た
快
感

は
脳
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
「
成
功
体

験
」
と
し
て
届
く
。

　

ま
た
、
誌
面
で
は
な
か
な
か
伝
わ
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考
え
て
作
り
な
さ
い
。

指
示
５
で
き
た
人
は
、
オ
ク
リ
ン

ク
で
提
出
し
な
さ
い
。

　

以
下
、
長
谷
川
の
代
案
で
あ
る
。

　

第
一
に
、

見
開
き
二
ペ
ー
ジ
で
幾
つ
の
詩

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
か     

と
問
う
。
編
集
者
が
散
り
ば
め
た
詩

を
、
ま
ず
は
把
握
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、

作
者
は
何
人
い
ま
す
か

と
問
う
。
前
の
三
つ
と
後
の
二
つ
で

作
者
が
異
な
る
こ
と
に
気
付
か
な
い

子
供
も
い
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

第
三
に
、

五
つ
の
詩
を
三
回
ず
つ
読
ん
で

ご
ら
ん
な
さ
い

と
指
示
す
る
。
四
年
生
で
あ
っ
て
も

る
の
は
シ
ャ
ツ
。
ミ
ミ
ズ
は
土
で

す
ね
。
大
き
く
地
球
。

　

（
ミ
ミ
ズ
は
土
の
中
に
い
る
。
み

に
ま
と
っ
て
い
る
の
は
土
↓
地

球
）

　
　

人
間
、
シ
ャ
ツ
の
上
は
洋
服
。

ミ
ミ
ズ
、
地
球
の
外
側
は
宇
宙
。

よ
っ
て
、
題
名
は
ミ
ミ
ズ
と
な
る

の
で
す
。

発
問
４
「
ヘ
ビ
」
と
「
ミ
ド
リ
カ
ナ

ヘ
ビ
」
一
回
ず
つ
読
み
ま
す
。

指
示
４
三
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ

ま
す
。

①　

題
名
コ
ー
ス

　
　

題
名
コ
ー
ス
は
、
こ
の
二
つ
の

詩
の
題
名
よ
り
も
ふ
さ
わ
し
い

題
名
を
考
え
な
さ
い
。

②　

一
行
詩
コ
ー
ス

　
　

一
行
詩
コ
ー
ス
の
人
は
、「
ヘ

ビ
」
と
「
ミ
ド
リ
カ
ナ
ヘ
ビ
」
に

合
う
一
行
詩
を
そ
れ
ぞ
れ
自
分

で
考
え
な
さ
い
。

③　

オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ー
ス

　
　

オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ー
ス
の
人
は
、

題
名
、
一
行
詩
そ
れ
ぞ
れ
自
分
で

　

教
育
出
版
、「
い
ろ
い
ろ
な
詩
」。

　

我
が
志
士
舞
サ
ー
ク
ル
の
二
〇
代

教
師
、
沼
田
直
樹
氏
が
授
業
し
た
。

指
示
１
一
回
読
み
ま
す
。

発
問
１
一
つ
め
。「
ニ
ン
ジ
ン
」
と

名
付
け
た
理
由
は
何
で
す
か
。
お

隣
と
話
し
な
さ
い
。

説
明
１
湯
上
り
の
色
を
イ
メ
ー
ジ

さ
せ
る
の
で
す
ね
。

指
示
２
二
つ
め
。
読
み
ま
す
。

発
問
２
「
ケ
ム
シ
」
の
理
由
を
ご
近

所
に
言
い
な
さ
い
。

説
明
２
ケ
ム
シ
の
毛
並
み
か
ら
連

想
し
た
の
で
す
ね
。

指
示
３
こ
の
詩
に
「
ケ
ム
シ
」
よ

り
も
い
い
名
前
を
考
え
ま
す
。

ノ
ー
ト
に
案
を
書
き
な
さ
い
。

　

（
黒
板
に
書
か
せ
て
、
最
も
良
い

も
の
を
考
え
さ
せ
る
）

説
明
３
ラ
ス
ト
、
一
度
読
み
ま
す
。

発
問
３
先
生
は
、
何
と
聞
く
と
思

い
ま
す
か
。（
題
名
が
ミ
ミ
ズ
の

理
由
は
何
で
す
か
）

　
　

こ
れ
は
、
超
難
問
で
す
。
班
の

人
と
相
談
し
な
さ
い
。
理
由
が
分

か
っ
た
班
は
、
代
表
者
一
名
、
オ

ク
リ
ン
ク
に
理
由
を
記
入
し
て

送
り
な
さ
い
。

説
明
４
各
班
ご
と
の
理
由
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

説
明
５
人
間
の
表
面
に
接
し
て
い
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か
ら
、「
さ
ん
ぱ
つ
」
を
漢
字

に
直
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

そ
し
て
、

毛
を
切
ら
れ
た
く
な
い
と
思
っ

て
い
る
の
は
誰
で
す
か

と
捻
る
。「
で
き
る
子
」
が
「
ケ
ム
シ
」

だ
と
即
答
す
る
だ
ろ
う
が
、
却
下
で

あ
る
。
当
然
な
が
ら
、
話
者
の
主
観

な
の
で
あ
る
。

「
ミ
ミ
ズ
」
は
ど
う
問
う
か
。

人
間
を
描
き
な
さ
い
。
シ
ャ
ツ

を
着
せ
な
さ
い
。
洋
服
も
着
せ

な
さ
い
。

同
じ
よ
う
に
、
詩
の
内
容
を
絵

に
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

最
後
に
詩
を
作
ら
せ
る
際
の
留
意

点
を
述
べ
て
お
く
。
収
録
さ
れ
た
作

品
は
五
つ
と
も
見
た
目
、
視
覚
で
あ

る
。
聴
覚
や
触
覚
を
使
っ
て
作
れ
な

い
か
。
そ
れ
が
で
き
れ
ば
Ａ
Ａ
だ
。

実
際
の
画
像
を
見
せ
る
こ
と
だ
。
こ

の
生
き
物
を
見
た
こ
と
の
な
い
子
供

が
ほ
と
ん
ど
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
ど
・
み
ち
お
と
ジ
ュ
ー
ル
・
ル

ナ
ー
ル
の
詩
は
根
本
的
に
異
な
る
。

後
者
の
作
品
は
単
に
目
で
見
た
ま
ま

を
言
っ
て
い
る
。
前
者
は
違
う
。
風

呂
に
入
る
の
も
散
髪
す
る
の
も
、
服

を
着
る
の
も
、
人
間
の
す
る
こ
と
だ
。

ま
ど
・
み
ち
お
の
詩
に
は
、
野

菜
や
虫
を
人
間
と
同
等
の
存
在

と
し
て
見
つ
め
る
温
か
さ
が
あ

る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
だ
け
深
さ
が
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
。
だ
か
ら
、
扱
う
順
番
と
し
て

は
後
に
な
る
。

　

沼
田
氏
は
「
ニ
ン
ジ
ン
」
と
名
付

け
た
理
由
は
何
か
、
と
問
う
て
い
る

が
、
こ
の
問
い
方
は
難
し
い
。

「『
ケ
ム
シ
』
の
理
由
を
ご
近
所
に

言
い
な
さ
い
」「
題
名
が
ミ
ミ
ズ
の

理
由
は
何
で
す
か
」
も
、
こ
の
ま
ま

で
は
難
易
度
が
高
い
よ
う
に
思
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
子
供
た
ち
が
鍛
え
ら

れ
て
お
り
、
授
業
に
支
障
が
な
い
の

で
あ
れ
ば
構
わ
な
い
。

　

そ
う
で
な
い
時
は
、
何
と
問
う
か
。

題
名
の
「
ニ
ン
ジ
ン
」
と
、
内

容
の
「
お
ふ
ろ
あ
が
り
」
の
共

通
点
は
何
で
す
か
。

　

こ
の
よ
う
に
目
線
を
下
げ
る
。
こ

れ
な
ら
ば
、
私
の
学
年
（
中
学
一
年

生
）
の
、
学
習
が
苦
手
な
子
供
た
ち

に
も
答
え
得
る
。
四
年
生
で
も
答
え

ら
れ
る
は
ず
だ
。
し
か
も
、
い
わ
ゆ

る
「
で
き
る
子
」
が
簡
単
に
で
き
て

飽
き
る
よ
う
な
文
言
に
は
な
っ
て
い

な
い
は
ず
だ
。

「
あ
れ
ど
も
見
え
ず
」
を
問
う
時
は
、

何
に
気
付
か
せ
た
い
か
を
明
確
に
自

覚
し
た
う
え
で
問
い
の
言
葉
を
選
ぶ

と
よ
い
の
だ
。

「
ケ
ム
シ
」
で
「
目
線
の
低
い
発
問
」

を
考
え
て
み
よ
う
。

辞
書
を
使
っ
て
か
ま
い
ま
せ
ん

ま
ず
は
音
声
化
を
さ
せ
、
内
容
理
解

を
促
す
こ
と
が
大
切
だ
。
す
ら
す
ら

と
読
め
な
い
子
供
が
い
れ
ば
、
追
い

読
み
等
を
挟
む
と
よ
い
。

　

第
四
に
、
一
つ
の
詩
を
取
り
上
げ

る
。沼
田
氏
は
「
ニ
ン
ジ
ン
」
を
扱
っ

た
が
、私
は
違
う
。「
ヘ
ビ
」
を
選
ぶ
。

な
ぜ
か
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
内

容
が
最
も
単
純
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
こ
い
つ
」
と
言
っ
て
い
る
の

は
誰
で
す
か
。「
こ
い
つ
」
と

は
何
を
指
し
ま
す
か
。

　

簡
単
な
問
い
ゆ
え
、
テ
ン
ポ
よ
く

問
う
。

　

第
五
に
扱
う
の
は
何
か
。「
ミ
ド

リ
カ
ナ
ヘ
ビ
」
で
あ
る
。
こ
れ
も
、

「
目
で
見
た
ま
ま
」
だ
か
ら
単
純
な

の
だ
。

　

前
置
き
な
し
で
、

「
ペ
ン
キ
」
は
何
色
で
す
か

と
問
う
て
み
た
い
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
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指
示
で
き
た
人
は
持
っ
て
き
ま
す
。

　

一
見
簡
単
な
視
写
問
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
子
供
は
×
と

な
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
箇
所
だ
。

- 1 -

一

国
語
の
第
一
時
の
意
味

高
学
年
最
初
の
国
語
の
授
業
は
、

特
別
な
意
味
を
持
つ
。

知
的
で
あ
り
、
熱
中
し
、
文
化
を

感
じ
る
も
の
に
す
る
。

二

慶
應
附
属
中
学
校
入
試
問
題

向
山
氏
が
紹
介
し
た
有
名
な
問
題

で
あ
る
。
当
時
、
慶
應
附
属
中
学
校

に
連
絡
を
入
れ
、
問
題
を
入
手
し
た
。

Ａ
４
版
に
印
刷
し
配
付
す
る
。

指
示

で
き
た
人
は
持
っ
て
き
ま
す
。

一
見
簡
単
な
視
写
問
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
子
供
は
×
と

な
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
箇
所
だ
。

こ
の
五
字
は
、
意
図
的
に
書
い
て

あ
る
。
「
そ
」
は
、
本
来
は
一
画
で

あ
る
が
、
二
画
で
書
か
な
い
と
減
点

と
な
る
。
句
読
点
も
位
置
を
正
確
に

書
か
な
い
と
減
点
と
な
る
。

[４ 14 字× 24 行× 4 段（タイトル 15 行を含む）]
教育トークライン原稿 ４月号 P.○

タ
イ
ト
ル

①
知
的
で
②
熱
中
し
③
文
化
を
感
じ
る
授
業

リ
ー
ド
文

高
学
年
に
な
っ
た
子
供
達
へ
の
最
初
の
国
語
の
授
業
は
、
日
本
語
の
持

つ
文
化
に
触
れ
さ
せ
る
も
の
に
し
た
い
。

教
授
法
創
造
研
究
所

椿
原

正
和

※読者の目をひくビジュアルを、必ず

半ページ分以上入れてください。

※場所はこの場所でなくてもかまいま

せん。

※半ページ分以外にも、画像等を入れ

ていただいても大丈夫です。

　

こ
の
五
字
は
、
意
図
的
に
書
い
て

あ
る
。「
そ
」
は
、
本
来
は
一
画
で

あ
る
が
、
二
画
で
書
か
な
い
と
減
点

と
な
る
。
句
読
点
も
位
置
を
正
確
に

書
か
な
い
と
減
点
と
な
る
。

　

先
の
五
字
を
一
字
二
○
点
と
し
て

国
語
の
第
一
時
の
意
味

　

高
学
年
最
初
の
国
語
の
授
業
は
、

特
別
な
意
味
を
も
つ
。

　

知
的
で
あ
り
、
熱
中
し
、
文
化
を

感
じ
る
も
の
に
す
る
。

慶
應
附
属
中
学
校
入
試
問
題

　

向
山
氏
が
紹
介
し
た
有
名
な
問
題

で
あ
る
。
当
時
、
慶
應
附
属
中
学
校

に
連
絡
を
入
れ
、
問
題
を
入
手
し
た
。

　

Ａ
４
版
に
印
刷
し
配
付
す
る
。

１２
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一

国
語
の
第
一
時
の
意
味

高
学
年
最
初
の
国
語
の
授
業
は
、

特
別
な
意
味
を
持
つ
。

知
的
で
あ
り
、
熱
中
し
、
文
化
を

感
じ
る
も
の
に
す
る
。

二

慶
應
附
属
中
学
校
入
試
問
題

向
山
氏
が
紹
介
し
た
有
名
な
問
題

で
あ
る
。
当
時
、
慶
應
附
属
中
学
校

に
連
絡
を
入
れ
、
問
題
を
入
手
し
た
。

Ａ
４
版
に
印
刷
し
配
付
す
る
。

指
示

で
き
た
人
は
持
っ
て
き
ま
す
。

一
見
簡
単
な
視
写
問
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
子
供
は
×
と

な
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
箇
所
だ
。

こ
の
五
字
は
、
意
図
的
に
書
い
て

あ
る
。
「
そ
」
は
、
本
来
は
一
画
で

あ
る
が
、
二
画
で
書
か
な
い
と
減
点

と
な
る
。
句
読
点
も
位
置
を
正
確
に

書
か
な
い
と
減
点
と
な
る
。

[４ 14 字× 24 行× 4 段（タイトル 15 行を含む）]
教育トークライン原稿 ４月号 P.○

タ
イ
ト
ル

①
知
的
で
②
熱
中
し
③
文
化
を
感
じ
る
授
業

リ
ー
ド
文

高
学
年
に
な
っ
た
子
供
達
へ
の
最
初
の
国
語
の
授
業
は
、
日
本
語
の
持

つ
文
化
に
触
れ
さ
せ
る
も
の
に
し
た
い
。

教
授
法
創
造
研
究
所

椿
原

正
和

※読者の目をひくビジュアルを、必ず

半ページ分以上入れてください。

※場所はこの場所でなくてもかまいま

せん。

※半ページ分以外にも、画像等を入れ

ていただいても大丈夫です。
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一

国
語
の
第
一
時
の
意
味

高
学
年
最
初
の
国
語
の
授
業
は
、

特
別
な
意
味
を
持
つ
。

知
的
で
あ
り
、
熱
中
し
、
文
化
を

感
じ
る
も
の
に
す
る
。

二

慶
應
附
属
中
学
校
入
試
問
題

向
山
氏
が
紹
介
し
た
有
名
な
問
題

で
あ
る
。
当
時
、
慶
應
附
属
中
学
校

に
連
絡
を
入
れ
、
問
題
を
入
手
し
た
。

Ａ
４
版
に
印
刷
し
配
付
す
る
。

指
示

で
き
た
人
は
持
っ
て
き
ま
す
。

一
見
簡
単
な
視
写
問
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
子
供
は
×
と

な
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
箇
所
だ
。

こ
の
五
字
は
、
意
図
的
に
書
い
て

あ
る
。
「
そ
」
は
、
本
来
は
一
画
で

あ
る
が
、
二
画
で
書
か
な
い
と
減
点

と
な
る
。
句
読
点
も
位
置
を
正
確
に

書
か
な
い
と
減
点
と
な
る
。
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タ
イ
ト
ル

①
知
的
で
②
熱
中
し
③
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に
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た
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達
へ
の
最
初
の
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語
の
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は
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日
本
語
の
持

つ
文
化
に
触
れ
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せ
る
も
の
に
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た
い
。
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授
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造
研
究
所
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原

正
和

※読者の目をひくビジュアルを、必ず
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※場所はこの場所でなくてもかまいま

せん。

※半ページ分以外にも、画像等を入れ

ていただいても大丈夫です。
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最
後
に
、
解
釈
を
問
う
発
問
を
す

る
。

発
問
こ
の
俳
句
が
動
物
の
馬
で
な

い
と
す
れ
ば
、
他
に
何
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
か
。

　

自
由
に
発
表
さ
せ
る
。
大
人
の
想

像
以
上
に
様
々
な
考
え
が
出
さ
れ
る
。

笑
い
が
起
き
る
。

　

馬
＝
竹
馬

と
い
う
説
も
あ
る
。
大
い
に
褒
め
る
。

　

し
か
し
、「
俳
句
の
季
語
は
一
つ
」

と
い
う
原
則
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
。

発
問
馬
を
竹
馬
だ
と
す
る
と
俳
句

の
原
則
を
破
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
季
語
を
調
べ
な
さ
い
。

「
雀
の
子
＝
春
」
で
あ
り
、「
竹
馬

＝
お
正
月
」
に
気
付
く
。

と
す
る
と
、
ど
こ
で
分
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
か
。
あ
な
た
の
考
え

を
書
き
な
さ
い
。

　

正
解
は
一
つ
で
は
な
い
。「
納
得

解
」
を
作
ら
せ
る
。
根
拠
が
あ
れ
ば

よ
い
。
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

説
明
国
語
の
授
業
で
は
正
解
が
一

つ
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、「
あ
な
た
の
考
え
」
と
問
わ

れ
た
時
は
、
自
分
で
答
え
を
つ
く

り
出
し
ま
す
。

　

全
国
学
テ
で
「
あ
な
た
な
ら
問

題
」
が
小
学
校
で
も
出
題
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
意
味
を
教
え
る
。

俳
句
で
分
析
批
評

　

小
林
一
茶
の
有
名
な
俳
句
「
雀
の

子　

そ
こ
の
け
そ
こ
の
け　

御
馬
が

通
る
」
を
板
書
す
る
。
三
回
ほ
ど
読

ま
せ
て
次
の
発
問
を
す
る
。

４

発
問
ど
こ
か
ら
見
て
詠
ま
れ
た
俳

句
で
す
か
。
言
葉
を
根
拠
に
記
号

と
理
由
を
書
き
ま
す
。

- 2 -

先
の
五
字
を
一
字
二
○
点
と
し
て

採
点
す
る
と
よ
い
。
百
点
を
と
る
子

は
、
一
、
二
名
と
な
る
。

こ
こ
で
解
説
を
す
る
。

「
そ
」
は
、
本
来
は
一
画
で
す
が
、

二
画
で
書
い
て
あ
り
ま
す
。
「
そ
っ

く
り
そ
の
ま
ま
」
と
書
い
て
あ
り
ま

す
か
ら
、
二
画
で
書
か
な
い
と
二
○

点
減
点
と
な
り
ま
す
。
他
に
も
あ
と

四
箇
所
意
図
的
に
書
い
て
あ
り
ま

す
。再

度
、
プ
リ
ン
ト
を
配
付
し
挑
戦

さ
せ
る
。
教
室
が
一
瞬
に
し
て
緊
張

に
包
ま
れ
る
。

二

五
十
音
図
を
二
つ
に
分
け
る

言
葉
を
正
確
に
読
み
、
書
く
こ
と

の
重
要
性
に
気
づ
き
始
め
た
子
供
達

に
五
十
音
図
を
ノ
ー
ト
に
書
か
せ

る
。
教
師
は
板
書
し
、
次
の
よ
う
に

発
問
す
る
。

発
問

五
十
音
図
を
二
つ
に
分
け
る

と
す
る
と
ど
こ
で
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
か
。
あ
な
た

の
考
え
を
書
き
な
さ
い
。

正
解
は
一
つ
で
は
な
い
。
「
納
得

解
」
を
作
ら
せ
る
。
根
拠
が
あ
れ
ば

よ
い
。
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

説
明

国
語
の
授
業
で
は
正
解
が
一

つ
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
「
あ
な
た
の
考
え
」
と

問
わ
れ
た
時
は
、
自
分
で
答

え
を
作
り
出
し
ま
す
。

全
国
学
テ
で
「
あ
な
た
な
ら
問
題
」

が
小
学
校
で
も
出
題
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
意
味
を
教
え
る
。

三

俳
句
で
分
析
批
評

小
林
一
茶
の
有
名
な
俳
句
「
雀
の

子

そ
こ
の
け
そ
こ
の
け

御
馬
が

通
る
」
を
板
書
す
る
。
三
回
ほ
ど
読

ま
せ
て
次
の
発
問
を
す
る
。

発
問

ど
こ
か
ら
見
て
詠
ま
れ
た
俳

句
で
す
か
。
言
葉
を
根
拠
に

記
号
と
理
由
を
書
き
ま
す
。

ま
ず
、
記
号
を
ノ
ー
ト
に
書
か
せ

挙
手
さ
せ
て
分
布
を
板
書
す
る
。

次
に
、
言
葉
を
根
拠
に
理
由
を
考

え
さ
せ
る
。
近
く
の
子
と
相
談
し
て

も
よ
い
こ
と
に
す
る
。

そ
し
て
、
絶
対
に
間
違
い
だ
と
思

う
も
の
を
一
つ
選
ば
せ
理
由
を
書
か

せ
る
。
簡
単
な
討
論
と
な
る
。
Ａ
、

Ｂ
が
指
摘
さ
れ
る
。

最
後
に
、
解
釈
を
問
う
発
問
を
す

る
。

発
問

こ
の
俳
句
が
動
物
の
馬
で
な

い
と
す
れ
ば
他
に
何
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
か
。

自
由
に
発
表
さ
せ
る
。
大
人
の
想

像
以
上
に
様
々
な
考
え
が
出
さ
れ

る
。
笑
い
が
起
き
る
。
そ
し
て
、
次

の
画
像
を
提
示
す
る
。
ど
よ
め
き
が

起
き
る
。

[４ 14 字× 24 行× 4 段（タイトル 15 行を含む）]
教育トークライン原稿 ４月号 P.○

　

ま
ず
、
記
号
を
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
、

挙
手
さ
せ
て
分
布
を
板
書
す
る
。

　

次
に
、
言
葉
を
根
拠
に
理
由
を
考

え
さ
せ
る
。
近
く
の
子
と
相
談
し
て

も
よ
い
こ
と
に
す
る
。

　

そ
し
て
、
絶
対
に
間
違
い
だ
と
思

う
も
の
を
一
つ
選
ば
せ
理
由
を
書
か

せ
る
。
簡
単
な
討
論
と
な
る
。
Ａ
、

Ｂ
が
指
摘
さ
れ
る
。

採
点
す
る
と
よ
い
。
一
〇
〇
点
を
と

る
子
は
、
一
、
二
名
と
な
る
。

　

こ
こ
で
解
説
を
す
る
。

説
明
「
そ
」
は
、
本
来
は
一
画
で
す

が
、
二
画
で
書
い
て
あ
り
ま
す
。

「
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
」
と
書
い

て
あ
り
ま
す
か
ら
、
二
画
で
書
か

な
い
と
二
〇
点
減
点
と
な
り
ま

す
。
他
に
も
あ
と
四
箇
所
意
図
的

に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　
　

　

再
度
、
プ
リ
ン
ト
を
配
付
し
挑
戦

さ
せ
る
。
教
室
が
一
瞬
に
し
て
緊
張

に
包
ま
れ
る
。

五
十
音
図
を
二
つ
に
分
け
る

　

言
葉
を
正
確
に
読
み
、
書
く
こ
と

の
重
要
性
に
気
付
き
始
め
た
子
供
た

ち
に
、
五
十
音
図
を
ノ
ー
ト
に
書
か

せ
る
。
教
師
は
板
書
し
、
次
の
よ
う

に
発
問
す
る
。

発
問
五
十
音
図
を
二
つ
に
分
け
る

３
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「時系列」を同期し「同じところ」
「違うところ」から分析させる
教材文を１枚で一覧し、視点、モ
チーフ、クライマックスを検討さ
せる展開例。

6年

「
行
こ
っ
か
。」

「
う
ん
。」

　

他
は
全
部
異
な
る
。

発
問
１

律
と
周
也

の
会
話
で
、
全
く

同
じ
に
書
か
れ
て

い
る
と
こ
ろ
は
ど

こ
で
す
か
。
四
角

で
囲
み
、
線
で
結

び
な
さ
い
。
で
き

た
ら
持
っ
て
き
な

さ
い
。

　

教
師
は
プ
リ
ン
ト
を
み

て
「
合
格
」「
違
い
ま
す
」

の
み
告
げ
れ
ば
よ
い
。
一

〇
名
ほ
ど
見
た
ら
、
全
体

で
確
認
す
る
。

　

全
く
同
じ
と
こ
ろ
は
、

一
箇
所
し
か
な
い
。
物
語

終
盤
の
セ
リ
フ
で
あ
る
。

展
開

　

ま
ず
、
教
科
書
を
音
読
す
る

（
略
）。
次
に
、
先
程
の
一
覧
プ
リ
ン

ト
を
配
付
す
る
。

３

準
備

　

教
材
文
を
一
覧
で
き
る
プ
リ
ン
ト

を
用
意
す
る
（
下
図
参
照
）。

〈
プ
リ
ン
ト
の
作
り
方
〉

①　

教
科
書
を
コ
ピ
ー
す
る
。

②　

律
視
点
を
上
段
に
貼
る
。

③　

周
也
視
点
を
下
段
に
貼
る
。

④　

行
間
な
ど
を
調
整
し
、
上

段
と
下
段
の
時
間
を
同
じ
に

揃
え
る
。

　

紙
で
つ
く
っ
て
も
よ
い
し
、
Ｐ
Ｃ

で
つ
く
っ
て
児
童
の
G
I
G
A
端
末

に
配
信
す
る
方
法
で
も
よ
い
。

１

前
提

　

児
童
が
「
話
者
」
と
「
視
点
」
を

習
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。

　

習
っ
て
い
な
け
れ
ば
教
え
る
。

　

次
の
よ
う
な
、
ご
く
簡
単
な
こ
と

で
よ
い
。

①　
「
大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
」

は
三
人
称
視
点
（
話
者
が
登

場
人
物
を
外
か
ら
見
て
い
る
）

②　
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
は

一
人
称
視
点
（
話
者
が
登
場

人
物
の
猫
の
視
点
か
ら
見
て

い
る
）

２

Japanese
国語

玉川大学教職大学院教授

谷
たに

和
かず

樹
き

藤
ふじ

橋
はし

研
けん

東京都福生市立福生第六小学校

光村図書・６年・Ｐ17-29
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ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
分
析
も
い
ろ

い
ろ
あ
っ
て
よ
い
。
要
は
モ
チ
ー
フ

（
繰
り
返
さ
れ
る
出
来
事
・
事
件
な

ど
）
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
そ
れ

が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
と
い

う
こ
と
だ
。

　

児
童
に
自
由
に
分
析
さ
せ
、
ノ
ー

ト
に
書
か
せ
、
グ
ル
ー
プ
で
相
談
さ

せ
、
討
論
し
、
終
了
す
る
。

　

あ
く
ま
で
も
私
の
教
材
解
釈
だ
が
、

冒
頭
の
会
話
の
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

視
点
で
「
回
想
シ
ー
ン
」
と
「
心
情

描
写
」
と
が
、
全
く
同
じ
タ
イ
ミ
ン

グ
で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
間
、
一

貫
し
て
会
話
は
存
在
し
な
い
。
つ
ま

り
、
モ
チ
ー
フ
は
い
わ
ば
「
き
ま
ず

い
沈
黙
」
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
の
沈
黙
を
「
律

の
側
」
か
ら
自
発
的
に
破
り
、
話
し

か
け
た
と
こ
ろ
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

だ
と
い
う
分
析
も
で
き
る
。

　

分
か
り
や
す
い
教
材
で
あ
り
、
楽

し
い
授
業
展
開
に
な
り
そ
う
だ
。

入
が
あ
る
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
冒
頭
、
律
に
周

也
が
話
し
か
け
る
場
面
で
あ
る
。

【
律
視
点
】

「
あ
あ
、
腹
へ
っ
た
。
今
日
の

夕
飯
、
何
か
な
あ
。
あ
し
た
の

給
食
、
何
か
な
あ
。」

「
な
、
律
。
昨
日
の
野
球
、
見

た
か
。」

「
夏
休
み
ま
で
、あ
と
何
日
だ
っ

た
っ
け
。」

【
周
也
視
点
】

「
こ
の
前
、
給
食
で
プ
リ
ン
が

出
て
か
ら
、
も
う
ず
い
ぶ
ん
た

つ
よ
な
。」

「
む
し
歯
が
自
然
に
治
れ
ば
な

あ
。」

「
山
田
ん
ち
の
姉
ち
ゃ
ん
、
一

輪
車
が
得
意
な
の
、
知
っ
て
た

か
。」

　

す
べ
て
の
台
詞
が
全
く
違
っ
て
い

る
。
律
も
周
也
も
会
話
に
集
中
で
き

て
い
な
い
。
記
憶
が
曖
昧
で
あ
る
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
は
教
師
が
教
え
る
の

で
は
な
い
。
子
供
た
ち
に
相
談
さ
せ
、

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
、
発
表
さ
せ
な
が

ら
進
め
た
い
。

指
示
１

違
う
と
こ
ろ
を
発

表
し
な
さ
い
。

指
示
２

そ
れ
ぞ
れ
同
じ
瞬

間
の
同
じ
会
話
を
思
い
出
し

て
い
る
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ

表
現
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

意
見
を
言
っ
て
ご
ら
ん
な
さ

い
。

　

児
童
の
意
見
に
よ
っ
て
は
、
討
論

に
な
る
だ
ろ
う
。

　

律
と
周
也
の
そ
の
時
の
心
情
が
、

表
現
の
違
い
に
投
影
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。

発
問
３

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

は
ど
こ
で
す
か
。

発
問
２　

律
と
周
也
の
会
話

で
、
違
う
と
こ
ろ
は
ど
こ
で

す
か
。
赤
で
囲
み
、
線
で
結

び
な
さ
い
。

　

隣
の
人
と（
あ
る
い
は
班
で
）

相
談
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

三
箇
所
あ
る
。

　

第
一
に
、

「
ぼ
く
、
晴
れ
が
好
き
だ
け
ど
、

た
ま
に
は
、
雨
も
好
き
だ
。
ほ

ん
と
に
両
方
、
好
き
な
ん
だ
。」

　

同
じ
よ
う
に
見
え
る
が
、
律
視
点

で
は
、
セ
リ
フ
の
途
中
に
地
の
文
で

心
情
描
写
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

　

周
也
視
点
で
は
、
こ
の
台
詞
が
一

気
に
聞
こ
え
て
い
る
。

　

第
二
に
、

「
う
お
っ
。」

「
何
こ
れ
。」

　

逆
に
周
也
視
点
に
心
情
描
写
の
挿

動画
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G
oogle

ク
ラ
ス
ル
ー
ム

「
消
防
の
お
し
ご
と
」
を
始
め

な
さ
い
。

年
度
途
中
に
は
、
こ
の
指
示
で
単

元
ま
る
ご
と
授
業
で
き
る
こ
と
を
目

指
す
。
い
き
な
り
は
無
理
だ
。
一
学

期
中
に
、
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
で
非
同
期

型
の
単
元
を
一
つ
組
む
。

上
は
、
試
験
的
に
作
っ
た
「
消
防

単
元
一
〇
時
間
」
で
あ
る
。

Google

ア
カ
ウ
ン

ト
を
お
持
ち
の
方
は
、

上
の
ク
ラ
ス
コ
ー
ド

で
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
に

入
り
「
授
業
」
を
開

い
て
ほ
し
い
（
一
番

右
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
「
Ｏオ
ー

」）。
前
述
し

た
画
面
が
出
る
は
ず
だ
（
試
験
な
の

で
提
出
し
て
も
コ
メ
ン
ト
は
あ
り
ま

せ
ん
）。

ま
ず
は
一
斉
授
業
で
行
う
。「
一

時
に
一
事
で
指
示
を
出
す
」「
画
面

を
提
示
し
真
似
さ
せ
る
」「
確
認
す

る
」
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

①

Google

ク
ラ
ス
ル
ー
ム
を

開
け
な
さ
い
。

②　
「
社
会
」
を
開
き
ま
す
。

③　

上
「
授
業
」
を
開
き
ま
す
。

④　
「
消
防
の
お
し
ご
と
」
全

部
で
一
〇
時
間
の
お
勉
強
で

す
。

⑤　

一
時
間
目
を
開
き
な
さ
い
。

こ
れ
ら
の
指
示
を
「
お
隣
と
確
認

し
な
さ
い
」「「
分
か
ら
な
い
人
、
お

隣
の
人
と
協
力
し
て
」「
席
を
離
れ

て
教
え
合
っ
て
」
と
確
認
し
な
が
ら

行
っ
て
い
く
。

単
元
の
第
一
時
は
写
真
や
イ
ラ
ス

ト
の
読
み
取
り
か
ら
始
め
る
。

Google

フ
ォ
ー
ム
を
開
い
て
、

火
災
現
場
の
写
真
を
見
て
分

か
っ
た
こ
と
、
気
付
い
た
こ
と
、

思
っ
た
こ
と
を
、
で
き
る
だ
け

た
く
さ
ん
箇
条
書
き
に
し
て
、

送
信
し
な
さ
い
。写

真
は
P
D
F
で

添
付
す
る
。
拡
大
で

き
、
細
か
い
部
分
ま

で
注
目
で
き
る
。
右

の
指
示
を
読
み
、

フ
ォ
ー
ム
を
開
か
せ

る
。
フ
ォ
ー
ム
の
指

示
を
読
み
、
添
付
写

真
を
前
で
拡
大
し
、

や
り
方
を
見
せ
る
。

送
信
ま
で
一
時
に
一
事
で
進
め
る
。

社会

今年度、学期に１度
は非同期型で単元
を組んでみよう
Googleクラスルームを使っ
た単元構成。拡大して見や
すい写真の読み取りからス
タート（例：消防）。

兵庫県丹波篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

雅
まさ

樹
き

小学校３年

基礎・基本

Social studies
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ど
の
単
元
で
も
使
え
る
「
調
べ
学

習
マ
ス
タ
ー
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

検
索
マ
ス
タ
ー
」
も
ジ
ャ
ム
ボ
ー
ド

で
掲
載
し
て
い
る
。

印
刷
し
て
紙

で
も
使
え
る
よ

う
P
D
F
も
上

記
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
。
よ
か
っ
た
ら
、
お

使
い
く
だ
さ
い
。

生
ま
れ
る
。
課
題
を
書
き
込
み
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
も
な
る
。
ジ
ャ
ム

ボ
ー
ド
も
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
に
は
掲
載

し
て
い
る
。

あ
と
は
、
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
に
沿
っ

て
進
め
て
い
く
だ
け
で
い
い
。「
調

べ
学
習
↓
課
題
の
結
論
↓
未
来
の
○

○
・
今
後
や
り
た
い
こ
と
」
と
学
習

は
進
ん
で
い
く
。

非
同
期
の
前
に
、
一
斉
授
業
で
写

真
読
み
取
り
に
慣
れ
て
お
く
こ
と
が

前
提
と
な
る
。
リ
ア
ル
で
子
供
が
意

見
を
板
書
し
て
い
た
も
の
が
、
ス
プ

レ
ッ
ド
シ
ー
ト
に
反
映
さ
れ
る
。

反
論
や
、
さ
ら
に
反
論
を

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
に
書
き
込

み
な
さ
い
。

こ
う
指
示
す
る
だ
け
で
、
画
面
上

で
討
論
に
な
る
。
リ
ア
ル
な
場
面
で

は
様
々
な
理
由
で
発
表
し
に
く
い
子

供
も
い
る
。
人
前
で
話
す
の
が
苦
手

な
子
も
い
れ
ば
、
ク
ラ
ス
の
人
間
関

係
が
原
因
の
こ
と
も
あ
ろ
う
。

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
な
ら
、
こ
れ

ら
を
全
て
克
服

で
き
る
。「
反

論
」「
さ
ら
に

反
論
」
そ
れ
で

足
り
な
い
場
合

は
、
右
に
次
々

書
き
足
し
て
い

け
ば
、
自
然
に

討
論
に
な
る
。

誰
が
書
い
た
か

も
分
か
ら
な
い

の
で
、
忖
度
や

バ
イ
ア
ス
が
か

か
ら
な
い
。

討
論
す
る
と

新
た
な
課
題
が

社会
Social studies

スプレッドシート
でクラウド討論
発表しにくい子も気を遣わ
ずに討論できる＆どの単元
でも使える調べ学習ルーブ
リック（例：消防）。

兵庫県丹波篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

雅
まさ

樹
き

小学校３年

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び
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③
　
イ
ラ
ス
ト
以
外
の
場
面
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
る

　
「『
あ
り
が
と
う
』
を
言
う
人
は
、

こ
の
四
人
だ
け
で
よ
い
」
と
考
え
る

子
が
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
で
、

教
科
書
の
四
例
以
外
の
場
面
に
つ
い

て
も
考
え
さ
せ
て
お
く
。

発
問
３  

「
あ
り
が
と
う
」
を
言
う

の
は
、こ
の
四
人
だ
け
で
い
い
よ
ね
。

　

子
供
た
ち
か
ら
は
、「
ち
が
ー
う
！
」

と
い
う
声
が
上
が
る
。

発
問
４  

じ
ゃ
あ
、
こ
の
四
人
の
他

に
、「
誰
に
」「
何
を
し
て
く
れ
て
」

あ
り
が
と
う
、
を
言
う
と
い
い
と

思
う
？

◇
お
母
さ
ん
に
、
ご
飯
を
作
っ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。

　

次
々
に
発
表
さ
せ
る
。
ど
の
意
見

も
認
め
て
褒
め
れ
ば
よ
い
。

指
示
１  

お
隣
の
人
と
、「
○
○
を

し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
言

う
練
習
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

隣
の
人
と
の
練
習
が
終
わ
っ
た
ら
、

班
で
練
習
さ
せ
る
。

て
、
い
っ
ぱ
い
発
表
し
た
い
。
だ
か

ら
、
た
く
さ
ん
お
話
し
で
き
て
、
意

見
が
出
る
よ
う
な
発
問
を
用
意
す
る
。

発
問
１  

い
ろ
ん
な
絵
が
あ
る
ね
。

何
が
描
い
て
あ
る
か
な
。
お
隣
さ

ん
に
お
話
し
し
て
ご
ら
ん
。

◇
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
る
。

◇
ボ
ー
ル
を
拾
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

三
分
程
度
お
話
し
を
さ
せ
た
ら
、

全
体
の
場
で
発
表
さ
せ
る
。

　

ど
の
意
見
も
、
認
め
て
褒
め
る
。

②
　「
主
題
」
に
つ
い
て
問
う

　

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、「
い
ろ
ん
な
人

に
『
あ
り
が
と
う
』
を
伝
え
よ
う
」

が
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
、「
あ
り
が
と
う
」
に
つ

い
て
扱
う
必
要
が
あ
る
。

発
問
２  

「
誰
に
」「
何
を
し
て
く
れ

て
」
あ
り
が
と
う
、
を
言
え
ば
い

い
の
か
な
。

◇
交
通
の
お
じ
さ
ん
に
、
見
守
っ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

◇
保
健
の
先
生
に
、
け
が
を
治
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

　

一
年
生
の
四
月
の
道
徳
教
科
書
に

は
、
他
の
学
年
に
は
な
い
特
徴
が
あ

る
。
そ
れ
は
、

文
字
の
な
い
イ
ラ
ス
ト
教
材

で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

こ
の
イ
ラ
ス
ト
教
材
を
ど
う
扱
う

か
で
、
子
供
た
ち
が
道
徳
を
好
き
に

な
る
か
ど
う
か
が
決
ま
る
。

　

多
く
の
ペ
ー
ジ
は
、
次
の
流
れ
で

授
業
可
能
で
あ
る
。

①　

イ
ラ
ス
ト
に
つ
い
て
、
た
く
さ

ん
お
話
し
さ
せ
る

１
「
イ
ラ
ス
ト
教
材
」
の
扱
い
方

②　
「
主
題
」
に
つ
い
て
問
う

③　

イ
ラ
ス
ト
以
外
の
場
面
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
る

〈
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
の
イ
メ
ー
ジ
〉

①
　
イ
ラ
ス
ト
に
つ
い
て
、
た
く
さ

ん
お
話
し
さ
せ
る

　

一
年
生
は
、
い
っ
ぱ
い
お
話
し
し

２
「
あ
り
が
と
う
」の
授
業
プ
ラ
ン

１年最初の
「イラスト教材」を
こう授業する！
たくさん発表させて、すべ
ての意見を認めることで、
１年生が道徳の勉強を大好
きになる！

1年道徳

兵庫県洲本市立安乎小学校

堀
ほり

田
た

和
かず

秀
ひで

日本文教出版・１年
P12-13

「ありがとう」

 ※ 教科書をもとに図版を
作成。



新

43   2023. 4

　学習指導要領対応　道徳・英語・オンラインの授業実践

　東京書籍のNEW HORIZON Elementary で
は、５・６年生共に４月に以下のダイアロー
グがある。「What 〇〇 do you like? / Ｉ like 
△△.」これらを教える際に、とても役立つの
が教育技術研究所の「Let’s Try! 準拠」英単
語フラッシュカードである。このカードが高
学年でも使いやすい理由がある。それは、大
枠を示すカードが入っていることである。例
えば、「pizza」や「steak」などの単語カード
の他に、「food」というカードがあるのである。
大きな枠を示したカードがあることで、What 
〇〇 do you like?というフレーズの意味がよ
り分かりやすくなる。

１　単語練習（５枚程英単語カードを使う）
Ｔ : Everyone, repeat.
Ｔ : pizza　Ｃ : pizza　Ｔ : pizza　Ｃ : pizza
　上記のように、他のカードも２回ずつリ
ピートさせる。この後、１回ずつリピート
させたり、子供だけに言わせたりしてもよい。
２　状況設定付きダイアローグ口頭練習
①状況設定
Ｔ : These are（５枚のカードを見せながら）
Ｔ : food.（foodのカードを示す）
Ｔ : Aoki sensei, Ｉ like pizza!
Ｔ : Everyone, What food do you like?
Ｔ : You, stand up. What food do you like?
　Ｃ : Ｉ like steak.　Ｔ : Very good!
　数人当てて、状況を理解させる。
②答え方の練習
Ｔ : Ｉ like pizza.　Ｃ : Ｉ like pizza.
Ｔ : Ｉ like steak.　Ｃ : Ｉ like steak.
Ｔ : Ｉ like salad.　Ｃ : Ｉ like salad.
　この後、列指名をして、答えさせてもよい。
③尋ね方の練習
Ｔ : What　Ｃ : What　Ｔ : food　Ｃ : food
Ｔ : do you like?　Ｃ : do you like? 
Ｔ : What food do you like?
Ｃ : What food do you like? 

　この後、教師に対して尋ねさせたり、数
名を指名して全員で尋ねさせたりする。
３　アクティビティ
　３人と会話をさせる。

　２・３時間目には「会話をつなげる」こと
を意識させたい。相手が「Ｉ like steak.」と
答えた場合、教師が「What steak do you 
like?　Beef steak?　Pork steak?　Chicken 
steak?」とヒントを出しながら問いかける。
子供に会話のつなげ方を理解させる。
　２文のダイアローグだけで終わるのではな
く、「会話をつなげる」ことを習慣化してい
くことで、英語での会話をより楽しむことが
できるようになる。
　裏面の文字入りカードの使い方は、教育技
術研究所のホームページに解説が示されてい
る。ぜひご一読いただけたらと思う。読み・
書きが必要な高学年にピッタリの教材である。

４月のダイアローグ
教育技術研究所の「Let's Try! 
準拠」英単語フラッシュカー
ドは、大枠を示すカードがあ
り、裏面に文字が入っており、
高学年でも大活躍の教材であ
る。

愛知県名古屋市立東桜小学校

青
あお

木
き

 翔
しょう

平
へい

東京書籍

5・6年英語

「Let’s Try! 準拠」英単語フ
ラッシュカードはこちらから
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Google Classroom
使いこなしスキル
①
Google classroomを日常
的に活用することは「協働
的な学び」「個別最適な学
び」実現への近道だ。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

鍾
じょん

萬
まん

⑤　

そ
の
他

　

一
人
一
台
端
末
と
セ
ッ
ト
で
各
自

治
体
や
学
校
ご
と
に
導
入
さ
れ
て
い

る
。
代
表
的
な
Ｌ
Ｍ
Ｓ
に
は
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。

①　

O
ffice

365

②

Google
W
orkspace

for
Education

③　

ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト

④　

ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ

⑤　

Classi

⑥　

M
icrosoftT

eam
s

　

こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
全
て
「
ク
ラ
ウ
ド

別
最
適
な
学
び
」
を
授
業
で
取
り
入

れ
や
す
く
な
る
。

　

た
く
さ
ん
あ
る
ア
プ
リ
の
中
で
Ｌ

Ｍ
Ｓ
と
し
て
中
心
的
な
役
割
を
は
た

す
の
は
「Google

Classroom

」
だ
。

ス
キ
ル
①　

テ
ス
ト
用
（
練
習

用
）C

lassroom

を
作
る

Classroom

は
無
料
で
誰
で

も
作
れ
る
。
い

き
な
り
教
室
で

使
う
の
が
不
安

な
方
や
、
使
い
方
を
研
究
し
て
実
践

し
た
い
と
い
う
方
に
お
ス
ス
メ
の
方

法
で
あ
る
。
子
供
た
ち
に
は
参
加
さ

せ
ず
に
作
り
、
い
ろ
い
ろ
な
機
能
を

試
す
こ
と
が
で
き
る
。
学
年
団
や

サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
だ
け
を
登
録
し

て
「
模
擬
体
験
」
す
る
と
い
い
。
実

際
に
使
う
と
き
の
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
を
描
き
、
経
験
を
蓄
積
で
き
る
。

作
り
方
の
動
画
は
デ
ジ
タ
ル
ト
ー
ク

ラ
イ
ン
へ
。http://talkline.tos-

land.net/

サ
ー
ビ
ス
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
さ
え
接
続
す
れ

ば
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で

も
使
え
る
。
必
要
な
時
に
、
必
要
な

情
報
に
、
自
由
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

　

中
で
も
世
界
シ
ェ
ア
、
日
本
国

シ
ェ
ア
と
も
に
高
い
の
は
「Google

W
orkspace

for
Education

」
だ
。

　

本
稿
で
は
「Google

W
orkspace

for
Education

」
の
便
利
な
使
い
方

を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

「G
oogle

W
orkspace

for
Education

」
に
は
様
々
な
ク
ラ
ウ

ド
ア
プ
リ
が
含
ま
れ
て
い
る
。

①　

Google

ド
ラ
イ
ブ

②　

Google

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

③　

Google

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト

④　

Google

ス
ラ
イ
ド

⑤　

Gm
ail

⑥　

Google

カ
レ
ン
ダ
ー

⑦　

Google
M
eet

⑧　
Google

Classroom
　

こ
れ
ら
の
ア
プ
リ
を
う
ま
く
活
用

す
れ
ば
「
協
働
的
な
学
び
」
や
「
個

　

一
人
一
台
端
末
を
活
用
し
た
授
業

に
欠
か
せ
な
い
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。

Ｌ
Ｍ
Ｓ
（
学
習
管
理
シ
ス
テ
ム

Learning
M
anagem

ent
S
ystem

）

　

例
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き

る
総
合
的
な
シ
ス
テ
ム
だ
。

①　

子
供
た
ち
の
ア
カ
ウ
ン
ト
情

報
を
管
理
す
る

②　

学
習
教
材
を
配
付
す
る

③　

学
習
状
況
や
成
績
を
管
理
す

る
④　

教
師
と
子
供
た
ち
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

のワザワザ12

オンライン・
ハイブリッド授業で使える

学びのプラットフォーム活用編
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み
ら
い
社
）
か
ら
、「
Ａ
問
い
を
見

つ
け
る
」「
Ｂ
情
報
を
集
め
る
」「
Ｃ

情
報
を
整
理
す
る
」「
Ｄ
表
現
す
る
」

「
Ｅ
新
し
い
問
い
を
見
つ
け
る
」
の

項
目
を
ス
ラ
イ
ド
に
プ
ロ
ッ
ト

（
デ
ー
タ
を
入
れ
込
む
）
し
た
。
ま

た
流
れ
が
分
か
る
よ
う
矢
印
な
ど
を

付
加
し
た
。た
だ
し
、ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
は
順
番
を
固
定
す
る
も
の
で
は
な

い
。
例
え
ば
情
報
を
集
め
な
が
ら
、

問
い
を
見
付
け
る
こ
と
も
あ
り
得
る

か
ら
だ
。
次
号
か
ら
、こ
の
「
整
理
」

を
基
に
実
践
を
発
表
し
て
い
く
。

る
。Y

ouT
ube

で
公
開
さ
れ
て
い

る
講
演
で
用
い
ら
れ
た
ス
ラ
イ
ド
だ
。

堀
田
龍
也
先
生
講
演 

in 

京
都
市

立
一
橋
小
学
校
（
二
〇
一
三
年
）

https://youtu.be/7-uqjp9lJU
4

　

全
体
像
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
計
画
を

立
て
る
際
に
と
て
も
役
立
つ
。

３　

谷
和
樹
氏
の
学
び
方
系
統
表

　

さ
ら
に
計
画
的
か
つ
タ
イ
ム
リ
ー

に
指
導
す
る
た
め
、
谷
和
樹
氏
の
情

報
処
理
の
学
び
方
技
能
の
実
践

（『
社
会
科
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
授
業
づ
く
り
入
門
』
学
芸

１　

情
報
活
用
能
力
と
は

 

『
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引

き
』（
文
部
科
学
省　

二
〇
二
〇
年
）

に
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。

 

「
情
報
活
用
能
力
」
は
、
世
の
中
の

様
々
な
事
象
を
情
報
と
そ
の
結
び
付

き
と
し
て
捉
え
、
情
報
及
び
情
報
技

術
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
て
、

問
題
を
発
見
・
解
決
し
た
り
自
分
の

考
え
を
形
成
し
た
り
し
て
い
く
た
め

に
必
要
な
資
質
・
能
力
で
あ
る
。
よ

り
具
体
的
に
捉
え
れ
ば
、
学
習
活
動

に
お
い
て
必
要
に
応
じ
て
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
等
の
情
報
手
段
を
適
切
に

用
い
て
情
報
を
得
た
り
、
情
報
を
整

理
・ 

比
較
し
た
り
、
得
ら
れ
た
情

報
を
分
か
り
や
す
く
発
信
・
伝
達
し

た
り
、
必
要
に
応
じ
て
保
存
・
共
有

し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
が
で
き
る
力

で
あ
り
、
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
学

習
活
動
を
遂
行
す
る
上
で
必
要
と
な

る
情
報
手
段
の
基
本
的
な
操
作
の
習

得
や
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
、

情
報
モ
ラ
ル
等
に
関
す
る
資
質
・
能

力
等
も
含
む
も
の
で
あ
る
。

２　

堀
田
龍
也
氏
の
ス
ラ
イ
ド

　

堀
田
龍
也
氏
（
東
北
大
学
大
学
院

情
報
科
学
研
究
科
教
授
）
は
先
の
定

義
を
分
か
り
や
す
く
視
覚
化
し
て
い

本連載を始めるにあたっ
て、情報活用能力を視覚
的に整理し、情報活用能
力の育成に「どの部分」で
取り組んでいるのか示す。

情報活用能力の
視覚的整理

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

 直
なお

大
ひろ

　学習指導要領対応　道徳・英語・オンラインの授業実践

情報活用能力を伸ばす指導法

新時代の
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数 学

強制せずに自発的
に取り組ませる
飛び込み中２では、中１で
の指導があるため、それ
までの指導との違いに戸
惑う生徒が多い。ノート指
導も同様である。強制せ
ず、子供の様子を確認し
ながら、楽しく・明るくノー
トのかき方を教えていく。

富山県富山市立月岡中学校

大
おお

森
もり

雄
ゆう

一
いち

ニ
ュ
ー
ト
ン
も
、
た
く
さ
ん
間

違
え
て
成
長
し
た
ん
だ
よ
。

　

中
二
に
は
、
趣
意
説
明
は
、
よ
り

効
果
的
で
あ
る
。

　

⑶
で
は
、
分
数
の
か
き
方
を
教
え
、

⑷
、
⑸
は
自
分
で
か
か
せ
、
ノ
ー
ト

を
持
っ
て
こ
さ
せ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
基
本
は
×
を
付
け
ず
、

様
子
を
見
る
。
極
端
に
×
を
嫌
が
る

生
徒
も
い
る
か
ら
だ
。
自
分
で
×
を

付
け
た
り
、
間
違
え
た
後
に
も
う
一

度
持
っ
て
き
た
生
徒
を
認
め
て
い
く
。

最
後
に
点
数
の
確
認
を
す
る
。

教
師
：
◯
は
20
点
、
×
は
？

生
徒
：
40
点
！

　

そ
の
後
、
楽
し
く
点
数
を
確
認
す

る
。
や
ら

さ
れ
感
を

で
き
る
だ

け
少
な
く

し
、
明
る

く
指
導
し

て
い
く
。

教
師
：
ペ
ー
ジ
数
の
下
、
定
規
で
赤
。

「
オ
シ
ャ
レ
」
に
ひ
き
ま
す
。

　

明
る
く
、
楽
し
く
行
う
。
机
間
巡

視
し
、
状
況
を
確
認
す
る
。

教
師
：
半
マ
ス
空
け
て
、
半
マ
ス
に

ノ
。
か
け
た
？　

い
い
ね
！　

美

し
い
。
ノ
、
ー
、
ト
、
の
。

　

一
文
字
か
ら
二
文
字
ず
つ
、
目
視

で
確
認
し
、
褒
め
て
い
く
。

教
師
：
か
、
き
、
方
。
同
じ
よ
う
に

か
け
た
？　

隣
の
人
と
確
認
し
て

ご
ら
ん
。

　

⑴
を
終
え
、
次
に
移
る
。

教
師
：
か
っ
こ
、
２
、
か
っ
こ
と
じ

る
。
半
マ
ス
空
け
て
、
１
×
ｙ
＝

１
ｙ
、
こ
れ
は
？

生
徒
：
違
い
ま
す
。

教
師
：
そ
う
。
だ
か
ら
、
消
し
ゴ
ム

で
消
さ
ず
に
×
を
付
け
ま
す
。
今

日
は
◯
１
つ
で
20
点
。
×
は
…
40

点
！

　

間
違
え
る
の
が
恥
ず
か
し

い
っ
て
思
う
よ
う
な
教
室
っ
て
、

嫌
で
し
ょ
。
エ
ジ
ソ
ン
も

１
反
発
さ
れ
た
ノ
ー
ト
指
導

　

数
年
前
、
飛
び
込
み
の
中
二
を
担

当
し
、
一
時
間
目
に
ノ
ー
ト
の
か
き

方
を
指
導
し
た
。

「
何
で
、
か
き
方
を
強
制
さ
れ
な

き
ゃ
い
け
な
い
ん
で
す
か
」

　

強
制
さ
れ
た
こ
と
に
反
発
す
る
生

徒
の
意
見
だ
っ
た
。

　

向
山
洋
一
氏
は
、

　

不
適
応
は
子
供
が
悪
い
の
で

は
な
く
、「
一
つ
の
方
法
」
を

強
い
る
と
こ
ろ
に
無
理
が
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
の
ノ
ー
ト
指
導
は
、「
強

い
る
」
の
で
は
な
く
「
促
す
」
こ
と

に
重
点
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
。

２
楽
し
く
詰
め
る
ノ
ー
ト
指
導

　

飛
び
込
み
の
中
二
、
四
月
の
最
初

の
授
業
で
、
教
科
書
の
確
認
、
年
間

の
流
れ
の
確
認
を
終
え
た
後
、
ノ
ー

ト
指
導
を
行
う
。
ノ
ー
ト
は
、
Ｍ
Ｙ

ノ
ー
ト
を
使
用
す
る
。

教
師
：
半
マ
ス
に
、
４
。
そ
う
そ
う
。

半
マ
ス
、
ス
ラ
ッ
シ
ュ
。
１
、
０
。

よ
し
。

　

一
文
字
ず
つ
、
か
け
て
い
る
か
ど

う
か
を
、
目
視
で
確
認
す
る
。

教
師
：
半
マ
ス
空
け
る
と
「
か
っ
こ

い
い
」。
次
、
Ｐ
、
９
。

授 業 実 践
中 学 校 の
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が
驚
く
。

　

通
常
で
あ
れ
ば
、
振
り
返
り
や
意

気
込
み
を
書
か
せ
て
終
了
で
あ
る
が
、

千
円
、
五
千
円
も
磁
石
に
つ
く
こ
と

を
確
認
し
、
以
下
の
発
問
を
す
る
。

二
千
円
札
は
磁
石
に
く
っ
つ
く

か
？

　

同
様
の
流
れ
で
予
想
を
立
て
さ
せ
、

実
験
を
進
め
る
。
二
千
円
札
は
磁
石

に
反
応
す
る
。
さ
ら
に
、

約
五
〇
年
前
使
用
の
五
百
円
札
、

約
八
〇
年
前
使
用
の
五
〇
銭
札
、

磁
石
に
く
っ
つ
く
か
？　

磁
気
イ

ン
ク
が
い

つ
か
ら
使

わ
れ
て
い

る
か
？　

に
注
目
さ
せ
、
そ
の
理
由

を
予
想
さ
せ
る
。
偽
造
防
止
や
紙
幣

を
判
断
す
る
た
め
等
の
意
見
が
出
た
。

「
科
学
技
術
の
発
展
が
日
常
生
活
を

支
え
る
」
と
伝
え
て
、
中
学
理
科
の

授
業
開
き
と
す
る
。

に
お
い
て
、
実
験
ま
で
の
組
立
て
に

よ
り
、
子
供
た
ち
が
考
え
ざ
る
を
得

な
い
状
況
と
し
て
熱
中
さ
せ
る
場
面

の
演
出
が
あ
る
と
い
う
点
が
言
え
る
。

ま
さ
に
『
握
る
技
量
』
が
必
要
だ
。

　

小
森
氏
の
授
業
開
き
実
践
を
追
試

し
た
資
料
は
以
下
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

[４：14 字×24 行×4 段 （タイトル 15 行を含む）]
教育トークライン原稿 ○月号 P.○

出
会
い
の
授
業
か
ら
熱
中
場
面
を
仕

掛
け
る

１
時
間
目
か
ら
熱
中
場
面
を
仕
掛
け

た
い
。
そ
れ
ま
で
に
、
良
い
教
材
を

見
つ
け
、
腕
を
磨
き
、
新
た
な
出
会

い
に
備
え
た
い
。

広
島
県
福
山
市
立
幸
千
中
学
校

久
保
木

淳
士

（
く
ぼ
き

あ
つ
し
）

１

授
業
開
き
か
ら
「
考
え
さ
せ
る

実
験
」
を
仕
掛
け
る

小
森
栄
治
氏
（
日
本
理
科
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
／
理
科
教
育
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
）
は
理
科
教
師
を
す
し
職
人

に
例
え
て
、
心
構
え
を
提
唱
さ
れ
て

い
る
。（
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
：
か
ん
た
ん
！
楽
し
い
！
理
科

授
業
の
玉
手
箱

理
科
好
き
な
子
を

育
て
る
教
師Q

A

①
理
科

教
師
は
○
○
○
○
と
同
じ
？
）

https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=gK
nrZTU

Q
_K

8

Ａ
『
良
い
ネ
タ
』→

良
い
教
材

Ｂ
『
握
る
技
量
』→

実
験
観
察
技
能

や
授
業
技
量

Ｃ
『
お
店
』

→

理
科
室
経
営

小
森
氏
の
授
業
開
き
の
実
験
で
は
、

各
学
年
で
行
う
定
番
ネ
タ
が
あ
る
。

こ
れ
ら
実
践
は
、
１
時
間
目
か
ら

子
ど
も
た
ち
が
熱
中
し
て
取
り
組
む

事
実
が
生
ま
れ
た
と
多
数
の
追
試
報

告
※
１

が
あ
る
。
そ
の
要
因
は
何
か
。

一
点
目
、
ど
の
子
も
予
想
を
立
て

や
す
く
参
画
し
や
す
く
、
予
想
で
意

見
が
分
か
れ
る
な
ど
、
ま
さ
に
『
良

い
ネ
タ
』
で
あ
る
。

二
点
目
、
「
予
想
を
立
て
る
場
面
」

に
お
い
て
、
実
験
ま
で
の
組
立
に
よ

り
子
ど
も
た
ち
が
考
え
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
し
て
熱
中
さ
せ
る
場
面
の

演
出
が
あ
る
と
い
う
点
が
言
え
る
。

ま
さ
に
『
握
る
技
量
』
が
必
要
だ
。

小
森
氏
の
授
業
開
き
実
践
を
追
試

し
た
資
料
は
以
下
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２

さ
ら
に
『
良
い
ネ
タ
』
を
求
め
て

中
１
「
お
金
は
磁
石
に
く
っ
つ
く

か
」
の
実
践
。
硬
貨
の
後
に
１
万
円

札
で
実
験
を
行
う
。
結
果
は
、
磁
気

イ
ン
ク
が
印
字
さ
れ
て
い
る
１
万
円

札
は
磁
石
に
反
応
。
結
果
に
多
く
の

生
徒
が
驚
く
。

通
常
で
あ
れ
ば
、
振
り
返
り
や
意

気
込
み
を
書
か
せ
て
終
了
で
あ
る
が
、

千
円
、
５
千
円
も
磁
石
に
つ
く
こ
と

を
確
認
し
、
以
下
の
発
問
を
す
る
。

２
千
円
札
は
磁
石
に
く
っ
つ
く
か
？

同
様
の
流
れ
で
予
想
を
立
て
さ
せ
、

実
験
を
進
め
る
。
２
千
円
札
は
磁
石

に
反
応
す
る
。
さ
ら
に
、

約
５
０
年
前
使
用
の
５
百
円
札
、

約
８
０
年
前
使
用
の
５
０
銭
札
、

磁
石
に
く
っ
つ
く
か
？

磁
気
イ
ン
ク
が
い
つ
か
ら
使
わ
れ

て
い
る
か
？
に
注
目
さ
せ
、
そ
の
理

由
を
予
想
さ
せ
る
。
偽
造
防
止
や
紙

幣
を
判
断
す
る
た
め
等
の
意
見
が
出

た
。
科
学
技
術
発
展
が
日
常
生
活
を

支
え
る
と
伝
え
て
、
中
学
理
科
授
業

を
開
始
す
る
。

提提案案ににつついいてて

ちちょょここっっとと動動画画はは

ココチチララ

２
さ
ら
に
『
良
い
ネ
タ
』
を
求
め
て

　

中
１
「
お
金
は
磁
石
に
く
っ
つ
く

か
」
の
実
践
。
硬
貨
の
後
に
一
万
円

札
で
実
験
を
行
う
。
結
果
は
、
磁
気

イ
ン
ク
が
印
字
さ
れ
て
い
る
一
万
円

札
は
磁
石

に
反
応
。

結
果
に
多

く
の
生
徒

１
授
業
開
き
か
ら
「
考
え
さ
せ

る
実
験
」
を
仕
掛
け
る

　

小
森
栄
治
氏
（
日
本
理
科
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
／
理
科
教
育
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
）
は
理
科
教
師
を
す
し
職
人

に
例
え
て
、
心
構
え
を
提
唱
し
て
い

る
。（
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
：
か
ん
た
ん
！　

楽
し
い
！　

理
科
授
業
の
玉
手
箱　

理
科
好
き
な

子
を
育
て
る
教
師
Ｑ
Ａ
①
理
科

教
師
は
○
○
○
○
と

同
じ
？
※
）

Ａ
『
良
い
ネ
タ
』
↓
良
い
教
材

Ｂ
『
握
る
技
量
』
↓
実
験
観
察
技

能
や
授
業
技

量

Ｃ
『
お
店
』　　

↓
理
科
室
経
営

　

小
森
氏
の
授
業
開
き
の
実
験
で
は
、

各
学
年
で
行
う
定
番
ネ
タ
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
実
践
は
、
一
時
間
目
か

ら
子
供
た
ち
が
熱
中
し
て
取
り
組
む

事
実
が
生
ま
れ
た
と
多
数
の
追
試
報

告
が
あ
る
。
そ
の
要
因
は
何
か
。

　

一
点
目
、
ど
の
子
も
予
想
を
立
て

や
す
く
参
画
し
や
す
く
、
予
想
で
意

見
が
分
か
れ
る
な
ど
、
ま
さ
に
『
良

い
ネ
タ
』
で
あ
る
。

　

二
点
目
、「
予
想
を
立
て
る
場
面
」

理 科
授 業 実 践
中 学 校 の

出会いの授業から
熱中場面を仕掛け
る
１時間目から熱中場面を
仕掛けたい。それまでに、
良い教材を見付け、腕を
磨き、新たな出会いに備
えたい。

広島県福山市立幸千中学校

久
く

保
ぼ

木
き

淳
あつ

士
し

中学校中学校でのでのTOSS実践TOSS実践

[４：14 字×24 行×4 段 （タイトル 15 行を含む）]
教育トークライン原稿 ○月号 P.○

出
会
い
の
授
業
か
ら
熱
中
場
面
を
仕

掛
け
る

１
時
間
目
か
ら
熱
中
場
面
を
仕
掛
け

た
い
。
そ
れ
ま
で
に
、
良
い
教
材
を

見
つ
け
、
腕
を
磨
き
、
新
た
な
出
会

い
に
備
え
た
い
。

広
島
県
福
山
市
立
幸
千
中
学
校

久
保
木

淳
士

（
く
ぼ
き

あ
つ
し
）

１

授
業
開
き
か
ら
「
考
え
さ
せ
る

実
験
」
を
仕
掛
け
る

小
森
栄
治
氏
（
日
本
理
科
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
／
理
科
教
育
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
）
は
理
科
教
師
を
す
し
職
人

に
例
え
て
、
心
構
え
を
提
唱
さ
れ
て

い
る
。（
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
：
か
ん
た
ん
！
楽
し
い
！
理
科

授
業
の
玉
手
箱

理
科
好
き
な
子
を

育
て
る
教
師Q

A

①
理
科

教
師
は
○
○
○
○
と
同
じ
？
）

https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=gK
nrZTU
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Ａ
『
良
い
ネ
タ
』→

良
い
教
材

Ｂ
『
握
る
技
量
』→

実
験
観
察
技
能

や
授
業
技
量

Ｃ
『
お
店
』

→

理
科
室
経
営

小
森
氏
の
授
業
開
き
の
実
験
で
は
、

各
学
年
で
行
う
定
番
ネ
タ
が
あ
る
。

こ
れ
ら
実
践
は
、
１
時
間
目
か
ら

子
ど
も
た
ち
が
熱
中
し
て
取
り
組
む

事
実
が
生
ま
れ
た
と
多
数
の
追
試
報

告
※
１

が
あ
る
。
そ
の
要
因
は
何
か
。

一
点
目
、
ど
の
子
も
予
想
を
立
て

や
す
く
参
画
し
や
す
く
、
予
想
で
意

見
が
分
か
れ
る
な
ど
、
ま
さ
に
『
良

い
ネ
タ
』
で
あ
る
。

二
点
目
、
「
予
想
を
立
て
る
場
面
」

に
お
い
て
、
実
験
ま
で
の
組
立
に
よ

り
子
ど
も
た
ち
が
考
え
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
し
て
熱
中
さ
せ
る
場
面
の

演
出
が
あ
る
と
い
う
点
が
言
え
る
。

ま
さ
に
『
握
る
技
量
』
が
必
要
だ
。

小
森
氏
の
授
業
開
き
実
践
を
追
試

し
た
資
料
は
以
下
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２

さ
ら
に
『
良
い
ネ
タ
』
を
求
め
て

中
１
「
お
金
は
磁
石
に
く
っ
つ
く

か
」
の
実
践
。
硬
貨
の
後
に
１
万
円

札
で
実
験
を
行
う
。
結
果
は
、
磁
気

イ
ン
ク
が
印
字
さ
れ
て
い
る
１
万
円

札
は
磁
石
に
反
応
。
結
果
に
多
く
の

生
徒
が
驚
く
。

通
常
で
あ
れ
ば
、
振
り
返
り
や
意

気
込
み
を
書
か
せ
て
終
了
で
あ
る
が
、

千
円
、
５
千
円
も
磁
石
に
つ
く
こ
と

を
確
認
し
、
以
下
の
発
問
を
す
る
。

２
千
円
札
は
磁
石
に
く
っ
つ
く
か
？

同
様
の
流
れ
で
予
想
を
立
て
さ
せ
、

実
験
を
進
め
る
。
２
千
円
札
は
磁
石

に
反
応
す
る
。
さ
ら
に
、

約
５
０
年
前
使
用
の
５
百
円
札
、

約
８
０
年
前
使
用
の
５
０
銭
札
、

磁
石
に
く
っ
つ
く
か
？

磁
気
イ
ン
ク
が
い
つ
か
ら
使
わ
れ

て
い
る
か
？
に
注
目
さ
せ
、
そ
の
理

由
を
予
想
さ
せ
る
。
偽
造
防
止
や
紙

幣
を
判
断
す
る
た
め
等
の
意
見
が
出

た
。
科
学
技
術
発
展
が
日
常
生
活
を

支
え
る
と
伝
え
て
、
中
学
理
科
授
業

を
開
始
す
る
。

提提案案ににつついいてて

ちちょょここっっとと動動画画はは

ココチチララ
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の
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の
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し
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円
札
、
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０
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の
５
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札
、
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に
く
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？

磁
気
イ
ン
ク
が
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か
ら
使
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れ

て
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か
？
に
注
目
さ
せ
、
そ
の
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を
予
想
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る
。
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長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
三
好
達
治
）

複
雑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
「
こ
と
ば
」
を
育
て
る
。

国語

48

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校

　

出
典
は
詩
集
『
間
花
集
』、
画
像
は
国
立
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
※
で
あ
る
。

　

一
目
見
て
気
に
な
る
の
が
題
名
と
二
行
目
の

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
の
表
記
の
違
い
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
も
三
好
達
治
記
念
館
館
長
に

確
認
し
、「
小
さ
な
『
ッ
』
で
あ
ろ
う
」
と
の

報
告
を
受
け
た
と
い
う
。
出
題
委
員
会
の
精
査

が
嬉
し
い
。

　

最
初
は
も
ち
ろ
ん
音
読
か
ら
入
る
。「
羽
音
」

は
教
え
れ
ば
す
む
が
、
私
た
ち
指
導
者
さ
え

「
微
風
」
の
読
み
は
迷
う
だ
ろ
う
。「
び
ふ
う
」

な
の
か
、「
そ
よ
か
ぜ
」
な
の
か
、
で
あ
る
。

授
業
案
で
は
「
そ
よ
か
ぜ
」
派
の
方
が
多
か
っ

た
が
、
ど
う
い
う
思
考
過
程
を
辿
っ
て
「
そ
よ

か
ぜ
」
に
確
定
し
た
の
か
。
そ
の
よ
う
な
細
部

も
書
き
込
む
と
よ
い
。

　

分
析
批
評
は
与
え
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
み
を

対
象
に
す
る
。
上
掲
の
画
像
を
見
た
だ
け
で
は

判
断
は
困
難
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
場
合
に
授
業

と
し
て
ど
う
扱
う
の
か
。

「
び
ふ
う
」
と
読
む
の
と
、「
そ
よ
か
ぜ
」

と
読
む
の
と
で
、
解
釈
が
ど
う
変
わ
る
か

を
問
え
ば
よ
い
。

　

こ
れ
は
、
虚
子
の
「
春
風
や
闘
志
抱
き
て
丘

に
立
つ
」
で
も
使
え
る
技
術
で
あ
る
。

　

通
常
な
ら
ば
こ
れ
は
「
は
る
か
ぜ
」
だ
ろ
う
。

だ
が
、「
し
ゅ
ん
ぷ
う
」
と
音
読
み
し
た
方
が

よ
い
、
と
す
る
解
釈
も
成
り
立
つ
。
実
際
に
そ

う
考
え
る
子
供
た
ち
も
大
人
も
存
在
す
る
。

　

大
事
な
の
は
、
主
張
を
支
え
る
理
由
で
あ
る
。

こ
の
作
品
に
ふ
さ
わ
し
い
読
み
は
、「
そ
よ
か

ぜ
」
か
「
び
ふ
う
」
か
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
時

間
を
か
け
る
必
要
は
な
い
が
、
扱
っ
て
お
く
の

が
よ
い
。

　

ち
な
み
に
、
誰
も
扱
っ
て
い
な
か
っ
た
と
記

憶
し
て
い
る
が
、

★
こ
の
「
微
風
」
は
吹
く
風
な
の
か
否
か

の
問
い
は
、
私
な
ら
ば
必
ず
扱
う
。

向山型に挑戦！

※https://dl.ndl.go.jp/ja/pid/1
2
0
9
1
6
4
/1
/1
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

目
玉
を
描
か
せ
る
の
は
向
山
洋
一
氏
の
実
践

の
追
試
で
あ
る
（
新
実
物
資
料
集
三
巻
所
収
）。

こ
の
展
開
で
あ
れ
ば
発
問
２
は
や
は
り
、「
話

者
に
何
が
聞
こ
え
て
い
る
か
」
の
方
が
よ
い
。

発
問  

詩
の
季
節
は
い
つ
で
す
か
。

発
問  

春
ら
し
さ
を
表
現
す
る
な
ら
、「
微
風

の
中
に
」
よ
り
「
春
の
日
ざ
し
に
」
な
ど
の

方
が
自
然
で
は
な
い
で
す
か
。
な
ぜ
「
微
風
」

な
の
で
す
か
。（
村
上
睦
氏
）

　

目
の
付
け
所
が
良
い
。
私
の
扱
い
は
若
干
異

な
る
。「
微
風
の
中
に
」
の
特
異
性
を
問
う
。

「
微
風
の
中
に
」
は
通
常
「
微
風
の
中
で
」

あ
る
い
は
「
微
風
と
共
に
」
で
は
な
い
か
。

「
中
に
」
を
選
択
し
た
意
図
を
検
討
せ
よ
。

　

前
述
★
の
再
考
に
加
え
一
、
二
行
目
と
三
、

四
行
目
の
関
係
性
や
レ
ト
リ
ッ
ク
の
効
果
を
も

論
点
と
な
り
、
面
白
い
討
論
と
な
る
だ
ろ
う
。

う
。
二
行
目
の
「
る
」
に
着
目
し
た
子
が
い
た

ら
大
い
に
褒
め
た
い
。

「
る
」
を
「
た
」
に
変
え
、
再
度
問
う
。
蜂
の

羽
音
は
聞
こ
え
て
い
る
。（
佐
藤
智
彦
氏
）

　

こ
の
や
り
と
り
を
す
る
な
ら
、「
誰
の
耳
に

聞
こ
え
て
い
る
の
か
」
を
確
定
す
る
必
要
が
あ

る
。
読
者
で
あ
る
子
供
た
ち
な
の
か
、
話
者
な

の
か
。
前
者
の
場
合
、
と
り
わ
け
A
S
D
（
自

閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
）
の
子
供
た
ち
は
戸
惑
う
。

紙
媒
体
か
ら
は
い
か
な
る
音
も
聞
こ
え
よ
う
が

な
い
か
ら
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
話
者
の
位

置
を
問
う
発
問
と
セ
ッ
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。
微

音
の
「
聞
こ
え
」
を
問
う
な
ら
、
話
者
が
近
く

に
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
か
ら
だ
。
佐
藤
氏

も
直
後
に
問
う
。

発
問
４  

話
者
は
ど
こ
に
い
ま
す
か
。
ノ
ー

ト
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
話
者
の
目
玉
を
か
い

て
ご
ら
ん
な
さ
い
。（
略
）

発
問
５  

目
玉
は
ど
の
位
置
に
あ
る
の
が
正

し
い
の
で
す
か
。
証
拠
に
言
葉
を
見
つ
け
て

発
問  

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
中
は
、微
風
。
で
は
、

外
は
お
そ
ら
く
ど
ん
な
風
で
す
か
。

　

強
い
風
。（
藤
原
司
氏
）

　

こ
の
例
の
ご
と
く
、
目
を
通
し
た
限
り
全
員

が
「
吹
く
風
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
、

私
は
あ
え
て
別
の
解
釈
を
提
示
す
る
。

こ
れ
は
、
蜂
の
羽
ば
た
き
で
生
ま
れ
る
風

で
あ
る
。
周
囲
に
風
は
吹
い
て
い
な
い
。

　

そ
の
方
が
「
ひ
つ
そ
り
と
客
を
迎
へ
た
」
に

整
合
す
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
、
と
揺
さ
ぶ
る
。

発
問
２  

何
が
聞
こ
え
ま
す
か
。
ノ
ー
ト
に

書
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

発
表
さ
せ
る
。
蜂
の
羽
音
、風
（
そ
よ
か
ぜ
）

の
音
、
な
ど
が
出
る
だ
ろ
う
。

発
問
３  

「
蜂
の
羽
音
」
は
聞
こ
え
て
い
る
の

で
す
か
、
そ
れ
と
も
聞
こ
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

理
由
も
ノ
ー
ト
に
書
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

「
聞
こ
え
て
い
る
」
と
い
う
意
見
が
多
い
だ
ろ
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自
分
の
身
体
症
状
や
気
持
ち
を
適
切
に

言
語
化
す
る
こ
と
が
難
し
い

教
師
や
周
り
の
大
人
が
ラ
ベ
リ
ン
グ
し
て
、
適
切
な
言
葉
を
教
え
て
あ
げ
る
。

１　

言
葉
に
つ
い
て

「
死
ね
」「
殺
す
」
と
い
う
言
葉
を
す
ぐ
に
使

う
子
が
い
る
。
そ
の
子
た
ち
は
、

中
間
の
言
葉
を
知
ら
な
い
か
ら
そ
の
言
葉
が

出
て
く
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
本
当
に
そ
う

思
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

と
、
宮
尾
先
生
は
言
わ
れ
る
。
通
常
、
私
た
ち

は
、
身
体
症
状
や
様
々
な
気
持
ち
を
、
状
態
に

あ
っ
た
言
葉
（
我
慢
で
き
な
い
、
悔
し
い
、
寂

し
い
）
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
A
S
D
の
子
は
、
今
の
自
分
の
状

態
を
言
語
化
す
る
こ
と
に
苦
手
さ
を
も
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
、
教
師
や
周
り
の
大
人
が

「
今
の
そ
う
い
う
状
態
（
気
持
ち
）
の
こ
と

を
『
悔
し
い
』
っ
て
言
う
ん
だ
よ
」
と
、
ラ

ベ
リ
ン
グ
し
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
言
葉
の
種
類
が
少
な
い
た
め
に
、

彼
ら
は
、
す
ぐ
に
「
死
ね
」「
殺
す
」
と
い
っ

た
極
端
な
言
葉
を
使
う
の
だ
と
い
う
（
０
か
１

０
０
か
、
白
か
黒
か
と
い
う
の
も
、
A
S
D
の

思
考
パ
タ
ー
ン
の
特
徴
で
あ
る
）。

　

ま
た
、
人
は
言
葉
に
す
る
こ
と
で
、
怒
り
が

半
減
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

学
校
で
は
、
不
適
切
な
言
葉
を
使
う
と
、「
そ

う
い
う
こ
と
は
言
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
指

導
さ
れ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
誰
も
い
な
い

部
屋
で
な
ら
言
っ
て
も
良
い
と
か
、
先
生
に
対

し
て
だ
け
「
あ
い
つ
が
…
…
」
と
打
ち
明
け
て

い
る
時
に
は
、「
そ
う
か
ぁ
。
そ
う
思
っ
て
い

る
ん
だ
ね
」
と
受
け
止
め
る
な
ど
、
状
況
に

よ
っ
て
は
、
あ
る
程
度
の
二
面
性
を
認
め
て
あ

げ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
宮
尾
先
生
は
語

ら
れ
た
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
居
酒
屋
で
「
あ
ん
な
会
社

な
く
な
っ
ち
ゃ
え
」
と
言
っ
た
と
し
て
も
、
本

当
に
そ
う
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
そ
う
や
っ
て
自
分
の
気
持
ち
を
や

わ
ら
げ
て
い
る
。
子
供
の
言
動
に
つ
い
て
も
同

様
の
こ
と
が
言
え
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

２　

虐
待
に
つ
い
て

　

虐
待
を
受
け
た
子
や
、
虐
待
ま
で
は
い
か
ず

と
も
、
良
く
な
い
こ
と
を
し
た
と
き
に
親
か
ら

暴
力
を
振
る
わ
れ
て
き
た
子
た
ち
は
、

「
自
分
の
こ
と
を
信
じ
て
く
れ
る
人
は
い
な

い
」
と
思
っ
て
し
ま
う
。

「
何
か
悪
い
こ
と
（
自
分
の
意
図
に
合
わ
な

い
こ
と
）
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
暴
力
を
し

て
も
良
い
」
と
誤
学
習
し
て
し
ま
う
。

と
い
う
よ
う
に
、
複
数
の
面
で
マ
イ
ナ
ス
が
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
宮
尾
先
生
は
周
り
の
教
師

や
大
人
の
共
感
的
対
応
の
必
要
性
を
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

　

彼
ら
を
分
か
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
人
が
い
な

い
と
ね
。
彼
ら
が
信
用
で
き
る
人
が
い
な
い

の
が
問
題
だ
よ
ね
。

医
学
博
士
　
宮み

や

尾お

益ま
す

知と
も

構
成
：
神
奈
川
県
川
崎
市
立
小
学
校　

田た

丸ま
る

義よ
し

明あ
き

宮尾 益知
どんぐり発達クリニック 
院長／ギフテッド研究所 
理事長／白百合女子大学 
発達臨床センター 顧問

医師・研究者の目から見た特別支援教育
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小こ

嶋じ
ま

悠ゆ
う

紀き

発達障害のある子供をさらに伸ばす！　１年間の支援プラン！

長
野
県
長
野
市
立
通
明
小
学
校

四
月
は
と
に
か
く
緊
張
感
が
高
い

場
面
が
連
続
す
る
。

「
学
校
が
変
わ
る
」「
教
室
が
変
わ

る
」「
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
る
」「
担
任

が
変
わ
る
」「
や
り
方
が
変
わ
る
」

変
化
だ
ら
け
で
脳
内
の
キ
ャ
パ
が

確
実
に
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
。

「
新
学
期
に
胸
躍
ら
せ
て
い
る
」
そ

ん
な
子
は
少
数
だ
と
思
っ
た
ほ
う
が

良
い
。
特
に
発
達
特
性
の
あ
る
子
供

た
ち
、
特
に
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
傾

向
の
あ
る
子
供
た
ち
は
、
不
安
に
押

し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
担
任
の
先
生
が
ど
ん
な
先
生

な
の
か
は
と
て
も
気
に
し
て
い
る
と

言
っ
て
も
よ
い
。

そ
ん
な
な
か
で
、「
先
生
を
信
頼

し
て
い
い
よ
」
と
ど
ん
な
に
言
葉
で

言
っ
て
も
伝
わ
ら
な
い
。

ま
た
、
定
型
発
達
の
子
供
が
わ
ず

か
一
〜
二
週
間
で
心
の
距
離
を
詰
め

て
く
る
と
こ
ろ
を
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
の
子
供
た
ち
は
、
一
か
月
以
上

か
か
る
子
供
も
い
る
。

さ
て
、
こ
ん
な
緊
張
度
の
高
い
時

期
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
？

こ
の
連
載
で
も
、
何
回
も
出
て
き

た
と
思
う
が
、
や
は
り
、「
ア
セ
ス

メ
ン
ト
（
実
態
把
握
）」
で
あ
る
。

こ
れ
が
で
き
て
い
る
か
、
で
き
て

い
な
い
か
で
ラ
ポ
ー
ル
形
成
時
間
の

長
短
が
決
ま
る
と
言
っ
て
も
よ
い
ほ

ど
重
要
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
私
が
使
う
の
が
、
下

に
画
像
を
掲
載
し
た

「
こ
れ
が
、
わ
た
し
・
ぼ
く
で
す
」

と
い
う
シ
ー
ト
で
あ
る
。

九
月
に
新
学
期
が
始
ま
る
ア
メ
リ

カ
で
は
何
回
も
教
室
で
見
た
メ

ジ
ャ
ー
な
教
材
で
あ
る
。

こ
れ
を
自
由
に
描
か
せ
て
い
く
。

色
も
ど
ん
な
色
を
使
っ
て
も
い
い
。

完
成
し
た
ら
教
室
に
掲
示
す
る
。
参

観
日
の
ネ
タ
に
も
な
る
。

こ
こ
か
ら
様
々
な
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き

る
。例

え
ば
、

好
き
な
マ

ン
ガ
を
把

握
で
き
る

だ
け
で
会

話
の
糸
口

が
つ
か
め

る
。
家
で

の
楽
し
み

が
分
か
れ

出
会
い
か
ら
ラ
ポ
ー
ル
を
作
る
!

信
頼
関
係
構
築
支
援
プ
ラ
ン

ア
ン
ケ
ー
ト
を
用
い
、
そ
の
子
の
こ
と
を
で
き
る
だ
け
把
握
し
て
、
信
頼
関
係
構
築
を
図
る
。

ば
、
大
体
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る

か
が
分
か
る
。

こ
れ
ら
を
も
と
に
、
そ
の
子
に

合
っ
た
会
話
を
早
い
段
階
で
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

ま
た
顔
の
描
き
方
や
色
の
使
い
方

で
、
あ
る
程
度
の
認
知
状
態
や
手
の

不
器
用
さ
で
も
把
握
で
き
る
。

こ
の
シ
ー
ト
を
一
回
実
施
す
る
だ

け
で
様
々
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。

こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
教
材
に
よ

る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
ラ
ポ
ー
ル
形
成

の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
く
。



52

　

中
学
一
年
生
の
知
的
障
害
の
女
子

生
徒
。
小
学
校
一
年
生
の
漢
字
が
書

け
な
か
っ
た
。
そ
の
生
徒
に
つ
い
て

安
原
ド
ク
タ
ー
に
事
例
検
討
を
依
頼

し
、
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。

【
安
原
ド
ク
タ
ー
の
コ
メ
ン
ト
】

　
ざ
ら
ざ
ら
し
た
壁
紙
を
買
い

ま
す
。

　
下
敷
き
に
貼
り
ま
す
。
そ
の

下
敷
き
の
上
に
指
を
置
い
て
文

字
を
書
き
ま
す
。
そ
の
時
に
、

書
き
順
を
声
に
出
し
て
書
き
、

10
回
ぐ
ら
い
繰
り
返
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
指
導

す
る
の
か
を
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。

【
安
原
ド
ク
タ
ー
の
コ
メ
ン
ト
】

　
指
の
感
覚
で
体
性
感
覚
野
に

処
理
さ
れ
、
音
読
に
よ
る
音
の

情
報
が
入
る
か
ら
、
壁
紙
で
の

指
書
き
が
良
い
と
思
う
。

　

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
く
以
前
は
、

「
ト
レ
ー
ス
く
ん
」
と
い
う
教
具
の

み
を
使
用
し
て
い
た
。
安
原
ド
ク

タ
ー
の
コ
メ
ン
ト
を
受
け
、「
ト
レ
ー

ス
く
ん
」
に
、
壁
紙
で
の
漢
字
の
指

書
き
を
合
体
さ
せ
た
支
援
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
は
、
ト
レ
ー
ス
く
ん
を
、
な

ぞ
る
面
と
ざ
ら
ざ
ら
と
し
た
壁
紙
を

貼
る
面
に
分
け
た
。

　

学
習
の
手
順
と
し
て

①　
壁
紙
で
の
漢
字
の
指
書
き

②　
ト
レ
ー
ス
く
ん
で
な
ぞ
っ

て
学
習
す
る

③　
な
ぞ
っ
た
プ
リ
ン
ト
を
鉛

筆
で
書
く

　

こ
の
三
つ
の
手
順
で
学
習
を
組
み

立
て
た
。

　

三
か
月
後
に
は
、
小
学
一
年
生
の

漢
字
を
七
割
程
度
覚
え
る
こ
と
が
で

き
て
い
た
。

　

安
原
ド
ク
タ
ー
は
、
ノ
ー
ト
に
書

い
て
も
漢
字
を
習
得
す
る
こ
と
が
難

し
い
子
に
対
し
て

　
た
く
さ
ん
練
習
さ
せ
る
こ
と

は
絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
。

と
、
子
供
に
関
わ
る
指
導
者
へ
何
度

も
発
信
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
安
原
ド
ク
タ
ー
は
、

「
が
ん
ば
れ
、
が
ん
ば
れ
」
は

禁
句
。
既
に
め
い
っ
ぱ
い
ま
で

頑
張
っ
て
い
る
か
ら

と
指
導
者
が
配
慮
す
べ
き
こ
と
も
話

さ
れ
た
。

　

Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ
に
来
所
す
る
子

供
た
ち
が
「
漢
字
ノ
ー
ト
の
宿
題
が

し
ん
ど
い
な
あ
」
と
話
し
て
い
た
こ

と
が
あ
る
。
漢
字
ノ
ー
ト
を
宿
題
に

出
す
教
師
が
ま
だ
い
る
こ
と
に
驚
い

た
。
学
校
現
場
に
も
安
原
ド
ク
タ
ー

の
言
葉
が
早
く
広
ま
っ
て
ほ
し
い
と

考
え
る
。

医療・療育現場からの発信！

安
原
ド
ク
タ
ー
か
ら
学
ん
だ
指
書
き
指
導

何
度
も
ノ
ー
ト
に
書
い
て
も
漢
字
を
習
得
す
る
こ
と
が
難
し
い
子
へ
の

対
応
。

笹さ
さ

野の

達た
つ

哉や

㈱
ｏ
ｎ
ｅ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ

安原 昭博
安原こどもクリニック　院長

安原ドクター語録語録
から学ぶ

特別支援教育

アドバイザー
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プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる

新
宿
日
本
語
学
校
：
江え

副ぞ
え

隆た
か

秀ひ
で

　
協
力
：
白し

ら

杉す
ぎ

亮
り
ょ
う

日本語指導

１　

品
詞
を
色
分
け
し
て
見
え
た
こ
と

　

私
は
一
九
七
五
年
か
ら
外
国
人
に
日
本
語
を

教
え
て
き
た
。
あ
る
時
、
日
本
語
の
品
詞
に
色

を
付
け
、
カ
ー
ド
に
し
て
教
え
る
方
法
を
思
い

付
い
た
。
①
動
詞
や
形
容
詞
等
、
活
用
が
あ
る

言
葉
（
用
言
）
は
緑
や
水
色
等
の
寒
色
系
、
②

名
詞
等
の
活
用
し
な
い
言
葉
（
体
言
）
は
暖
色

系
の
色
に
整
理
し
た
。

　

こ
の
色
分
け
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
教
授
法
は

学
生
受
け
も
良
く
、
日
本
語
の
上
達
に
も
効
果

的
だ
っ
た
。
こ
の
ル
ー
ル
を
基
本
に
カ
ラ
ー
で

教
科
書
を
作
っ
た
と
こ
ろ
、
外
国
人
学
生
に
想

像
以
上
に
好
評
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、「
逆
に
、
日
本
人
の
英
語
学
習
者
も

同
じ
よ
う
に
品
詞
ご
と
に
色
分
け
さ
れ
た
英
語

教
科
書
を
使
え
ば
、
英
語
の
構
造
が
理
解
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
い
、
英
語
の
教
科
書

を
作
っ
て
み
た
。
出
来
上
が
っ
て
驚
い
た
の
は

実
に
綺
麗
に
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
。

⑴
　
日
本
語
で
は
グ
リ
ー
ン
で
囲
ま
れ
た
動
詞

の
言
葉
が
「
文
末
」
に
来
る
例
が
多
い
。

⑵
　
英
語
で
は
逆
に
「
文
頭
」
に
、
グ
リ
ー
ン

で
囲
ま
れ
た
主
語
と
一
体
の
言
葉
が
来
る
。

２　
「
述
部
」
と
「
情
報
」
と
い
う
考
え
方

　

こ
の
時
、「
英
語
は
S
+
V
+
O
、
日
本
語

は
S
+
O
+
V
」
と
い
う
通
説
が
頭
の
中
で

ガ
ラ
ガ
ラ
と
音
を
立
て
て
崩
れ
た
気
が
し
た
。

「
日
本
語
は
S
+
O
+
V
」
と
い
う
考
え
方
の

背
景
に
は
、
図
１
の
よ
う
な
英
語
と
の
比
較
が

あ
る
。
し
か
し
、
色
で
可
視
化
さ
れ
た
両
者
を

見
比
べ
る
と
、
構
造
は
図
２
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

英
語
も
日
本
語
も
、
①
時
制
や
肯
定
・
否
定

等
が
あ
る
「
述
部
」、
②
そ
れ
以
外
の
「
情
報
」

が
あ
る
。
そ
し
て
①
と
②
の
間
に
③
「
助
詞
」

が
入
る
。
英
語
で
は
情
報
の
前
に
助
詞
が
置
か

れ
る
た
め
、「
前
置
詞
」
と
な
る
。
逆
に
日
本

語
で
は
、
情
報
の
後
に
助
詞
が
あ
る
か
ら
、
い

わ
ば
「
後
置
詞
」
と
い
え
る
。

　

こ
の
助
詞
は
日
本
語
で
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
。例
え
ば
、「
ク
ラ
ス
に
出
る（
＝
出
席
す
る
）」

と
「
ク
ラ
ス
を
出
る
（
＝
退
出
す
る
）」
を
比

較
す
る
と
、
同
じ
情
報
と
述
部
で
も
、
助
詞
一

つ
で
意
味
が
逆
転
し
て
し
ま
う
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
語
を
別
の
角
度
か
ら
考

え
る
と
、
従
来
の
文
法
と
は
異
な
る
構
造
が
見

え
る
。
こ
れ
が
私
の
仮
説
で
あ
る
。
日
本
語
を

教
え
る
立
場
の
人
間
は
、
ま
ず
こ
の
構
造
を
理

解
し
た
方
が
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
仮
説
は
向
山
洋
一
先
生
が
評
価

し
て
く
だ
さ
り
、「
江
副
文
法
」
と
名
付
け
て

く
だ
さ
っ
た
。
こ
の
江
副
文
法
は
現
在
、
小
学

校
で
の
外
国
人
児
童
へ
の
指
導
、
そ
し
て
「
ろ

う
教
育
」
の
場
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

従
来
の
日
本
語
文
法
を
異
な
る
視
点
か
ら
見
る

「
江
副
文
法
」

外
国
人
へ
の
日
本
語
教
育
か
ら
「
ろ
う
教
育
」
に
ま
で
活
用
さ
れ
た
新
し
い

文
法
①

江副 隆秀

学校法人 江副学園
新宿日本語学校 校長

図１　従来の文法の考え方

図２　新しい文法の考え方



TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564
TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

◆TOSS教材　お得情報！ 2023年3月15日～ 2023年4月14日　現在

教育技術研究所だけでなく、光村教育図書、正進社、騒人社、学芸みらい社、日本教育新聞社、などの
お得な情報を随時お知らせいたします。（P54，55の上欄の記事と連携しています）

新年度教材の決定版！

あかねこ計算スキル
あかねこ漢字スキル

光村教育
図書

※ 光村教育図書の教材は、教育技術研究所から直接お申
込みいただけます。

● トークライン読者限定！「あかねこ漢字スキル」について
向山洋一が語っているTOSSメディアの書籍を冊子の形に
して、下記のフォームよりご応募いただいた方から抽選で
５名様にプレゼントいたします（向山洋一サイン入り）‼

『向山型国語システム総覧』
（向山洋一著）
非売品・TOSSメディアでPDF
をダウンロードできます。
http://tossmedia.jp/

全ての子供たちに学力の保障を！

春のノートキャンペーン
百人一首&かるた教材キャンペーン

教育技術
研究所

キャンペーン期間：（どちらも）
2023年３月１日（水）～５月31日（水）
TOSSオリジナル教材：
https://www.tiotoss.jp/

応募期間：
2023年３月15日（水）～４月14日（金）
応募フォーム：
https://forms.gle/8vuUq64Vv4iFwoaEA

● 新学期に向けて先生方の学級経営や授業開きを応援する
お得な２大キャンペーン！
　 対象教材を特別価格、特典付きで販売します。
　 また、ノートキャンペーンでは、期間中に対象ノートを
100冊以上ご購入の方は１年間お得な「ノート会員」に！
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TOSS教材
お得情報!!

くわしくは、下を
ご覧ください。

対
面
の
授
業
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
も

ノ
ー
ト
指
導
の
強
い
味
方
に
な
る

ジ
ャ
ン
ボ
ホ
ワ
イ
ト
・
T
O
S
S
ノ
ー
ト
（
教
育
技
術
研
究
所
）

塩し
お

谷や

直な
お

大ひ
ろ

北
海
道
北
見
市
立
三
輪
小
学
校

　

ジ
ャ
ン
ボ
ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
ノ
ー
ト
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
が

そ
の
ま
ま
大
き
く
な
れ
ば
、
ノ
ー
ト

指
導
が
格
段
に
し
や
す
く
な
る
」
と

い
う
発
想
か
ら
誕
生
し
た
教
材
だ
。

　

黒
板
に
貼
っ
て
、
教
師
が
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
用
の
ペ
ン
で
書
き
込
ん
で

い
く
だ
け
で
、
余
計
な
説
明
を
す
る

こ
と
な
く
、
ノ
ー
ト
指
導
が
で
き
る
。

　

こ
の
ジ
ャ
ン
ボ
ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
の
さ
ら
な
る
威
力
を

引
き
出
す
ア
イ
テ
ム
が
あ
る
。

太
字
ペ
ン
と
専
用
マ
グ
ネ
ッ
ト

　

一
つ
は
ス
タ
ー
ト
キ
ッ
ト
に
付
属

さ
れ
て
い
る
ペ
ン
だ
。
太
字
な
の
で
、

字
が
太
く
書
け
て
、
離
れ
た
席
の
子

も
見
や
す
い
の
だ
。

　

も
う
一
つ
は
専
用
マ
グ
ネ
ッ
ト
で

あ
る
。
弱
い
磁
石
だ
と
授
業
中
に

ジ
ャ
ン
ボ
ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

ノ
ー
ト
が
め
く
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
専
用
の
強
力
な
磁
石
だ

と
、
ピ
タ
ッ
と
黒
板
に
固
定
で
き
、

授
業
が
安
定
す
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
も
効
果
を
発

揮
す
る
。
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
で
も
マ

ス
目
や
文
字
が
見
や
す
い
の
で
、
混

乱
な
く
ノ
ー
ト
指
導
が
で
き
る
。
教

師
の
強
い
味
方
で
あ
る
。

クラス全員が熱中するこの教材！



クラス全員が熱中するこの教材！

指示  答えの数だけ拍手をします。１＋１   子供は２回、拍手をする。

指示  ５－２   ３回、拍手をする。

指示  ３×２   ６回、拍手をする。

指示  ６÷３   ２回、拍手をする。

指示  隣の人と競争。どちらが早く拍手できるか。２＋２   
　４回、拍手をする。早く拍手をできた方が勝ち。
指示  先生が拍手をします。みんなは式を言います。   （２回、拍手）
「１＋１」「３－１」「１×２」「２×１」「２÷１」など様々な式を言わせる。

【おすすめポイント】
１．四則の計算を楽しく学習できる
「式を聞いて拍手する、拍手を聞いて式を言う」の流れで楽しく計算をすることができる。
２．子供が教師の指示を聞くようになる
　式や拍手を聞かないと答えが分からず、ゲームに参加できないから子供は指示を聞く。

算数拍手ゲーム
レクリエーションを通して、四則の計算を楽しく学習できる。

横
よこ

堀
ほり

勇
ゆう

太
た

群馬県高崎市立吉井中央中学校
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「
シ
ス
テ
ム
」
に
救
わ
れ
た
「
事
実
」

「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）
の
も
つ
「
シ
ス

テ
ム
」
が
、
一
人
の
「
子
供
の
事
実
」
を
生
み
出
し
た
。

松ま
つ

本も
と

一か
ず

樹き

栃
木
県
壬
生
町
立
壬
生
北
小
学
校

TOSS教材
お得情報!!

くわしくは、下を
ご覧ください。

デジタル・トークライン連動！
すぐに使える今月のおすすめレク動画

Ｓ
君
が
、
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の

は
、「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
（
以

下
、
漢
字
ス
キ
ル
）」
だ
っ
た
。

　

前
学
年
ま
で
、
教
室
で
授
業
を
受

け
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
と

聞
い
て
い
た
。
特
に
、
国
語
の
時
間

に
、
集
中
を
保
つ
こ
と
が
難
し
か
っ

た
よ
う
だ
。
ノ
ー
ト
に
自
分
の
考
え

を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

そ
の
Ｓ
君
が
、「
漢
字
ス
キ
ル
」

に
は
、
興
味
を
示
し
た
。
自
分
で
ス

キ
ル
を
取
り
出
し
、
そ
の
時
間
に
や

る
べ
き
部
分
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

Ｓ
君
の
変
化
は
、「
漢
字
ス
キ
ル
」

の
も
つ
「
シ
ス
テ
ム
」
に
あ
っ
た
。

　

私
は
、「
漢
字
ス
キ
ル
」
の
「
シ

ス
テ
ム
」
を
、
国
語
の
授
業
の
始
め

の
五
分
間
に
、
毎
回
位
置
付
け
て
い

た
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
や
る
べ

き
こ
と
が
分
か
り
や
す
い
。そ
の「
シ

ス
テ
ム
」
に
沿
っ
て
や
っ
て
い
け
ば
、

ミ
ニ
テ
ス
ト
で
、
確
実
に
点
数
が
上

が
っ
て
い
く
。
Ｓ
君
は
、
そ
の
事
実

に
気
が
付
い
た
の
に
ち
が
い
な
い
。

　

や
が
て
、Ｓ
君
が
、「
漢
字
ス
キ
ル
」

の
ミ
ニ
テ
ス
ト
で
百
点
を
取
る
日
が

や
っ
て
き
た
。
百
点
の
答
案
を
見
せ

に
来
た
そ
の
と
き
の
Ｓ
君
の
誇
ら
し

げ
な
笑
顔
は
、
今
も
、
私
の
目
に
焼

き
付
い
て
い
る
。



TOSSランド・TOSS-SNS・TOSSメディア活用実践
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TOSSランドを活用した新学期準備
無料で手に入る高品質な情報群　新学期準備で活用したい６つのサイト。

島根県川本町立川本小学校 太
おお

田
た

政
まさ

男
お

　新年度準備のポイントはたった１つ。

準備はゼロから始めない。

　TOSSランドを使えば、自分でゼロから始めなくても、高品質な情報をすぐに手に入れるこ
とができる。
「黄金の三日間」というキーワードで検索すると114件がヒットする。その中から惹かれるタ
イトルを順番に見ていけばよい。私がオススメするのは次のサイトである。
　春休み中に学級や学年の準備をする時には【小塚祐爾氏】のサイト。
①　安心して子どもを迎えるための新年度やることリスト
②　新年度１回目、学年会で決めたいこと一覧
　Wordの資料をダウンロードできるので、簡単に自分の学級・学年用に作り直せる。
　学級の設計をしっかりと考えるなら【岩田史朗氏】のサイトが参考になる。向山洋一氏の主
張をもとに、具体例も紹介されているので分かりやすい。
③　黄金の三日間　クラスに必要な当番活動あれこれ
④　アイデアあふれる係り活動で楽しいクラスに！　こう仕組めば子どもが動き出す
⑤　黄金の三日間　学級生活を安定させる仕組みのつくり方
　授業を通して学級をつくっていくことを学ぶなら【佐藤貴子氏】のサイトが勉強になる。
　最初の体育の授業で、何を大事にし、何を教えていくのかが分かりやすく書かれている。
⑥　黄金の三日間・授業開きで行う体育おすすめの授業
　これらのサイトを印刷し、ノートに貼りつけるところから具体的な準備が始まっていく。

【今月のコンテンツ】

TOSSランド
「黄金の３日間」

TOSS指導法授業が激変！ 最前線
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③
　
タ
イ
ピ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
活
用
す

る

　

年
間
を
通
し
て
使
う
ソ
フ
ト
は
、

上
達
が
分
か
る
も
の
が
良
い
。

　

さ
ら
に
、
他
の
タ
イ
ピ
ン
グ
ソ
フ

ト
を
小
出
し
に
す
る
こ
と
で
、
子
供

の
熱
中
が
継
続
す
る
。「
す
し
打
」

「m
yT

yping

」「
タ
イ
ピ
ン
ガ
ー

Z
」
な
ど
を
取
り
入
れ
る
。

三
年
間
計
画

　

四
月
か
ら
タ
イ
ピ
ン
グ
だ
け
や
れ

ば
良
い
わ
け
で
は
な
い
。
学
級
の

ル
ー
ル
、
授
業
中
の
使
い
方
な
ど
も

指
導
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

一
年
を
見
通
し
て
、
い
つ
ど
ん
な

手
立
て
を
取
る
と
良
い
の
か
を
ま
と

め
た
（
左
図
）。

に
し
た
。
一
目
で
分
か
る
の
で
意
欲

が
向
上
す
る
（
左
図
）。

②
　
一
分
間
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る

Google

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
一
分
間

で
五
十
音
順
に
文
字
を
入
力
す
る
。

共
同
編
集
に
す
る
こ
と
で
、
他
の
子

と
自
分
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ク
ラ
ス
全
体
が
一
目
で
分
か
る
。
見

ら
れ
る
と
い
う
緊
張
場
面
が
、
や
る

気
向
上
に
つ
な
が
る
。（
左
図
）

一
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る

①
　
毎
日
触
る
時
間
を
つ
く
る

　

毎
回
、
朝
学
習
の
五
分
間
は
タ
イ

ピ
ン
グ
を
行
う
。
も
っ
と
練
習
を
し

た
い
子
も
い
る
。
私
は
次
の
時
間
に

も
タ
イ
ピ
ン
グ
の
許
可
を
出
し
た
。

朝
の
支
度
後
、
休
み
時
間
、
給
食
後
、

放
課
後
、
テ
ス
ト
の
後
な
ど
の
隙
間

時
間
だ
。
意
欲
的
に
取
り
組
む
子
は

ぐ
ん
ぐ
ん
上
達
し
て
い
く
。

②
　
学
級
の
ル
ー
ル
を
つ
く
る

　

タ
イ
ピ
ン
グ
の
時
間
を
増
や
す
こ

と
は
重
要
で
あ
る
が
、
導
入
時
期
に

は
注
意
が
必
要
だ
。
Ｇ
Ｗ
明
け
か
ら

導
入
す
る
。
休
み
時
間
に
は
、
次
の

授
業
の
し
た
く
や
係
活
動
が
あ
る
。

四
月
に
学
級
の
ル
ー
ル
、
休
み
時
間

や
給
食
時
間
の
過
ご
し
方
を
定
着
さ

せ
る
。
そ
の
後
、
タ
イ
ピ
ン
グ
を
導

入
す
る
方
が
学
級
が
安
定
す
る
。

　

ク
ラ
ス
の
実
態
に
応
じ
て
ル
ー
ル

が
必
要
に
な
る
。
私
の
ク
ラ
ス
は
、

「
授
業
準
備
を
し
て
、
外
に
行
け
な

い
休
み
時
間
は
使
用
可
能
」
と
い
う

ル
ー
ル
に
し
た
。

二
や
る
気
を
引
き
出
す

①
　
進
捗
状
況
を
掲
示
す
る

　

メ
イ
ン
の
タ
イ
ピ
ン
グ
ソ
フ
ト
を

掲
示
に
活
用
す
る
。Jam

board

の

付
箋
を
使
っ
て
進
捗
が
分
か
る
よ
う

ぐんぐん上達す
る！　年間を見
通したタイピン
グ指導術
タイピングが上達するポ
イントや環境づくりにつ
いて、実践をもとに紹介
する。

静岡県裾野市立富岡第一小学校

橋
はし

本
もと

諒
りょう

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

※ 「キーボー島アドベンチャー」より
http://trial.kb-kentei.net/
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け
に
聞
こ
え
る
声
で
褒
め
れ
ば
良

か
っ
た
。
ク
ラ
ス
全
体
に
言
う
。「
当

た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
に
で
き

る
こ
と
は
、
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
」

　

言
っ
て
い
る
本
人
も
意
味
が
分
か

ら
な
か
っ
た
が
、
何
か
し
ら
言
い
た

か
っ
た
。
太
郎
君
の
味
方
に
な
り
た

か
っ
た
。

　

秋
。
太
郎
君
は
笑
顔
が
増
え
た
。

授
業
で
も
よ
く
発
表
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
黒
板
に
代
表
と
し
て
答
え

を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。

『
新
版 

学
級
を
組
織
す
る
法
則
』

（
向
山
洋
一
著　

学
芸
み
ら
い
社
）

に
、
次
の
文
が
あ
る
。
ク
ラ
ス
の
し

く
み
に
つ
い
て
だ
。

　

最
初
の
三
日
間
で
作
り
上
げ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
Ｐ
２

　

作
る
、で
は
な
い
。「
作
り
上
げ
る
」

の
だ
。
ク
ラ
ス
の
し
く
み
は
黄
金
の

三
日
間
で
作
り
上
げ
る
。
同
時
に
、

“
気
に
な
る
あ
の
子
”
へ
は
「
ゆ
っ

た
り
と
温
か
い
気
持
ち
」
で
対
応
す

る
。
慌
て
な
い
。

任
が
あ
せ
っ
て
は
い
け
な
い
。

　

四
月
す
ぐ
に
、
太
郎
君
が
落
ち
着

く
わ
け
が
な
い
。
今
ま
で
、
た
く
さ

ん
叱
ら
れ
て
き
た
の
だ
。
今
ま
で
、

た
く
さ
ん
失
敗
体
験
を
し
て
き
た
の

だ
。
担
任
が
変
わ
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
す
ぐ
に
太
郎
君
が
変
化
す
る
わ

け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
、
褒
め
て
褒

め
て
褒
め
て
、
信
頼
関
係
を
つ
く
る

こ
と
が
大
事
だ
。
信
頼
関
係
は
一
朝

一
夕
で
生
ま
れ
な
い
。
向
山
先
生
の

言
葉
を
読
み
な
が
ら
、
指
針
を
立
て

た
。

　

そ
し
て
、
授
業
開
き
。
太
郎
君
は
、

机
に
伏
せ
る
。
小
さ
な
声
で
「
太
郎

君
」
と
声
を
か
け
た
。
反
応
な
し
。

ノ
ー
ト
の
端
を
食
べ
始
め
る
。「
鉛

筆
、
持
て
ま
す
か
？
」
と
聞
い
た
。

こ
く
り
と
頷
く
。
鉛
筆
を
持
っ
た
。

嬉
し
く
て
、
思
わ
ず
「
偉
い
ぞ
！
」

と
大
き
な
声
で
言
っ
て
し
ま
っ
た
。

近
く
に
い
た
次
郎
君
が
「
当
た
り
前

じ
ゃ
ろ
う
！
」
と
言
う
。「
う
る

せ
ぇ
！
」
と
太
郎
君
が
キ
レ
る
。
私

が
悪
い
。
小
さ
な
声
で
、
太
郎
君
だ

　

四
月
。
学
級
開
き
の
準
備
を
い
く

ら
し
て
も
、
不
安
に
な
る
。
期
待
は

あ
る
が
、
不
安
も
あ
る
。
太
郎
君
と

う
ま
く
い
く
だ
ろ
う
か
、
花
子
さ
ん

は
反
発
し
て
こ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

不
安
な
と
き
こ
そ
、
指
針
が
必
要

だ
。
私
は
毎
年
、
向
山
洋
一
氏
の
言

葉
を
ノ
ー
ト
に
書
い
て
い
る
。

　

T
O

SS-SN
S W

orkPlace

に
向

山
氏
が
書
い
た
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

「
楽
し
い
授
業
を
楽
し
そ
う
に
す

る
」

「
ほ
ん
の
さ
さ
や
か
な
前
進
を
心
か

ら
喜
べ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」

「
ゆ
っ
た
り
と
温
か
い
気
持
ち
で
問

題
の
子
供
に
対
応
す
る
の
で
す
」

　

読
ん
で
い
る
と
、
自
然
と
心
が
落

ち
着
く
。

「
あ
せ
ら
な
い
こ
と
」
と
あ
る
。
担

４月、 
学級開きの準備

クラスの仕組みは、黄金
の３日間で作り上げる。気
になるあの子へはゆった
りと温かい気持ちで対応
する。

山口県下関市立清末小学校

林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

学級経営の極意極意・
子供たちのドラマドラマ

有段者が教える！
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た
だ
い
た
学
び
や
コ
メ
ン
ト
を
参
照

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

成
果
・
課
題
の
デ
ー
タ
保
管

　

授
業
研
究
会
で
成
果
や
課
題
が
明

ら
か
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
成
果

や
課
題
を
引
き
継
ぐ
の
は
難
し
い
。

記
録
ノ
ー
ト
の
保
管
は
ス
ペ
ー
ス
を

取
る
し
、
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
考
察
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
し
た
。

　

い
つ
で
も
成
果
や
課
題
を
参
照
で

き
る
。
板
書
写
真
を
集
め
て
、
デ
ー

タ
保
管
で
き
る
の
も
強
み
だ
。

２　

成
果
・
課
題
の
デ
ー
タ
保
管

１　

協
議
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

　

研
究
授
業
後
に
行
う
協
議
会
。
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
紙
の
模
造
紙

を
用
意
し
、
付
箋
を
貼
っ
た
り
、
ペ

ン
で
書
き
込
ん
だ
り
し
て
い
た
。
協

議
後
に
残
る
紙
の
模
造
紙
を
ど
う
す

る
か
。
せ
っ
か
く
書
い
て
い
た
だ
い

た
の
で
捨
て
る
の
は
忍
び
な
い
が
、

大
き
く
て
保
管
す
る
場
所
が
な
い
。

　

そ
こ
で
模
造
紙
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
っ
て
、
協
議
後
に

残
る
大
き
な
紙
の
模
造
紙
が
出
な
く

な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
い
つ
で
も
い

１　

協
議
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

【
本
コ
ー
ナ
ー
の
趣
旨
】

　

現
場
で
す
ぐ
に
使
え
る
ア
プ
リ
を

紹
介
す
る
こ
と
が
本
コ
ー
ナ
ー
の
趣

旨
で
あ
る
。

情
報
を
も
っ
て
い
る
の
は
「
人
」

　

ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
流
れ
て
く
る

ア
プ
リ
情
報
は
玉
石
混
交
で
あ
る
。

　

使
っ
て
み
た
い
と
は
思
う
。
だ
が
、

使
っ
て
み
て
、
操
作
方
法
を
理
解
す

る
た
め
の
時
間
が
も
っ
た
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、

使
っ
て
み
た
「
人
」
の
情
報
が

ほ
し
い
。

　

と
り
わ
け
、「
使
っ
て
み
た
人
の

実
感
」
が
知
り
た
い
。「
使
っ
て
み

た
人
の
実
感
」
の
有
無
が
、
情
報
の

質
を
規
定
す
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
連
載
で
は
、「
使

え
る
実
感
の
あ
る
ア
プ
リ
」
を
毎
月

紹
介
し
て
い
き
た
い
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

今月のアプリ
「Googleアプリ」

校内研究を紙からICTに移
行する。

神奈川県横浜市立高田小学校

水
みず

本
もと

和
かず

希
き

時間短縮の仕事術仕事術
仕事に役立つこのアプリ！

　考察をGoogle Formsで作る。
　(Googleドライブで板書写真も保管可)

協議シートをJamboardで作る。

今月のアプリ： 
Jamboard・Google Forms
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説
、
調
べ
た
内
容
を
、
分
野
ご
と
に
、

で
き
れ
ば
重
要
度
の
高
い
順
に
配
置

し
て
い
く
。
こ
う
す
れ
ば
全
体
構
造

的
な
も
の
に
近
付
い
て
い
く
。

　

主
張
点
は
、
調
べ
た
内
容
の
中
で
、

今
回
の
授
業
に
最
も
関
係
す
る
も
の

を
入
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
も
の
は
授

業
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
扱
っ
て

い
く
。

　

モ
デ
ル
と
し
て
左
図
を
示
す
。

範
囲
が
格
段
に
広
が
る
だ
ろ
う
。

　

調
べ
た
ら
整
理
を
し
て
ほ
し
い
。

こ
れ
を
せ
ず
に
、
た
だ
調
べ
た
こ
と

を
並
べ
る
だ
け
で
は
、
教
材
研
究
集

と
な
っ
て
し
ま
う
。
尺
度
ご
と
に
調

べ
て
、
そ
こ
に
考
察
を
入
れ
る
と
、

な
お
良
く
な
っ
て
く
る
。
調
べ
て
い

く
過
程
で
、
自
分
が
知
ら
な
か
っ
た

内
容
に
行
き
着
く
こ
と
も
あ
る
し
、

授
業
の
レ
ベ
ル
も
高
ま
っ
て
く
る
。

　

指
導
案
に
配
置
す
る
場
合
は
「
生

理
学
」「
運
動
学
」「
生
物
学
」「
歴

史
学
」
等
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
く
く
っ

て
み
る
。
こ
う
し
て
い
く
つ
か
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
活
用
と
い
う
こ
と
で
、「
医

療
・
福
祉
分
野
」「
デ
ザ
イ
ン
分
野

（
建
築
・
衣
類
な
ど
）」「
芸
術
・
文

学
分
野
」「
経
済
分
野
」「
食
料
分
野
」

な
ど
で
、
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て

い
る
か
を
ま
と
め
て
み
る
。

　

こ
れ
ら
の
ま
と
め
た
も
の
を
紙
面

に
配
置
し
て
み
る
が
、
こ
れ
も
で
き

れ
ば
流
れ
を
意
識
し
た
い
。
テ
ー
マ

か
ら
始
ま
り
、
主
張
点
、
研
究
の
仮

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
の
指
導

案
は
、
学
校
で
使
わ
れ
る
一
般
的
な

指
導
案
と
は
趣
を
異
に
し
、
調
べ
る

密
度
が
か
な
り
濃
い
。

　

し
か
し
、
濃
い
指
導
案
の
一
部
に

は
、
調
べ
た
こ
と
を
全
て
羅
列
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
教
材
研
究
集
」
に
な
っ

て
い
る
も
の
も
あ
る
。
指
導
案
は
ロ

ジ
カ
ル
に
記
し
、
そ
れ
ら
を
基
に
全

体
構
造
図
に
も
挑
戦
し
た
い
。

　

私
は
、
次
の
よ
う
な
手
順
で
書
く
。

今
回
は
、
具
体
例
と
し
て
、
テ
ー
マ

を
「
イ
ン
セ
ク
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」

と
す
る
。
仮
説
は
「
昆
虫
を
科
学
的

に
研
究
し
活
用
す
れ
ば
、
生
活
が
豊

か
に
な
る
」
と
す
る
。
こ
の
仮
説
を

証
明
す
る
た
め
に
調
べ
て
い
く
が
、

闇
雲
に
調
べ
て
は
時
間
を
浪
費
す
る
。

尺
度
ご
と
に
調
べ
る
。
紙
幅
の
関
係

上
、
仮
説
の
「
科
学
的
に
研
究
し
活

用
す
る
」
部
分
の
尺
度
を
示
す
。

　

例
え
ば
、「
医
療
と
昆
虫
」「
建
築

と
昆
虫
」
と
い
う
具
合
に
「
医
療
」

や
「
建
築
」
と
い
う
昆
虫
と
は
関
係

性
が
な
い
と
思
わ
れ
る
尺
度
で
調
べ

て
み
る
の
だ
。
他
に
も
「
食
料
」
や

「
文
学
」「
運
動
」
な
ど
、
尺
度
と
な

る
も
の
は
数
多
く
あ
る
の
で
、
ご
自

身
で
ぜ
ひ
と
も
考
え
て
ほ
し
い
。
こ

れ
ら
の
尺
度
を
最
低
で
も
三
〇
は
整

え
て
ほ
し
い
。
こ
の
尺
度
は
、
他
の

テ
ー
マ
で
も
応
用
可
能
で
、
調
べ
る

研究のテーマ
昆虫を科学的に研究すれば生活が豊かになる

種類 地域

昆虫の概要 生物学医療分野 美術分野

食料分野 教育分野

環境分野

運動学

地政学 歴史分野

経済的に健康的に

経済学

福祉的に 将来的に

文芸分野

生理学

単元計画

課題

本時の流れ

文献

TOSS授業技量検定

指　導　案

指導案は 
ロジカルに書く
テーマについて仮説を立て、
それを証明する内容を尺度を
もって調べ、整理する。調べ
た内容を重要度の高い順に並
べ配置する。全体構造図にも
活用できる。

関西外国語大学教授 

松
まつ

﨑
ざき

 力
つとむ



61 2023. 4

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
南み

な
み

舞ま
　い衣

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：谷岡聡美

校
外
学
習
の
バ
ス
の
中
で

映
画
や
音
楽
を
流
し
て
も
よ
い
か

　
校
外
学
習
の
バ
ス
の
中
で
映
画

や
音
楽
を
流
す
の
は
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
レ
ン
タ
ル
し
た
も
の

と
教
師
が
購
入
し
た
も
の
で
は
違

う
の
で
し
ょ
う
か
。

つ
い
て
は
、
文
科
省
で
ま
と
め
て
使
用

料
を
支
払
い
す
る
と
い
う
制
度
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
届
け
出
等
が

一
切
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
著
作
権

法
違
反
に
な
ら
な
い
よ
う
な
手
立
て
を

講
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
バ
ス
内
の
よ
う
に
、
授
業
や

教
科
書
を
離
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
は

著
作
権
法
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
は

控
え
た
方
が
い
い
で
す
。

　

借
り
て
き
た
も
の
や
自
分
で
録
画
・

購
入
し
た
も
の
を
個
人
で
楽
し
む
こ
と

は
著
作
権
侵
害
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
バ
ス
の
中
で
映
画
や
音
楽
を
流

す
の
で
あ
れ
ば
、
個
人
と
し
て
の
枠
を

超
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
著
作
権
侵

害
、
著
作
権
法
違
反
に
な
り
ま
す
。

　

著
作
権
法
違
反
に
な
っ
た
場
合
、
ま

ず
、
一
つ
め
に
は
売
上
が
生
じ
て
い
る

も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
売
上
全
額
が
賠

償
請
求
の
対
象
と
な
る
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
著
作
権
法
違
反
は

一
つ
の
犯
罪
で
す
の
で
、
刑
事
上
の
責

任
も
生
じ
ま
す
。
た
だ
し
、
お
金
の
や

り
取
り
が
な
い
著
作
権
法
違
反
に
つ
い

て
は
、
事
件
と
し
て
は
重
く
処
罰
さ
れ

る
と
い
う
例
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
ま
で
は
気
に
す
る
必
要
は
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
両
手
挙
げ

て
、
や
っ
た
ら
良
い
と
は
言
え
ま
せ
ん

の
で
、
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

　

遊
園
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
行
く
た

め
に
年
休
を
取
ろ
う
と
し
た
ら
、
学

年
主
任
か
ら
「
そ
ん
な
理
由
で
年

休
を
取
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
厳

し
く
注
意
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
理
由
で
年
休
を
取
っ
て
は
い

け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

著
作
権
法
上
、
教
育
に
つ
い
て
は
一

定
程
度
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
あ
く
ま
で
も
教
科
書
を
素
材
に

し
て
使
う
こ
と
に
つ
い
て
著
作
権
法
違

反
に
は
な
ら
な
い
だ
け
で
す
。

　

で
す
か
ら
個
人
で
手
配
し
た
も
の
を

仮
に
授
業
の
た
め
に
使
う
と
し
て
も
、

全
て
許
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
著
作
権
が
あ
る
も
の
に
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黒
板
に
「
き
ゃ
　
き
ゅ
　
き
ょ
」
と
書
く
。

そ
し
て
指
示
。「
こ
の
音
を
使
っ
た
日
本
の

言
葉
を
三
つ
ず
つ
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
」

「
書
け
た
ら
黒
板
に
書
き
に
来
な
さ
い
」

最
初
は
誰
に
で
も
で
き
る
「
入
口
」
だ
。
あ

る
年
に
は
、
知
的
障
害
児
が
黒
板
に
書
い
た
。

そ
の
姿
を
見
た
母
親
は
涙
が
出
た
と
い
う
。

続
い
て
「
し
ゃ
　
し
ゅ
　
し
ょ
」
と
書
く
。

こ
こ
で
、
様
子
見
だ
っ
た
女
子
や
、
慎
重
な

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
子
も
板
書
に
来
る
。

何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
見
通
し
が
立
つ
の
だ
。

と
こ
ろ
が
、
次
の
「
ひ
ゃ
　
ひ
ゅ
　
ひ
ょ
」

で
、
授
業
が
変
化
す
る
。「
ひ
ゅ
」
が
出
な
い

の
だ
。
そ
ん
な
時
、
勉
強
の
苦
手
な
子
供
が

「
ひ
ゅ
う
ひ
ゅ
う
」「
日
向
」
等
、
思
い
つ
く
言

葉
を
言
っ
て
正
解
す
る
。

で
き
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
子
が
見
直
さ
れ

る
「
逆
転
現
象
」
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
「
み
ゃ
　
み
ゅ
　
み
ょ
」
と
書
く
と
、

教
室
中
か
ら
悲
鳴
に
似
た
声
が
上
が
る
。
し
か

し
、
子
供
は
熱
中
し
て
ノ
ー
ト
に
向
か
っ
て
い

く
。
こ
う
し
て
「
授
業
と
は
楽
し
い
も
の
な
の

だ
」
と
い
う
概
念
が
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
る
。

あ
る
子
は
「
今
ま
で
も
学
校
は
楽
し
か
っ
た

け
ど
、
今
年
は
授
業
も
楽
し
い
」
と
述
べ
た
。

し
か
し
「
み
ゅ
」
は
出
な
い
。「
六
年
生
が

寄
っ
て
た
か
っ
て
も
出
ま
せ
ん
か
」
と
教
師
に

あ
お
ら
れ
、
子
供
は
必
死
に
考
え
る
。「
お
家

の
人
と
相
談
し
て
」
と
言
う
と
、
勢
い
よ
く

立
っ
て
親
に
助
け
を
求
め
に
ゆ
く
。

そ
れ
で
も
分
か
ら
ず
授
業
は
時
間
切
れ
。

「
終
わ
り
ま
す
」
と
告
げ
る
と
「
え
ー
！
」
の

大
合
唱
。
そ
し
て
、
家
庭
で
祖
父
母
に
ま
で
聞

き
、
辞
書
や
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
て
調
べ
上
げ
る
。

以
上
の
姿
を
見
て
「
今
年
の
わ
が
子
は
違

う
」
と
、
保
護
者
も
ま
た
意
識
が
変
わ
る
。

子
供
が
変
容
す
る
四
月
に
最
適
の
実
践
だ
。

この向山実践を追試追試しよう
～誰でもできる追試手順

子供熱中 教室激変！

〈
参
考
〉  『
新
書
版
向
山
洋
一
全
集
第
８
巻
』（
東
京
教
育
技
術
研

究
所
）

「
五
十
音
図
」
の
授
業
は
、
向
山
氏
が
二

年
生
に
授
業
し
た
実
践
で
あ
る
。

日
本
語
の
音
の
数
、
続
い
て
五
十
音
図

が
い
つ
作
ら
れ
た
か
を
問
う
。
そ
し
て

「
あ
さ
が
お
さ
い
た
よ
　
あ
い
う
え
お
」

な
ど
五
十
音
を
使
っ
た
文
章
を
作
ら
せ
て

終
え
る
の
が
一
時
間
目
。
二
時
間
目
に
、

「
ひ
ゅ
」「
み
ゅ
」
な
ど
が
つ
く
日
本
語
を

探
さ
せ
る
。

本
稿
で
は
、
二
時
間
目
の
授
業
展
開
に

つ
い
て
詳
し
く
ふ
れ
る
。

氏
は
こ
の
授
業
を
、
教
師
や
学
生
が
多

く
参
観
し
た
「
公
開
参
観
日
」
で
実
施
し

た
。
大
人
も
熱
中
す
る
の
で
「
何
年
生
で

実
施
し
て
も
よ
い
」
と
書
い
て
い
る
。

長
野
県
伊
那
市
立
富
県
小
学
校

原は
ら

良り
ょ
う

平へ
い

初
め
て
の
参
観
日
に
教
室
全
体
が
熱
中
す
る

「
五
十
音
図
」の
授
業

熱
中
の
授
業
を
仕
掛
け
る
こ
と
で
「
子
供
が
挑
戦
し
」「
授
業
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
」「
保

護
者
が
わ
が
子
を
見
違
え
る
」。
向
山
実
践
で
子
供
の
変
容
を
後
押
し
し
よ
う
。
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Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
知
財
へ
の
依
頼
と
心
得
る

向
山
洋
一
氏
は
じ
め
優
れ
た
先
達
が
営
々
と
築
き
上
げ
て
下
さ
っ
た
知
財
を
継
承
し
、
一
ミ
リ

で
も
発
展
さ
せ
て
次
世
代
に
受
け
渡
し
た
い
。

　

昼
過
ぎ
に
着
信
。
宮
城
県
某
自
治
体
の
教
育

長
氏
か
ら
で
あ
る
。
三
月
に
自
治
体
を
挙
げ
て

行
う
研
修
会
の
講
師
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
。

　

新
た
に
二
点
依
頼
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
今

回
の
み
な
ら
ず
今
後
数
年
間
に
わ
た
っ
て
講
師

を
務
め
て
ほ
し
い
。
も
う
一
つ
は
、
そ
の
事
業

に
あ
た
り
、
自
治
体
内
の
小
中
学
校
教
諭
と
長

谷
川
と
の
懇
親
会
を
も
ち
た
い
の
で
、
三
月
は

宿
泊
し
て
ほ
し
い
。
三
〇
代
、
宮
城
県
生
徒
指

導
大
会
に
二
年
連
続
で
登
壇
し
た
。
こ
の
教
育

長
氏
は
そ
の
時
校
長
と
し
て
参
加
し
て
い
た
の

だ
そ
う
だ
。
長
谷
川
の
話
を
聞
い
て
、
い
つ
か

必
ず
自
身
で
も
招
く
と
決
め
た
の
だ
と
言
う
。

　

こ
う
い
う
ご
縁
は
大
切
だ
。
よ
っ
て
、
ど
ち

ら
も
承
っ
た
。
担
当
指
導
主
事
と
打
ち
合
わ
せ

を
し
て
電
話
を
切
る
と
、
メ
ー
ル
が
入
っ
た
。

　

今
度
は
、
新
潟
県
某
自
治
体
の
学
校
教
育
課

か
ら
で
あ
る
。
指
導
主
事
氏
か
ら
、
講
演
依
頼

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
年
度
は
こ
ち
ら
の
都

合
が
つ
か
な
か
っ
た
た
め
、
来
年
度
一
学
期
に

出
向
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
講
演
内
容

の
確
認
等
が
主
で
あ
っ
た
。

　

お
会
い
し
た
こ
と
は
な
い
。『
長
谷
川
博
之

の
「
学
級
通
信
」
３
６
５
日
全
記
録
』（
学
芸

み
ら
い
社
）
を
読
み
、
連
絡
を
い
た
だ
い
た
。

■
（
略
）
し
か
も
、
授
業
が
う
ま
い
先
生
は
学

級
通
信
も
だ
し
て
い
ま
し
た
。
学
年
通
信
の
他

に
学
級
通
信
を
だ
し
て
い
た
の
で
す
。
こ
う
し

た
姿
を
目
に
し
た
時
に
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。「
中
学
校
の
先
生
が
こ
ん
な
ふ
う
に
学
級

通
信
を
だ
し
た
な
ら
小
学
校
の
先
生
は
か
な
わ

な
い
か
も
し
れ
な
い
な
」
と
。
私
自
身
、
あ
る

意
味
、
学
級
通
信
は
小
学
校
の
先
生
の
特
権
の

よ
う
に
お
も
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

「
中
学
校
の
先
生
は
学
級
通
信
を
頻
繁
に
出
す

こ
と
は
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
よ
う
な

思
い
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
中

学
校
の
先
生
の
う
ま
い
授
業
や
通
信
を
目
に
す

る
な
か
で
中
学
校
の
先
生
が
こ
こ
ま
で
や
っ
た

ら
小
学
校
の
先
生
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
だ
ろ

う
な
と
思
う
に
至
り
ま
し
た
。
な
に
せ
相
手
に

し
て
い
る
の
が
大
人
に
近
い
子
ど
も
た
ち
で
す

か
ら
。
そ
う
し
た
中
、
長
谷
川
先
生
の
３
６
５

日
の
通
信
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
、
本
当
に

驚
き
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
や
る
の
か
と
い
う
の

が
正
直
な
感
想
で
す
。
■

　

こ
の
よ
う
な
思
い
を
抱
か
れ
、
わ
ざ
わ
ざ
連

絡
を
く
だ
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
応
え
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
公
的
機
関
か
ら
の
仕
事
の
依

頼
も
年
々
増
え
て
い
る
。
私
自
身
へ
の
依
頼
で

あ
る
と
は
思
わ
な
い
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
知
財
に
対

し
て
の
依
頼
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
看
板
を
汚

さ
ぬ
よ
う
き
っ
ち
り
職
責
を
果
た
し
た
い
。

実践日誌圧倒的圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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谷
たに

和
かず

樹
き

て
、
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
が
あ
っ
た
せ
い
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。

考
え
て
み
れ
ば
、「
四
五
分
ま
た

は
五
〇
分
」
ス
パ
ン
の
研
究
会
は
こ

の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
。

三　

時
間
区
分
を
確
定
し
た
検
討

授
業
を
考
え
る
時
に
は
、
い
く
つ

か
の
時
間
区
分
が
あ
る
。

大
ま
か
に
い
っ
て
、
私
た
ち
が
こ

れ
ま
で
に
取
り
組
ん
で
き
た
授
業
検

討
に
は
次
の
よ
う
な
時
間
区
分
が
あ

る
。①　

三
〇
秒
〜
一
分

②　

五
〜
七
分
間

③　

一
〇
〜
一
二
分

④　

一
五
分
〜
二
〇
分

⑤　

四
五
分
（
五
〇
分
）

⑥　

小
単
元
〜
大
単
元

そ
れ
ぞ
れ
、
す
べ
て
授
業
検
討
の

目
的
や
ポ
イ
ン
ト
が
異
な
る
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
授
業
が
全
部
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。

五
〜
一
〇
分
程
度
の
模
擬
授
業
に

何
度
も
挑
戦
し
、
少
し
腕
を
上
げ
て

き
た
若
手
に
、
そ
う
し
た
傾
向
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。

具
体
的
に
は
、
教
室
で
子
供
た
ち

に
一
時
間
（
四
五
〜
五
〇
分
）
の
授

業
を
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。

例
え
ば
次
の
よ
う
な
指
示
が
や
た

ら
多
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
い
う
。

お
隣
と
相
談
し
な
さ
い
。

確
か
に
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
模
擬
授
業

で
こ
の
指
示
は
よ
く
使
う
。

し
か
し
五
分
の
模
擬
授
業
で
使
う

場
合
と
、
四
五
分
の
授
業
と
で
は
、

そ
の
頻
度
も
、
使
用
場
面
の
組
み
立

て
も
異
な
る
は
ず
だ
。

そ
う
し
た
検
討
を
抜
き
に
、
覚
え

た
指
示
を
機
械
的
に
連
発
し
て
い
る

と
、
四
五
分
の
授
業
に
忙
し
さ
や
違

和
感
を
感
じ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

は
十
分
に
あ
り
得
る
。
お
話
を
伺
っ

一　
「
緩
急
」
と
は
何
か

次
に
「
緩
急
」
を
取
り
上
げ
る
。

緩
急
と
は
「
ゆ
っ
く
り
」
と
「
は

や
く
」
と
い
う
意
味
だ
。

そ
れ
な
ら
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
キ
ル
⑤

「
リ
ズ
ム
・
テ
ン
ポ
」
が
あ
る
じ
ゃ

な
い
か
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
確

か
に
「
リ
ズ
ム
・
テ
ン
ポ
」
と
関
係

は
あ
る
。

た
だ
、「
リ
ズ
ム
・
テ
ン
ポ
」
の

ほ
う
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
「
ス

ピ
ー
ド
感
」
を
強
調
し
て
い
る
。

次
の
よ
う
に
書
い
た
通
り
だ
。

上
手
い
授
業
は
速
い
。

下
手
な
授
業
は
の
ろ
い

こ
れ
は
こ
れ
と
し
て
真
実
で
は
あ

る
。
し
か
し
、「
た
だ
速
け
れ
ば
い

い
」
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。

二　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
授
業
は
細
切
れ
？

二
〇
二
三
年
一
月
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
冬
合

宿
で
の
こ
と
で
あ
る
。

向
山
行
雄
氏
か
ら
講
演
で
ご
指
導

い
た
だ
い
た
。

簡
単
に
言
う
と
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
授
業
が
細
切
れ
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
だ
。

授業のベーシックス
キル９
「緩急」⑴
授業にはスピード感が必要だ。
それは間違いない。しかし１
時間単位で考えた場合、ただ
テンポが速いだけでは学習が
成立しにくい。ゆったりと取
り組ませる場面もなければな
らない。

授業の
ベーシックスキル
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授
業
に
何
度
救
わ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
学
級
崩
壊
の
ク
ラ
ス
を
担
任
し
た
時
、
い
ろ

い
ろ
な
対
策
を
と
っ
た
。
百
人
一
首
も
し
た
。

チ
ャ
レ
ラ
ン
も
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
は
効
果
が

あ
っ
た
が
、
子
供
が
確
実
に
変
わ
っ
た
の
は
授

業
だ
っ
た
。

　
六
年
の
理
科
。
最
初
の
授
業
は
「
物
の
燃
え

方
」。
ろ
う
そ
く
の
火
に
集
気
び
ん
を
か
ぶ
せ

た
。
火
は
消
え
た
。
子
供
た
ち
は
、「
当
た
り

前
だ
ろ
う
」
と
つ
ま
ら
な
い
顔
を
し
た
。
次
の

実
験
、
今
度
は
図
の
よ
う
な
実
験
を
し
た
。

　
火
は
燃
え
続
け
る

と
い
う
考
え
に
賛
成

す
る
な
か
、
少
数
だ

が
消
え
る
と
い
う
子

が
い
た
。
実
験
を
す

る
と
火
は
消
え
た
。
教
室
に
か
す
か
な
驚
き
が

あ
っ
た
。

　
燃
え
続
け
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い

で
す
か
。
席
を
立
っ
て
も
い
い
か
ら
、
友
達
と

相
談
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　
ノ
ー
ト
に
図
を
描
い
て
持
っ
て
き
な
さ
い
。

　
た
く
さ
ん
の
子
が
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
き
た
。

　
こ
の
日
か
ら
子
供
た
ち
は
徐
々
に
変
わ
っ
て

い
っ
た
。
学
級
開
き
か
ら
一
週
間
め
の
出
来
事

だ
っ
た
。

　
子
供
を
変
え
る
の
は
授
業
な
ん
だ
。

　
一
日
に
一
時
間
で
い
い
か
ら
、
子
供
た
ち
が

熱
中
す
る
授
業
を
し
よ
う
。

　
そ
の
た
め
に
、
一
日
の
多
く
を
授
業
の
準
備

に
費
や
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　
も
う
三
〇
年
も
前
の
出
来
事
で
あ
る
が
、
そ

の
後
の
私
の
人
生
を
変
え
る
大
き
な
出
来
事

だ
っ
た
。

　
授
業
へ
の
追
究
は
現
役
を
引
退
し
た
後
も
続

い
た
。
T
O
S
S
授
業
技
量
検
定
が
大
き
な
飛

躍
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
。

　
二
〇
〇
四
年
、
五
段
を
い
た
だ
い
た
後
、
三

度
六
段
に
挑
戦
し
た
が
留
め
置
き
だ
っ
た
。

　
こ
れ
は
今
ま
で
の
生
活
を
変
え
な
い
と
六
段

に
は
な
れ
な
い
な
。

　
そ
う
覚
悟
し
て
、
月
一
回
、
年
に
一
〇
回
、

地
元
で
「
松
藤
司
の
授
業
づ
く
り
講
座
」
を
開

催
し
た
。

①
　
模
擬
授
業
の
テ
ー
マ
を
指
定
す
る
。

②
　
学
習
指
導
案
を
書
く
。

③
　
模
擬
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
を
つ
く
る
。

　
こ
の
条
件
で
参
加
者
を
募
集
し
た
。
数
人
集

ま
っ
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
は
増
え
て
い
っ
た
。

　
こ
の
講
座
は
二
〇
二
二
年
で
一
〇
年
を
迎
え

た
。
私
は
二
〇
一
九
年
に
六
段
、
二
〇
二
二
年

に
七
段
に
昇
段
し
た
。
今
で
は
授
業
を
つ
く
る

こ
と
が
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
。

　
授
業
に
生
き
る

学
級
崩
壊
か
ら
脱
出
す
る
に
は
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
す
る
以
外
に
道
は
な
い
。

N
P
O
教
師
と
子
ど
も
の
支
援
活
動
理
事
長

松ま
つ

藤ふ
じ

司つ
か
さ

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

私の
教師道
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辿
る
旅
か
ら
残
す
旅
へ

師
弟
で
紡
ぐ
、
可
能
性
へ
の
処
方
箋
。

『師匠向山洋一を追っ
て　―教師修業は果
てしがなく―』
（向山洋一・長谷川博之共著　
騒人社）

吉よ
し

永な
が

順じ
ゅ
ん

一い
ち

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本

１　

共
著

向
山
氏
の
「
ま
え
が
き
」
を
読
ん
だ
。

長
谷
川
氏
の
「
あ
と
が
き
」
を
読
ん
だ
。

師
弟
で
紡
ぐ
、
ま
だ
見
ぬ
可
能
性
へ
の
処
方
箋
。

そ
う
受
け
止
め
た
。

二
人
に
し
て
、
あ
れ
ど
も
見
え
ず
の
世
界
へ
の

挑
戦
だ
っ
た
。

す
ぐ
れ
た
教
師
は
知
的
情
熱
を
、
汗
の
し
た
た

り
で
表
現
す
る
。

叡
智
の
一
端
を

良
心
の
一
端
を

勇
気
の
一
端
を

そ
れ
で
も
書
け
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
と
い
う
。

向
山
氏
は
「
私
も
思
い
出
す
」
と
短
く
共
感
す
る
。

２　

師
資
相
承

師
資
と
は
師
と
弟
子
の
こ
と
。

相
承
と
は
技
術
・
精
神
な
ど
が
次
代
の
も
の
に

よ
っ
て
順
々
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
を
い
う
。

古
来
、
武
芸
、
学
問
の
世
界
で
大
事
に
さ
れ
て

き
た
。

『
師
匠
向
山
洋
一
を
追
っ
て
』
を
こ
の
視
点
で
読
む
。

ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
試
し
て
み
る
。
長
谷
川
博

之
氏
は
誓
う
。

「
向
山
実
践
を
正
統
に
継
承
し
て
い
る
と
胸

を
張
る
に
値
す
る
実
践
を
つ
み
あ
げ
る
。」

ど
う
い
う
こ
と
か
。
師
の
実
践
を
、
自
分
の
現

場
で
、
一
か
ら
十
ま
で
実
現
す
る
よ
う
努
め
る
。

つ
ま
み
食
い
は
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

な
ぜ
か
。
向
山
実
践
は
「
群
」
と
し
て
存
在
す

る
。
い
い
と
こ
ど
り
で
は
、
そ
の
場
か
ぎ
り
の
、

一
次
的
な
成
果
で
終
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

師
匠
の
歩
み
を
「
旅
」
に
例
え
る
と
、
師
の
踏

み
残
し
た
足
跡
を
辿
る
旅
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

授
業
者
と
し
て
、
学
級
担
任
と
し
て
、
学
年
主

任
と
し
て
、
教
務
・
研
究
・
生
徒
指
導
の
主
任
と

し
て
師
の
旅
を
自
分
も
辿
る
。

そ
の
過
程
で
、
見
え
ざ
る
世
界
が
見
え
て
く
る
。

そ
れ
は
叡
智
で
あ
り
、
良
心
で
あ
り
、
勇
気
で
あ

ろ
う
。

３　

継
承
の
在
り
方

「
群
」
全
体
を
形
に
す
る
に
は
、
ぶ
れ
な
い
指
針

が
い
る
。
例
外
を
つ
く
ら
な
い
覚
悟
が
い
る
。
ま

た
変
化
を
嫌
う
勢
力
と
の
闘
い
が
待
っ
て
い
る
。

追
い
求
め
る
と
は
、
そ
う
し
た
厳
し
い
場
に
身

を
置
く
こ
と
。
退
路
を
用
意
し
て
い
る
者
に
は
使

え
な
い
言
葉
だ
と
言
い
切
る
。

師
は
何
と
言
っ
て
い
る
か
。

「
向
山
の
歩
い
て
き
た
道
を
、
長
谷
川
が
歩

い
て
く
れ
る
の
は
嬉
し
い
が
、
長
谷
川
は
長

谷
川
の
道
を
歩
い
て
い
く
の
だ
よ
。」

こ
の
本
の
意
味
と
価
値
が
、
継
承
の
在
り
方
と

そ
の
方
向
を
示
し
た
師
匠
の
言
葉
に
で
て
い
る
。

抑
え
た
筆
致
で
書
か
れ
た
本
書
で
、
唯
一
感
情

が
迸
る
箇
所
だ
。
ぐ
っ
と
き
た
。
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
　
A

」

Q 学
級
開
き
で
全
員
を
褒
め
る

褒
め
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
注
目
さ
せ
る
」
だ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
学
級
に
シ
ス
テ
ム
が
浸
透
し
て

き
ま
す
。
学
級
開
き
は
こ
こ
が
重
要
で
す
。

３　

注
目
さ
せ
て
か
ら
褒
め
る

　
褒
め
方
が
弱
い
人
は
、
散
発
的
に
褒
め
て
し

ま
い
ま
す
。
注
目
さ
せ
て
か
ら
褒
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
す
。
授
業
が
う
ま
い
先
生
は
、

「
ち
ょ
っ
と
み
ん
な
聞
い
て
」

と
教
師
に
一
度
注
目
さ
せ
て
か
ら
褒
め
ま
す
。

「
○
○
君
が
こ
う
い
う
行
動
し
て
い
た
の
だ
け

ど
、
見
て
い
た
？
」

の
よ
う
に
、
指
導
す
る
際
に
、
教
師
に
注
目
さ

せ
る
の
が
う
ま
い
の
で
す
。
初
期
の
段
階
で
は
、

注
目
さ
せ
ず
に
褒
め
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

で
も
褒
め
る
こ
と
が
苦
手
な
先
生
は
、

「
○
○
く
ん
す
ご
い
ね
。
○
○
く
ん
す
ご
い
ね
、

○
○
く
ん
す
ご
い
ね
。
み
ん
な
す
ご
い
ね
」

と
や
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
だ
と
、
褒
め
言

葉
が
全
く
効
か
な
く
な
り
ま
す
。
注
目
を
い
か

に
促
す
か
と
い
っ
た
こ
と
は
、実
は
「
褒
め
る
」

前
に
必
要
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
す
。
特
に
黄
金
の

三
日
間
だ
っ
た
ら
と
て
も
効
き
ま
す
。

　
何
か
を
や
る
と
先
生
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の

だ
と
い
う
こ
と
を
、
と
に
か
く
体
験
さ
せ
ま
す
。

先
生
は
良
い
行
動
を
取
り
上
げ
る
人
な
の
だ
と

い
う
こ
と
を
、
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

概
念
を
持
ち
込
ん
だ
の
は
向
山
氏
で
す
。

　
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い
く
こ
と
を
意
識
す

る
上
で
重
要
な
の
は
、
や
は
り
褒
め
言
葉
に
な

り
ま
す
。
例
え
ば
、

「
朝
の
会
の
時
は
こ
の
よ
う
に
や
り
ま
す
」

と
指
導
し
ま
す
。

「
あ
な
た
は
、
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
る
ね
」

と
、
教
え
た
こ
と
が
で
き
て
い
る
子
を
褒
め
る
。

一
人
の
こ
と
を
褒
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
級

に
波
及
し
て
い
き
ま
す
。
褒
め
る
こ
と
の
波
及

効
果
は
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
人

を
褒
め
て
か
ら
、
複
数
に
同
じ
よ
う
な
こ
と
を

や
り
ま
す
。
波
及
効
果
を
ね
ら
う
の
で
す
。
全

員
を
褒
め
、
学
級
全
体
に
波
及
さ
せ
て
い
き
ま

す
。

２　

ど
ん
な
観
点
で
褒
め
て
い
く
の
か

　
も
ち
ろ
ん
い
い
こ
と
を
褒
め
て
い
き
ま
す
が
、

基
本
的
な
流
れ
と
し
て
は
学
級
の
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
守
っ
て
い
る
子
供
を
中
心
に
褒
め
ま
す
。

　
学
級
開
き
を
行
う
上
で
外
せ
な
い
重

要
ポ
イ
ン
ト
や
、
学
級
開
き
を
す
る
際
に

意
識
し
て
指
導
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ
た

ら
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

小こ

嶋じ
ま

悠ゆ
う

紀き

長
野
県
長
野
市
立

通
明
小
学
校

１　

と
に
か
く
全
員
を
褒
め
る
こ
と

黄
金
の
三
日
間
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
三

日
間
中
に
全
員
褒
め
た
い
で
す
ね
。
一
人
一
人

名
前
を
呼
ん
で
褒
め
る
こ
と
が
、
最
も
重
要
に

な
り
ま
す
。
い
か
に
良
い
と
こ
ろ
を
見
付
け
る

の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
す
ご
く
大
切
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。
合
わ
せ
て
、
学
級
と
い
う
の

は
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
機
能
を

し
て
い
き
ま
す
。
教
育
界
に
シ
ス
テ
ム
と
い
う

A

動画
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向む
こ
う

山や
ま

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
教
育
学
部
特
任
教
授

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

新
学
期
ス
タ
ー
ト

諸
準
備
を
す
ま
せ
て
入
学
式
に
駆
け
つ
け
る
。

入
学
式
早
々
か
ら
、
ド
キ
ド
キ
と
し
て
佇
ん

で
い
る
か
も
知
れ
ぬ
。
祝
い
の
当
日
に
そ
う

い
う
親
子
に
気
付
く
こ
と
は
難
し
い
が
、
ど

こ
の
学
校
に
も
一
定
数
は
存
在
し
て
い
る
こ

と
を
胸
の
片
隅
に
で
も
入
れ
て
お
き
た
い
。

二
　
管
理
職
生
活
か
ら
の
退
任

　

四
月
か
ら
敬
愛
大
学
「
特
任
教
授
」
と

な
っ
た
。『
特
任
』
と
名
前
は
偉
そ
う
だ
。

専
任
教
員
で
は
あ
る
が
、
諸
役
御
免
の
隠
居

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
肩
の
荷
が
降
り
た
。

　

大
学
教
師
と
し
て
赴
任
し
て
二
回
目
の
教

授
会
、
運
営
委
員
長
と
し
て
司
会
役
を
務
め

た
。
そ
の
後
、
教
職
セ
ン
タ
ー
長
、
学
科
長
、

学
部
長
と
し
て
一
二
年
間
。
学
部
長
退
職
ま

で
の
大
学
教
師
生
活
は
、
ず
っ
と
諸
会
議
の

司
会
を
務
め
て
き
た
。
お
そ
ら
く
大
小
の
会

　

桜
は
成
長
が
速
い
か
ら
、
平
成
以
降
に
開

校
し
た
新
設
校
で
も
、
結
構
見
栄
え
の
す
る

樹
形
に
な
る
。
新
入
生
の
親
子
は
、
そ
の
桜

を
背
景
に
記
念
撮
影
を
す
る
。

　

昔
か
ら
変
わ
ら
ぬ
小
学
校
入
学
シ
ー
ン
。

子
育
て
を
し
て
き
た
親
に
と
っ
て
小
学
校
入

学
の
喜
び
に
優
る
も
の
は
な
い
。
ラ
ン
ド
セ

ル
を
求
め
、
学
習
机
を
そ
ろ
え
、
学
校
か
ら

教
科
書
を
い
た
だ
く
。
ま
さ
に
、
わ
が
国
の

学
校
教
育
体
系
の
入
口
に
親
子
共
々
立
つ
。

　

シ
ッ
ク
ス
ポ
ケ
ッ
ト
と
言
わ
れ
て
か
ら
久

し
い
。
ラ
ン
ド
セ
ル
の
ブ
ラ
ン
ド
化
も
進
む
。

こ
の
春
入
学
の
、
三
番
目
の
孫
に
買
い
与
え

た
ラ
ン
ド
セ
ル
の
値
段
は
、
私
の
通
勤
カ
バ

ン
の
五
倍
以
上
。
色
も
シ
ッ
ク
で
、
そ
の
ま

ま
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
に
使
え
そ
う
だ
。

　

一
方
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を

購
入
す
る
保
護
者
も
い
る
。
身
寄
り
の
な
い

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
︱
が
、
よ
う
や
く
の
こ
と
で

一
　
桜
咲
い
て
迎
え
る
入
学
式

　

京
都
、
醍
醐
寺
境
内
の
雨
月
茶
屋
で
早
め

の
夕
食
を
す
ま
す
。
夕
暮
れ
の
中
に
、
し
だ

れ
桜
が
姿
を
あ
ら
わ
す
。
閉
門
後
の
寺
の
伽

藍
が
ひ
っ
そ
り
と
し
て
、
私
た
ち
を
迎
え
る
。

　

二
日
後
、
早
朝
の
清
水
寺
へ
。
開
門
前
の

舞
台
か
ら
、
満ま

ん

艦か
ん

飾し
ょ
く

※
の
桜
を
見
下
ろ
す
。

す
ぐ
そ
ば
で
地
元
高
齢
者
の
ラ
ジ
オ
体
操
。

観
光
客
の
い
ぬ
間
の
日
常
と
非
日
常
の
交
錯
。

え
も
い
わ
れ
ぬ
幻
想
の
空
間
に
身
を
置
い
た

桜
を
愛
で
る
京
都
の
旅
。
ま
さ
に
「
そ
う
だ

京
都
、
行
こ
う
」
だ
っ
た
。

　

桜
が
咲
い
て
、
今
年
も
新
入
生
が
校
門
を

く
ぐ
る
。
学
校
建
築
で
は
、
入
学
式
が
「
絵

に
な
る
よ
う
に
」
正
門
付
近
に
桜
を
植
栽
す

る
。
レ
イ
ア
ウ
ト
が
可
能
な
ら
校
庭
隅
に
も

何
本
か
ら
の
桜
を
配
す
る
。

の

新
時
代

60

学
校
物
語

学
校
物
語

学
校
物
語

※
海
軍
礼
式
で
、
観
艦
式
な
ど
に
万
国
旗
等
で
軍
艦
を
飾
り

た
て
た
こ
と
。
転
じ
て
、
そ
の
よ
う
に
飾
り
た
て
ら
れ
た

よ
う
す
。
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を
切
る
覚
悟
。
そ
う
い
う
も
の
か
ら
の
解
放
。

そ
し
て
時
間
的
な
余
裕
。
何
十
年
に
も
わ

た
っ
て
憧
れ
て
き
た
生
活
。

　

作
家
の
内
館
牧
子
は
、近
年
『
老
害
の
人
』

︵
講
談
社
︶
を
発
刊
し
た
。
彼
女
は
、
都
立

田
園
調
布
高
校
の
二
年
先
輩
。
過
年
、
東
京

都
教
育
委
員
に
就
任
す
る
際
、
田
園
調
布
近

く
の
寿
司
屋
で
同
窓
生
校
長
数
名
が
集
ま
り
、

出
陣
祝
い
の
小
宴
を
催
し
た
。

　

内
館
は
言
う
。

「
そ
ん
な
高
齢
者
は
自
信
が
あ
る
だ
け
に
、

若
者
た
ち
と
語
り
た
が
る
。
古
く
さ
い
話
を

聞
か
さ
れ
る
若
者
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
は
大
き

い
。
そ
れ
も
同
じ
話
を
何
度
も
繰
り
返
す
。

例
え
ば
、
昔
の
自
慢
話
、
手
柄
話
。
い
か
に

し
て
ラ
イ
バ
ル
企
業
に
勝
っ
た
か
だ
の
、
上

司
を
敵
に
回
し
て
も
敢
然
と
企
画
を
押
し
進

め
大
成
功
し
た
だ
の
⋮
⋮
」

　

こ
れ
ま
で
も
、私
の
原
稿
は
「
老
害
の
人
」

の
自
慢
話
め
い
た
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

き
っ
と
、こ
れ
か
ら
の
連
載
も
、さ
ら
に
「
老

害
の
人
」
に
磨
き
が
か
か
る
に
違
い
な
い
。

覚
悟
し
て
お
け
、
若
い
読
者
諸
君
。

一
二
年
間
。
合
計
四
九
年
間
の
忙
し
い
教
員

生
活
に
幕
を
下
ろ
し
た
。
特
に
、
三
〇
代
前

半
の
生
活
指
導
主
任
、
教
務
主
任
な
ど
の
教

員
生
活
か
ら
退
職
ま
で
の
四
〇
年
間
は
、
一

気
に
駆
け
抜
け
た
日
々
だ
っ
た
。

　

四
月
か
ら
は
、
週
五
コ
マ
の
授
業
と
い
く

つ
か
の
会
議
に
出
席
す
る
だ
け
。
会
議
の
進

行
も
気
に
し
な
く
て
い
い
気
楽
な
立
場
。

　

こ
の
年
齢
に
な
る
と
、
先
輩
は
も
ち
ろ
ん
、

同
世
代
で
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
者
も
い
な
い
。

後
輩
た
ち
の
多
く
も
、
再
任
用
職
員
で
あ
り
、

そ
れ
を
終
え
た
人
も
多
い
。

　

幸
い
、
健
康
に
も
恵
ま
れ
た
し
、
家
族
や

周
り
の
者
た
ち
の
理
解
も
あ
っ
て
、
こ
こ
ま

で
勤
め
て
こ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
敬
愛
大
学

を
管
轄
す
る
学
校
法
人
が
、
私
を
専
任
教
員

で
遇
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ま
で
の
定
年
の
年

齢
規
定
を
理
事
会
等
で
諮は

か

り
、
延
長
す
る
よ

う
に
改
正
し
て
く
れ
た
こ
と
が
大
き
い
。

三
　﹁
老
害
の
人
﹂
か
ら
の
宣
戦
布
告

　

常
に
諸
事
案
を
抱
え
る
緊
張
感
。
組
織
人

と
し
て
の
使
命
感
。
自
分
以
外
の
者
の
行
動

へ
の
責
任
や
弁
護
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
腹

議
で
二
〇
〇
回
程
度
に
な
る
。

　

大
学
の
教
授
会
と
い
う
の
は
、
と
か
く
長

時
間
に
わ
た
る
。
私
の
赴
任
前
、
か
つ
て
の

教
授
会
は
四
~
五
時
間
程
度
か
か
っ
て
い
た

と
い
う
。

　

ど
の
案
件
に
対
し
て
も
朗
々
と
自
分
の
意

見
を
披ひ

瀝れ
き

す
る
猛
者
が
い
る
。
時
間
意
識
は

希
薄
。
事
案
を
審
議
・
決
定
す
る
と
い
う
意

思
も
希
薄
。
時
間
ば
か
り
が
延
々
と
過
ぎ
る
。

　

か
の
養
老
孟
司
も
教
授
会
が
嫌
で
東
大
教

授
を
辞
し
た
。

　

教
育
委
員
会
や
義
務
教
育
の
現
場
で
会
議

を
仕
切
っ
て
き
た
身
で
あ
る
が
、
大
学
で
の

効
率
的
な
会
議
運
営
の
自
信
は
な
か
っ
た
。

　

自
慢
に
な
る
。
結
局
、
二
〇
〇
回
の
会
議

を
大
幅
な
時
間
延
長
を
し
な
い
で
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
。

「
急
ぎ
す
ぎ
だ
」

「
ま
だ
議
論
を
尽
く
し
て
な
い
」

「
強
引
な
進
め
方
だ
」

な
ど
の
批
判
も
受
け
た
が
、
総
じ
て
円
滑
な

運
営
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。

　

義
務
教
育
の
教
諭
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、

小
学
校
教
諭
一
六
年
間
、
教
育
育
委
員
会
一

〇
年
間
、
小
学
校
長
一
一
年
間
、
大
学
教
員



特

別

連

載

―人生には何一つ無駄なことはない

ノボニシノボニシ通信22

70

�
関西外国語大学�
教授兼学長補佐

西
にし

阪
さか

 昇
のぼる

nobonisi@kansaigaidai.ac.jp

主
的
活
動
感
想
文
を
作
成
す
る
仕
組
み
に
し
、

そ
れ
ら
を
加
点
方
式
で
評
価
し
た
。
何
よ
り

主
体
的
な
学
び
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
高

校
ま
で
の
一
〇
〇
点
満
点
減
点
主
義
か
ら
脱

却
し
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

一
〇
〇
点
を
超
え
る
学
生
も
毎
学
期
現
れ
た
。

　

加
点
方
式
の
評
価
は
、
全
般
的
に
学
生
た

ち
に
は
好
評
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
中
に
は
、

採
点
基
準
が
分
か
ら
な
い
、
全
体
で
の
自
分

の
位
置
付
け
が
分
か
ら
な
い
な
ど
の
意
見
も

あ
っ
た
。

　

講
義
が
す
べ
て
終
わ
っ
た
後
、
講
義
の
改

善
点
を
学
生
た
ち
か
ら
求
め
た
。

　

主
な
意
見
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

・
出
欠
を
取
っ
て
ほ
し
い
。

・�

配
付
資
料
の
字
が
多
い
。
イ
ラ
ス
ト
を
入

れ
て
ほ
し
い
。

・�

重
要
な
点
は
色
を
変
え
た
り
、
穴
埋
め
方

式
で
書
き
込
む
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

・�

講
義
内
容
の
理
解
度
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
、
毎
回
の
授
業
の
最
後
に
小
テ
ス
ト
を

行
っ
て
ほ
し
い
。

・�

説
明
に
動
画
な
ど
を
取
り
入
れ
て
分
か
り

三
　
学
生
た
ち
の
反
応

履
修
学
生
は
一
〇
〇
名
前
後
で
、
二
〇
〇
名

を
超
え
た
こ
と
も
あ
る
。

　

当
初
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
授
業
は
す
べ
て

リ
モ
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
二
二
年
度
か

ら
対
面
授
業
に
な
っ
た
。

　

Ｎ
教
授
は
、
大
学
で
の
講
義
を
始
め
る
に

あ
た
り
、
学
生
た
ち
を
大
人
扱
い
す
る
こ
と

を
大
原
則
と
し
た
。
義
務
教
育
で
は
な
い
、

学
び
た
い
人
が
学
べ
ば
い
い
。
ゆ
え
に
、
出

欠
は
と
ら
な
い
。
学
生
た
ち
が
知
的
刺
激
を

感
じ
、
喜
ん
で
出
席
す
る
授
業
を
目
指
し
た

い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
課
題
レ
ポ
ー
ト
や
学
期
末
テ
ス
ト

以
外
に
、
学
生
が
任
意
に
読
書
感
想
文
や
自

二
　
講
義
方
針

　

こ
れ
ま
で
、
本
稿
に
何
回
か
登
場
い
た
だ

い
た
Ｎ
教
授
に
、
新
学
期
か
ら
少
し
変
化
が

生
じ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

Ｎ
教
授
の
今
日
ま
で
そ
し
て
明
日
か
ら
。

　

Ｎ
教
授
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
者
で

は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
実
務
家
教
員
と
し
て
、

三
年
前
に
大
学
で
の
教
員
生
活
を
始
め
た
。

　

そ
れ
ま
で
の
実
務
経
験
を
踏
ま
え
、
担
当

講
義
は
、「『
学
校
』
と
人
間
」
と
「
ス
ポ
ー

ツ
芸
術
文
化
論
」
で
あ
る
。
両
方
と
も
、
総

合
科
目
と
い
う
位
置
付
け
で
、
全
学
部
の
学

生
が
履
修
で
き
る
。
週
一
回
の
講
義
を
一
学

期
間
一
五
回
行
い
、
二
単
位
と
な
る
。
専
門

科
目
で
な
い
と
い
う
手
軽
さ
も
あ
る
の
か
、

一
　
大
学
生
活

大
学
教
授

学
生
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
。
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ら
お
う
と
い
う
も
の
」
で
あ
る
。

　

新
し
い
講
義
を
始
め
る
の
は
、
教
材
を
新

た
に
作
る
な
ど
大
変
労
力
の
い
る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
講
義
を
組
み
立
て
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
自
分
の
や
っ
て
き
た
こ

と
を
振
り
返
り
、
そ
の
本
質
を
研
究
す
る
こ

と
に
も
な
る
。

　

Ｎ
教
授
は
一
回
一
回
の
講
義
を
一
話
完
結

と
す
る
と
と
も
に
、
一
五
回
の
講
義
で
全
体

テ
ー
マ
が
完
結
す
る
講
義
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
今
回
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
そ
ろ
っ
た

四
つ
の
講
義
科
目
で
、
Ｎ
教
授
的
人
間
学
の

講
義
が
出
そ
ろ
う
こ
と
に
な
る
。

　

学
生
た
ち
の
未
来
を
応
援
す
る
態
度
を
基

本
に
、
知
的
感
動
と
知
的
好
奇
心
を
か
き
た

て
る
講
義
を
目
指
し
て
、
学
生
た
ち
と
共
同

作
業
を
続
け
る
。

て
講
義
内
容
を
削
り
ス
リ
ム
化
を
目
指
し
た
。

　

ま
た
、
授
業
が
対
面
に
な
っ
て
か
ら
、
一

方
的
な
講
義
形
式
か
ら
、
授
業
の
中
に
必
ず

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
を
設

け
る
よ
う
に
し
た
。
他
の
学
生
の
考
え
は
、

教
師
の
話
よ
り
参
考
に
な
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
関
係
す
る
動
画
が
あ

る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
そ
れ
ら
を
見
せ
る

こ
と
に
し
た
。
授
業
に
変
化
を
も
た
せ
る
こ

と
で
、
居
眠
り
す
る
学
生
が
少
な
く
な
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
試
み
を
続
け
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
の
二
科
目
は
あ
る
程
度
め
ど
が
つ
い
て

き
た
。
そ
こ
で
、
Ｎ
教
授
は
、
新
し
い
講
義

科
目
を
二
科
目
追
加
す
る
こ
と
に
し
た
。「
世

界
の
中
の
日
本
」
と
「『
公
共
』
探
求
」
と

い
う
講
義
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
文

化
か
ら
人
間
の
在
り
方
を
考
え
る
も
の
」
に

加
え
、「
世
界
の
歴
史
、
現
状
か
ら
、
日
本

や
自
分
の
姿
を
考
察
す
る
も
の
」
と
、「
社

会
や
人
間
に
と
っ
て
公
共
と
い
う
も
の
は
ど

う
い
う
も
の
か
を
探
求
し
、
そ
し
て
、
自
分

の
こ
れ
か
ら
の
学
び
や
生
き
方
を
考
え
て
も

五
　
新
学
期
か
ら

や
す
く
し
て
ほ
し
い
。

・
説
明
の
テ
ン
ポ
を
速
め
て
ほ
し
い
。
先
生

の
声
は
耳
に
心
地
よ
い
︵
要
は
、
眠
気
を

誘
う
と
い
う
こ
と
︶。

　

Ｎ
教
授
が
ね
ら
っ
て
い
た
こ
と
は
、
必
ず

し
も
学
生
た
ち
に
理
解
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

い
よ
う
で
あ
る
。
高
校
ま
で
の
丁
寧
な
教
育

が
身
に
し
み
こ
み
、
勉
強
は
教
師
か
ら
言
わ

れ
て
や
る
も
の
と
思
い
込
ん
で
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
ま
じ
め
で
素
直
な
学
生
ほ
ど
、
こ
う

い
う
突
き
放
さ
れ
た
講
義
に
違
和
感
を
感
じ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
学
生
か
ら
の
意
見
は
貴
重
で
あ

る
。
ま
た
、
Ｎ
教
授
は
、
学
生
目
線
で
授
業

を
と
ら
え
る
た
め
、
放
送
大
学
の
大
学
院
の

学
生
に
な
っ
た
。
教
師
と
い
う
の
は
、
や
は

り
、
教
室
の
王
様
で
あ
る
。
自
分
の
姿
が
見

え
に
く
い
。
学
生
か
ら
の
指
摘
で
初
め
て
自

分
の
至
ら
な
さ
に
気
付
く
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
講
義
内
容
は
、
こ
れ
も
伝
え

た
い
、
あ
れ
も
大
切
だ
か
ら
と
て
ん
こ
盛
り

で
、
学
生
た
ち
に
は
消
化
不
良
に
な
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。そ
の
反
省
か
ら
、思
い
切
っ

四
　
授
業
の
改
善

イラスト：水川勝利
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向
山
論
文

「
ツ
ー
ウ
ェ
イ
」
文
化
は
、
向
山
洋
一
氏
が

創
設
し
た
新
し
い
教
育
の
文
化
で
あ
っ
た

教
室
の
現
実
に
役
に
立
た
な
い
一
方
通
行
の
ワ
ン
ウ
ェ
イ
文
化
と
決
別
し
、「
役
に
立
つ
」

「
面
白
い
」「
読
者
参
加
型
」
の
ま
っ
た
く
新
し
い
双
方
向
の
ツ
ー
ウ
ェ
イ
文
化
が
誕
生
し
た
。

井い
の

上う
え

好こ
う

文ぶ
ん

元
兵
庫
県
公
立
小
中
学
校
教
諭

　
い
よ
い
よ
「
ツ
ー
ウ
ェ
イ
文
化
」
⑴
の

時
代
で
す
。
ワ
ン
ウ
ェ
イ
（
一
方
通
行
）

文
化
の
押
し
つ
け
が
ま
し
さ
、
尊
大
さ
、

わ
か
り
に
く
さ
に
決
別
す
る
の
で
す
。

　
ワ
ン
ウ
ェ
イ
文
化
の
難
解
な
活
字
の
行

列
を
あ
り
が
た
が
る
時
代
は
終
わ
り
ま
し

た
。

　
ワ
ン
ウ
ェ
イ
文
化
と
は
、
つ
ま
り
「
無

内
容
な
お
説
教
」
と
「
漢
字
の
羅
列
」
で

ご
ま
か
し
て
い
た
だ
け
な
の
で
す
。

　
教
室
の
現
実
に
は
何
の
役
に
も
立
ち
ま

せ
ん
で
し
た
。

「
逆
上
が
り
が
で
き
な
い
子
」
に
「
思
い

切
っ
て
足
を
あ
げ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」
と

い
う
程
度
の
指
導
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
教
室
が
混
乱
し
て
悩
ん
で
い
る
教
師
に

救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。◆

　
そ
し
て
、
わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
説
教
を
、

高
い
と
こ
ろ
か
ら
流
し
込
ん
で
い
た
の
で

す
。

　
ワ
ン
ウ
ェ
イ
文
化
に
よ
っ
て
は
、
教
室

の
現
実
は
何
も
変
化
し
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
教
師
も
い
つ
し
か
尊
大
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
跳
び
箱
が
跳
べ
な
い
子
の
指
導
が
で
き

な
い
の
に
「
跳
べ
な
く
て
も
い
い
」
な
ど

と
広
言
し
て
い
る
エ
セ
実
践
家
を
許
し
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
確
か
に
「
跳
べ
な
い
子
」
が
い
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
私
も
そ
う
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
問
題
は
そ
こ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
跳
ば
せ
ら
れ
な
い
教
師
で
あ
っ
て

⑴
　
ツ
ー
ウ
ェ
イ
文
化

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ－

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使
す
る
若
い
先
生

方
に
と
っ
て
、双
方
向
の
「
ツ
ー
ウ
ェ
イ
文
化
」

な
ど
、
当
た
り
前
だ
と
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
う
。

　

だ
が
、
こ
の
ツ
ー
ウ
ェ
イ
文
化
も
、
向
山
洋

一
氏
が
教
育
技
術
法
則
化
運
動
の
中
で
創
設
し

た
、
新
し
い
教
育
文
化
の
一
つ
で
あ
る
。

『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
誌
（
明
治
図
書
）
は
、

法
則
化
運
動
の
機
関
誌
で
あ
っ
た
。
一
九
八
六

年
四
月
、
創
刊
。
編
集
長
は
、
向
山
洋
一
氏
。

「
役
に
立
つ
」「
面
白
い
」「
読
者
参
加
型
で
あ

る
」
こ
れ
ら
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
当
時
の
若
い

世
代
か
ら
絶
大
な
支
持
を
得
る
。

　

一
九
八
四
年
夏
、
ツ
ー
ウ
ェ
イ
文
化
を
掲
げ

た
ま
っ
た
く
新
し
い
教
育
運
動
が
ス
タ
ー
ト
す

る
。
そ
れ
が
、
法
則
化
運
動
で
あ
っ
た
。
代
表

は
、
も
ち
ろ
ん
向
山
氏
。

　

一
九
九
〇
年
代
の
終
わ
り
頃
に
は
、
サ
ー
ク

ル
数
約
一
〇
〇
〇
、
会
員
数
一
〇
〇
〇
〇
名
を

超
え
る
日
本
教
育
史
上
最
大
の
民
間
教
育
運
動

団
体
と
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
一
年
、
法
則
化
運
動
は
、『
日
本
教

育
技
術
方
法
体
系
・
全
一
五
巻
』（
明
治
図
書
）

を
発
刊
し
解
散
し
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
引
き
継
が
れ

向山洋一が教育界に創ってきたもの
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る
こ
と
と
な
る
。

⑵
　
向
山
式
跳
び
箱
指
導
法

　

向
山
洋
一
氏
が
開
発
し
た
跳
び
箱
指
導
法
。

法
則
化
運
動
の
原
点
で
も
あ
る
。

　

向
山
氏
は
跳
び
箱
が
跳
べ
な
い
子
供
だ
け
を

集
め
、
実
際
に
五
分
間
で
全
員
跳
ば
せ
、
当
時

の
Ｔ
Ｖ
、
新
聞
、
雑
誌
等
で
大
反
響
を
起
こ
す
。

　

向
山
式
の
跳
び
箱
指
導
法
が
評
価
さ
れ
た
理

由
は
、
も
ち
ろ
ん
、「
ほ
と
ん
ど
の
子
供
が
跳

べ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
方
法
の
素
晴
ら

し
さ
に
あ
る
。

　

だ
が
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
う
一
つ
の
理

由
は
、

跳
び
箱
の
跳
ば
せ
方
が
、
教
師
の
世
界
の

常
識
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か

と
い
う
問
い
に
あ
る
。

　

こ
の
問
い
は
、
そ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
「
教

育
学
」「
教
育
研
究
の
あ
り
方
」
に
対
す
る
現

場
か
ら
の
異
議
申
し
立
て
で
あ
る
。

　

向
山
氏
は
、
法
則
化
運
動
を
通
し
て
、「
役

に
立
つ
教
育
技
術
・
方
法
」
を
全
国
津
々
浦
々

か
ら
集
め
、
教
師
の
共
有
財
産
と
し
て
、
広
め

よ
う
と
考
え
た
。

も
か
ま
わ
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。

　
跳
び
箱
の
技
術
な
ど
、
五
分
も
あ
れ
ば

身
に
つ
け
ら
れ
る
の
で
す
。
⑵

　
そ
れ
を
学
ば
な
く
て
も
い
い
の
か
、
と

い
う
こ
と
で
す
。

◆
　
ワ
ン
ウ
ェ
イ
文
化
と
決
別
を
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
尊
大
で
あ
っ
た
今
ま
で
の

教
育
実
践
と
決
別
し
ま
し
ょ
う
。

　
全
国
に
は
、
多
く
の
教
師
が
い
ま
す
。

　
山
奥
の
そ
の
ま
た
奥
、
北
海
道
の
最
果

て
、
陸
地
を
は
る
か
に
離
れ
た
孤
島
、
そ

し
て
大
都
会
、
農
村
、
至
る
所
に
仲
間
は

い
ま
す
。

　
す
ぐ
れ
た
教
育
技
術
・
方
法
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
き
っ
と
貴
方
の
役
に
立
つ

は
ず
で
す
。

　
知
性
的
で
、
行
動
的
な
青
年
教
師
は
、

次
々
に
「
教
室
の
現
実
に
役
立
つ
教
育
文

化
」
を
創
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
教
育
文
化
を
交
流
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

　
貴
方
の
教
室
は
受
信
基
地
で
あ
る
と
同

時
に
発
信
基
地
な
の
で
す
。

　
双
方
向
の
文
化
、
そ
れ
が
ツ
ー
ウ
ェ
イ

文
化
で
す
。

　
ツ
ー
ウ
ェ
イ
文
化
を
ど
う
い
う
も
の
と

し
て
形
成
し
て
い
く
か
、
貴
方
自
身
の
課

題
で
す
。

◆
「
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
」
は
、
全
国
の
教
室

と
教
室
を
結
ぶ
た
め
に
、
教
師
と
父
母
、

子
供
、
心
あ
る
研
究
者
を
結
ぶ
た
め
に
創

刊
さ
れ
ま
し
た
。

「
役
に
立
つ
」「
面
白
い
」「
読
者
参
加
で

あ
る
」
と
い
う
目
標
の
も
と
に
、
本
誌
は

編
集
さ
れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
下
さ
い
。
便
り
を
下
さ

い
。
ツ
ー
ウ
ェ
イ
機
能
は
、
至
る
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
明
治
図
書

一
九
八
六
年
四
月
創
刊
号
、
編
集
前
記
）向山式跳び箱指導法
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向
山
先
生
と
の
昼
食
時
は
、
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ−

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
必
ず
見
て
も

ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
ご
自
分

で
も
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
気
配
は

あ
る
が
、
私
が
気
に
な
っ
た
こ
と

を
お
伝
え
し
な
が
ら
、
食
事
が
出

さ
れ
る
ま
で
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
多
い
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ダ
イ
ア
リ
ー
で
現
場

の
生
の
声
を
向
山
先
生
が
読
み
、

ち
ょ
っ
と
し
た
感
想
や
コ
メ
ン
ト

を
言
っ
て
く
だ
さ
る
。
そ
の
度
に

私
は
「
オ
ー
」「
な
る
ほ
ど
」

「
え
っ
ー
」
と
驚
い
た
り
、
う
な
っ

た
り
、
納
得
し
た
り
と
忙
し
い
。

向
山
先
生
の
言
葉
を
記
録
し
た
い

が
、
食
事
が
来
る
か
ら
、
す
ぐ
そ

ち
ら
に
気
が
行
き
、
記
録
を
忘
れ

て
し
ま
う
。

　

思
い
出
そ
う
と
し
て
も
思
い
出

せ
な
い
。
も
っ
た
い
な
い
話
だ
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
皆
の
前
で
言
う

と
「
向
山
先
生
と
一
緒
の
時
は
、

録
音
し
た
ほ
う
が
い
い
よ
」「
グ
ー

グ
ル
キ
ー
プ
使
わ
な
く
ち
ゃ
」
な

ん
て
操
作
方
法
を
教
え
て
く
れ
る

人
ま
で
出
て
き
た
（
鈴
木
恭
子
先

生
）。

　

運
転
し
て
い
る
時
の
会
話
で
も
、

メ
モ
し
た
く
な
る
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
も
ま
た
、
笑
い
飛
ば
し
、
車

を
降
り
た
ら
忘
れ
て
し
ま
う
。

　

そ
ん
な
中
、
向
山
塾
の
「
言
い

た
い
放
題
・
聞
き
た
い
放
題
」
の

講
座
で
「
向
山
洋
一
に
な
れ
る
か

テ
ス
ト
」
と
い
う
向
山
先
生
の
発

し
た
言
葉
を
当
て
る
問
題
を
出
し

た
。
向
山
先
生
の
な
ん
と
も
言
え

な
い
温
か
さ
や
優
し
さ
や
ウ
イ
ッ

ト
が
学
べ
る
と
自
負
し
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
は
私
に
し
か
で
き
な
い

（
向
山
先
生
の
言
葉
を
私
が
忘
れ

な
け
れ
ば
の
話
だ
が
…
）。

　

こ
の
と
こ
ろ
、
向
山
先
生
が
話

し
て
い
る
時
は
ば
っ
ち
り
メ
モ
を

出
し
て
記
録
し
て
い
る
。

「
ね
え
、
今
の
話
も
う
一
回
し
て

…
」

「
え
っ
、
忘
れ
た
」

な
ん
て
こ
と
も
よ
く
あ
る
。

　

メ
モ
を
し
た
の
で
、　

次
の
向

山
塾
で
は
「
向
山
洋
一
に
な
れ
る

か
テ
ス
ト
」
を
た
く
さ
ん
用
意
で

き
た
。
お
楽
し
み
に
。

　

一
月
二
十
一
日
（
大
安
）
向
山

先
生
と
長
谷
川
先
生
の
師
弟
共
著

を
発
刊
し
た
。
こ
の
企
画
も
前
述

の
延
長
上
に
あ
る
。

　

長
谷
川
先
生
や
吉
永
先
生
、
小

嶋
先
生
の
ダ
イ
ア
リ
ー
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
が
続
き
、
長
谷
川
先

生
の
ダ
イ
ア
リ
ー
に
感
想
を
言
わ

れ
た
こ
と
が
こ
の
本
の
制
作
の

き
っ
か
け
で
あ
る
。

　

長
谷
川
先
生
の
現
場
で
の
す
ご

い
実
践
報
告
を
読
み
、
向
山
先
生

の
優
し
い
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ

う
な
穏
や
か
で
自
然
体
の
コ
メ
ン
ト
。

　

向
山
一
門
初
の
共
著
は
、
何
よ

り
「
教
師
の
仕
事
の
面
白
さ
と
素

晴
ら
し
さ
」
を
伝
え
る
本
に
な
っ
た
。

　

発
刊
後
、
向
山
先
生
が
長

谷
川
先
生
の
ダ
イ
ア
リ
ー
に

コ
メ
ン
ト
し
た
。

「
追
い
つ
い
て　

追
い
抜
い

て　

い
く
ん
だ
よ
」（
向
山
）

「
か
た
じ
け
な
さ
に
涙
こ
ぼ

る
る
、
と
は
こ
の
こ
と
か
と

感
動
し
て
お
り
ま
す
。
い
た

だ
い
た
お
言
葉
を
脳
裏
に
刻

み
つ
け
、
牛
の
歩
み
な
が
ら

も
日
々
前
に
進
む
努
力
を
重

ね
ま
す
。
心
の
底
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
」（
長
谷
川
）

　

先
行
予
約
注
文
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

となりの座席の女発
女 社 長 奮 戦 記

師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ株式会社

騒人社

騒人社のテーマ── 
教師の仕事が面白い
向山先生の言葉を記録せよ！ 新刊報告。
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向山洋一の
日常から学ぶ仕 事 術

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

　

対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
貴
重
な
こ
の
頃
だ
か
ら
こ
そ
、

能
力
を
高
め
た
い
。

　

普
段
の
向
山
先
生
の
所
作
か
ら

学
び
た
い
と
強
く
思
っ
た
こ
と
は
、

⑴�　

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
相
槌
（
合

い
の
手
）
を
打
つ 

⑵�　

あ
り
が
と
う
が
自
然
に
言
え

る
⑶�　

に
こ
や
か
な
表
情

⑷�　

相
手
を
否
定
し
な
い

⑸�　

自
分
を
飾
ら
な
い
（
自
然

体
）

⑹�　

気
配
り
が
で
き
る

　

他
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う

が
、
こ
れ
ら
が
で
き
た
ら
い
い
な

と
常
日
頃
か
ら
思
っ
て
い
た
ら
、

少
し
ま
ね
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

　

駅
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
、
後

ろ
か
ら
面
識
の
な
い
お
ば
ち
ゃ
ん

に
声
を
か
け
ら
れ
た
。

お
ば
「
雨
が
降
っ
て
き
た
わ
よ
～
、

傘
持
っ
て
な
い
か
ら
濡
れ
な
く
て

よ
か
っ
た
～
」

私
（
え
っ
、
誰
じ
ゃ
）
と
振
り
向

く
も
、「
よ
か
っ
た
で
す
ね
、
ラ
ッ

キ
ー
」
と
答
え
て
い
た
。

　

ま
た
、
電
車
に
乗
っ
て
い
た
時

に
席
を
譲
っ
た
方
が
降
り
る
際
、

お
礼
を
言
わ
れ
た
の
で
「
こ
の
先

も
お
気
を
付
け
て
」
と
航
空
会
社

の
Ｃ
Ａ
み
た
い
な
言
葉
が
出
た

（
笑
）。

　

向
山
先
生
が
行
か
れ
る
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
、
出
口
で
姿
が
見
え
な

く
な
る
ま
で
店
の
人
は
見
送
っ
て

く
れ
る
。

　

向
山
先
生
は
そ
ん
な
時
、
ふ
い

に
振
り
返
っ
て
会
釈
を
さ
れ
る
。

（
ど
う
い
う
こ
と
、
後
ろ
に
も
目

が
あ
る
み
た
い
）
と
び
っ
く
り
。

し
か
し
、
私
に
も
そ
の
チ
ャ
ン
ス

が
き
た
～
。

　

誰
よ
り
も
早
く
振
り
返
っ
て
会

釈
し
た
。

　

す
ぐ
に
自
慢
す
べ
く
向
山
先
生

に
伝
え
る
と
「
よ
く
で
き
た
ね
」

と
褒
め
て
く
れ
た
。
ほ
ほ
ほ
。

【
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
】

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

コロナと共生の今こそ、コミュ
ニケーション能力を高めたい
人と接するうえで大切なことは。

▲�向山洋一教育賞授賞式で静岡チー
ムの先生方と

▲�お金持ちのボスっぽい !?

▲�冬合宿。懇親会で行雄先生と。
▲ �12月の今月の一言。いつもの
笑顔で。

▲�

学
芸
み
ら
い
社
と
の
編
集
会
議
で
。
谷
先
生

は
会
議
に
合
わ
せ
た
ネ
ク
タ
イ
を
さ
れ
て
き

た
！
　
デ
ジ
タ
ル
版
で
拡
大
し
て
み
て
ほ
し

い
。



76

一
、
憧
れ
の
女
性
教
師

　

こ
ん
な
素
敵
な
教
師
に
な
り
た
い
な
あ
と
思

う
女
性
教
師
が
い
る
。

忘
れ
て
き
た
子
に
、
お
説
教
は
し
な
い
の
。
本

人
が
よ
く
分
か
っ
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
…
。

さ
っ
と
忘
れ
た
人
数
を
記
入
す
る
だ
け
に
す

る
の
。

『
新
版 

子
供
を
動
か
す
法
則
』
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
女
性
教
師
の
対
応
で
あ
る
。
向
山
氏
も
、

こ
の
女
性
教
師
の
方
法
を
追
試
し
た
と
い
う
。

向
山
学
級
の
六
年
の
子
供
た
ち
は
、
ま
る
で
低

学
年
の
子
供
の
よ
う
な
可
愛
ら
し
い
反
応
を
示

し
た
。
ど
の
子
も
み
ん
な
伸
び
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
だ
。

　

前
掲
書
に
は
、
も
う
一
人
の
素
敵
な
女
性
教

師
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
何
日
経
っ
て
も
、
靴
、

帽
子
な
ど
に
名
前
を
記
入
し
な
い
腕
白
坊
主
」

へ
の
若
い
女
性
教
師
の
温
か
な
対
応
だ
。
向
山

氏
は
「
心
の
ひ
だ
の
中
ま
で
体
温
が
伝
わ
る
」

対
応
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

　

憧
れ
る
の
は
、
そ
ん
な
子
供
の
心
の
ひ
だ
の

中
ま
で
体
温
が
伝
わ
り
、
子
供
の
心
を
オ
ー
プ

ン
に
さ
せ
る
教
師
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
具
体

的
な
方
法
は
分
か
ら
な
い
。
で
も
、
少
し
ず
つ
、

少
し
ず
つ
、
そ
ち
ら
の
方
向
に
進
ん
で
い
る
感

覚
は
あ
る
。

二
、
温
か
な
教
師
を
め
ざ
し
て

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
出
会
っ
て
も
う
二
〇
年
以
上
が

経
つ
。
学
級
崩
壊
に
心
が
砕
け
た
。
子
供
た
ち

と
の
距
離
が
ど
ん
ど
ん
遠
く
な
っ
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
と
出
会
い
、
向
山
氏
の
思
想
を
知
り
感
動
し
た
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
号
に
乗
っ
て
教
師
修
業
を
続
け
る
う

ち
に
、
子
供
を
愛
お
し
い
と
思
う
時
間
が
増
え
た
。

子
供
に
も
、
そ
の
気
持
ち
は
伝
わ
っ
て
い
る
よ

う
な
気
が
す
る
。

　

人
は
、
も
と
も
と
心
に
あ
る
も
の
し
か
見
え

な
い
と
い
う
。
い
つ
頃
か
ら
か
自
分
の
周
り
の

温
か
な
対
応
を
す
る
女
性
教
師
が
見
え
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。

　

Ａ
先
生
は
、
子
供
の
褒
め
方
が
素
敵
だ
。「
素

晴
ら
し
い
わ
！
」
と
大
き
な
声
と
最
高
の
笑
顔

で
子
供
た
ち
を
褒
め
称
え
る
。
子
供
た
ち
の
心

を
一
気
に
開
か
せ
る
。
Ｂ
先
生
は
、
凛
と
し
て

い
て
優
し
い
。
特
別
支
援
の
子
の
文
字
に
一
文

字
一
文
字
○
を
付
け
て
い
た
。「
こ
れ
も
、
こ
れ

も
、
こ
れ
も
、
上
手
！
」
ま
る
で
、
向
山
型
算

数
の
丸
付
け
を
見
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

周
り
の
素
敵
な
女
性
教
師
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を

取
り
入
れ
、
い
つ
の
日
に
か
、
心
の
ひ
だ
の
中

ま
で
も
体
温
が
伝
わ
る
よ
う
な
温
か
な
女
性
教

師
に
な
り
た
い
。

〜私が出会った素敵な先生〜

手
て

塚
づか

 美
み

和
わ静岡県静岡市立

清水有度第二
小学校

憧れは、心のひだの中まで体温
が伝わるような温かな女性教師
向山氏の文章に紹介された 
女性教師を追い求める。

　　　トークライン女性教師女性教師
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子
供
た
ち
が
熱
中
す
る

１
　

二
〇
一
七
年
、
福
井
市
内
の
児
童

館
に
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

福

井
教
育
支
援
サ
ー
ク
ル
か
ら
「
五
色

百
人
一
首
の
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
で
き
ま
す
」
と
い
う
は
が
き
を
出

し
た
。

　

一
〇
件
近
い
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
。

　

当
時
は
、
現
役
の
教
師
だ
っ
た
の

で
、
夏
休
み
を
中
心
に
児
童
館
へ
出

か
け
て
い
っ
た
。

　

さ
て
児
童
館
で
の
五
色
百
人
一
首

で
あ
る
。
札
は
、
五
色
百
人
一
首
大

会
の
時
に
使
っ
た
も
の
を
持
っ
て

行
っ
た
。

　

最
初
は
、「
自
分
取
り
」
か
ら
、

コ
ロ
ナ
で
全
て
が
ス
ト
ッ
プ

２
　

そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に

よ
っ
て
活
動
が
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
し

た
。

　

三
年
経
っ
た
現
在
、
少
し
ず
つ

「
百
人
一
首
の
指
導
を
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
が
か
か
っ
て
き
て
い
る
。

　

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
百
人
一

首
は
、
こ
れ
か
ら
も
広
げ
て
い
き
た

い
。
今
年
は
、
活
動
の
様
子
を

Y
ouT
ube

動
画
で
発
信
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
教
育
系
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
と
し
て
お
勧
め
し
た
い

社
会
貢
献
活
動
で
あ
る
。

始
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
自
分
の

前
に
二
〇
枚
の
取
り
札
を
並
べ
て
、

読
み
上
げ
た
札
を
取
っ
て
い
く
方
法

で
あ
る
。

　

百
人
一
首
初
体
験
の
子
に
、
百
人

一
首
の
言
葉
の
ハ
ー
ド
ル
は
思
っ
た

よ
り
高
い
。
ひ
ら
が
な
で
書
か
れ
た

歌
の
文
字
は
読
め
て
も
、
意
味
は
分

か
ら
な
い
。
指
導
員
さ
ん
に
も
手

伝
っ
て
も
ら
っ
て
札
が
取
れ
る
よ
う

に
し
た
。
そ
こ
か
ら
徐
々
に
対
戦
形

式
に
持
ち
込
ん
で
い
っ
た
。
そ
れ
で

も
活
動
終
盤
に
は
児
童
館
が
し
ん
と

静
ま
り
か
え
っ
た
。

「
来
年
も
是
非
、
お
願
い
し
た
い
」

と
い
う
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
退
職
教
員
の

力
も
借
り
て
活
動
を
広
げ
て
い
っ
た
。

『教育コミュニティ』とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年３月にリニューアル創刊し
た、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年４月号より、『教育トークライン』と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティWEB　４月号　■CONTENTS■
【連載】
１．TOSSキッズスクール日記……星野裕二
２．学校でのビジネスマナー……大場寿子
３，子ども観光大使活動報告……山口浩彦
４，NPO TOSS予定表（主なセミナーなど）
【特別コンテンツ】
●新年度に向けてTOSS教材のご紹介！
● 特別支援教育の情報満載！　WEBマガジン「ささエる」
プレオープン‼

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！

社会貢献活動への取り組み

児
童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
に

五
色
百
人
一
首
を
広
げ
よ
う

五
色
百
人
一
首
を
取
り
入
れ
た
児
童
館
や
児
童
ク
ラ
ブ
か
ら
「
子
供
た
ち
が
熱
中
す
る
」

「
集
中
力
が
つ
く
」
と
い
う
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
き
た
。
五
色
百
人
一
首
は
、
優

れ
た
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
る
。Y

o
u
T
u
b
e

で
も
発
信
し
て
い
き
た
い
。吉よ

し

田だ

高た
か

志し

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

福
井
教
育
支
援
サ
ー
ク
ル

児童館での活動の様子（自分取り）



共に教育を語る仲間がいると、教師修業は何倍も楽しくなります！
授業の腕を上げたい先生、子供が熱中する授業をしたい先生は、ぜひTOSSサークルにご参
加ください。TOSSサークルウェブページから、各地のサークルを検索できます。

★  「
一
〇
分
間
で
す
。
ど
う
ぞ
」
で
教

室
シ
〜
〜
ン

　

朝
の
会
後
の
、
ド
リ
ル
タ
イ
ム
。
一

校
時
に
円
滑
に
入
る
た
め
、
大
事
な
時

間
。
静
か
に
集
中
し
て
学
習
に
取
り
組

ま
せ
た
い
。
う
つ
し
ま
る
を
使
用
す
る

前
は
、
算
数
プ
リ
ン
ト
を
行
わ
せ
て
い

た
。
す
る
と
、
数
分
後
、
子
供
た
ち
か

ら
質
問
が
出
る
。
五
人
ほ
ど
か
ら
質
問

が
同
時
に
く
る
。
全
員
を
前
に
来
さ
せ
、

ま
と
め
て
答
え
た
。
そ
の
間
に
、
ま
た

質
問
し
た
い
子
が
出
て
き
て
、
教
室
は

騒
然
と
し
た
。
私
は
質
問
の
出
な
い
教

材
を
求
め
た
。

　

静
か
に
取
り
組
め
る
か
つ
、
書
く
力

が
身
に
付
く
、
う
つ
し
ま
る
を
注
文
。

朝
の
時
間
は
、
う
つ
し
ま
る
。
使
い
方

を
最
初
の
う
ち
は
教
え
た
。
そ
の
の
ち

は
、「
一
〇
分
間
で
す
。
ど
う
ぞ
」
で

進
め
た
。
す
ぐ
に
立
ち
歩
い
た
り
、
話

し
た
り
す
る
子
も
、
集
中
し
て
取
り
組

ん
だ
。

　

静
か
に
取
り
組
め
た
理
由
を
子
供
た

ち
に
聞
い
た
。

　

三
つ
あ
が
っ
た
。

理
由
①　

答
え
が
書
い
て
あ
る
の

で
、
写
す
こ
と
が
で
き

る
。

理
由
②　

書
く
量
が
適
切
。
多
す

ぎ
ず
、
少
な
す
ぎ
ず
で

あ
っ
た
。

理
由
③　

冊
子
の
厚
み
が
薄
い
の

で
、「
で
き
る
」
と
思
っ

た
。

　

ま
た
、「
先
生
、
一
マ
ス
あ
け
ま
す

か
」
と
い
う
質
問
が
子
供
た
ち
か
ら
出

て
く
る
こ
と
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
時
、
い
つ
も
な
ら
全
体

ま
た
は
個
別
に
確
認
し
て
い
た
。

　

今
は
、
以
下
の
応
答
も
し
て
い
る
。

う
つ
し
ま
る
、
見
返
し
て
ご
ら
ん
。

　

次
第
に
子
供
が
自
ら
う
つ
し
ま
る
で

学
習
す
る
と
い
う
学
び
方
を
身
に
付
け
、

質
問
が
少
な
く
な
っ
た
。

　

私
の
よ
う
な
若
手
の
先
生
方
は
特
に
、

授
業
の
腕
を
あ
げ
る
こ
と
で
、
授
業
の

質
を
あ
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重
要
だ
。

そ
れ
に
加
え
て
、
優
れ
た
教
材
に
よ
り
、

子
供
た
ち
の
力
を
あ
げ
る
と
い
う
視
点

も
必
要
だ
。

谷編集長の評定

冒頭から描写的なのでうつしまるの良さが
伝わる。論文として小見出し等の整理が足
りない。文章力も上げて欲しい。

B○

広島県三次市立酒河小学校 藤
ふじ

原
はら

司
つかさ

「うつしまる」の活用
優れた教材の力をかりることで、集中させ、子供の力を付ける。

共に教育を語る仲間がいると、教師修業は何倍も楽しくなります！
授業の腕を上げたい先生、子供が熱中する授業をしたい先生は、ぜひTOSSサークルにご参
加ください。TOSSサークルウェブページから、各地のサークルを検索できます。

谷編集長の評定

若手道場　谷編集長谷編集長谷編集長谷編集長がが斬る！斬る！斬る！斬る！
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向
山
日
記

一
月
一
日
㈰	

元
旦
。

一
月
二
日
㈪	

今
年
初
め
て
の
本

屋
。
大
井
町
有
隣
堂
。
そ
の
後

一
階
上
の「
京
辰
寿
司
」で
昼
食
。

一
月
五
日
㈭	
研
究
所
仕
事
始
め
。

一
月
七
日
㈯	
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
冬

合
宿
二
〇
二
三
。
お
台
場
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
へ
行
く
。
全
国
か
ら

五
〇
〇
名
の
参
加
。
夜
の
ブ
レ

ス
ト
も
楽
し
か
っ
た
。

一
月
八
日
㈰	

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
冬

合
宿
二
〇
二
三
、
二
日
目
。
終

了
後
、
谷
先
生
た
ち
と
お
台
場

で
昼
食
（
ス
テ
ー
キ
）。

一
月
十
二
日
㈭	

夕
方
か
ら
中
央
事

務
局
会
議
。
全
国
か
ら
五
〇
名

参
加
。
会
議
後
、
リ
ア
ル
に
出

席
さ
れ
た
先
生
方
一
九
名
で
東

京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
新
年
会
。

一
月
十
四
日
㈯	

ア
ネ
ッ
ク
ス
一

階
か
ら
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

の
特
別
支
援
教
育
セ
ミ
ナ
ー
に

出
席
。
和
久
田
先
生
の
お
話
を

聞
い
た
後
に
挨
拶
し
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
者
二
二
二
名
。

一
月
二
十
日
㈮	

ア
ネ
ッ
ク
ス
で
、

騒
人
社
の
新
刊
発
送
を
見
て
い

た
。
向
山
と
長
谷
川
の
共
著
。

弟
子
と
の
共
著
も
嬉
し
い
な
あ
。

一
月
二
三
日
㈪	

元
旺
文
社
の
編

集
長
の
小
貫
榮
一
さ
ん
と
打
合

せ
。
脳
ト
レ
教
材
の
提
案
が

あ
っ
た
。

一
月
二
四
日
㈫	

ア
ネ
ッ
ク
ス
一

階
で
、
証
券
会
社
と
打
合
せ
。

そ
の
後
、「
向
山
洋
一
今
月
の

一
言
」「
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
Ｑ
Ａ
」

を
撮
影
。

一
月
二
八
日
㈯	

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育

模
擬
授
業
全
国
大
会
。
お
台
場

の
日
本
科
学
未
来
館
の
大
ホ
ー

ル
。
全
国
か
ら
勝
ち
抜
い
た
先

生
方
が
授
業
を
し
た
。
各
地
の

先
生
方
も
応
援
に
来
て
い
た
。

一
月
三
十
日
㈪	

三
人
会
。
板
倉

先
生
、
師
尾
先
生
、
向
山
。
芝

パ
ー
ク
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
に
て
。

板
倉
先
生
が
持
っ
て
き
た
資
料

も
分
厚
い
。
林
先
生
の
向
山
型

算
数
実
践
の
分
析
。

谷
日
記

一
月
一
日
㈰	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
始
ま
っ
て
三
年

目
の
新
年
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
仲
間

た
ち
と
今
年
も
進
ん
で
い
く
。

一
月
三
日
㈫	

川
崎
で
林
氏
と
新

年
セ
ミ
ナ
ー
。
川
崎
駅
近
く
で

一
献
。
二
次
会
ま
で
。

一
月
五
日
㈭	

百
合
ヶ
丘
で
二
件

の
打
合
せ
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
広
報
関

連
及
び
光
村
教
材
関
連
。

一
月
七
日
㈯	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
冬
合
宿
。

介
入
模
擬
授
業
、
谷
・
長
谷
川
・

小
嶋
の
鼎
談
、
ブ
レ
ス
ト
、
向

山
最
高
顧
問
の
講
演
ま
で
感
動

の
合
宿
だ
っ
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
二

〇
二
三
年
の
基
本
方
針
を
発
表
。

①
よ
り
広
い
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
②
Ｋ
12
の
連
携
③
学
び
方
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
他
。

一
月
九
日
㈪	

谷
企
画
会
議
。

一
月
十
日
㈫	

寝
屋
川
講
演
。

一
月
十
一
日
㈬	

翔
和
学
園
。

一
月
十
二
日
㈭	

鉄
道
運
輸
機
構

と
打
合
せ
。
そ
の
後
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

中
央
事
務
局
会
議
。
新
年
会
。

向山・谷日記
2023年1月

洋
一
先
生
、
行
雄
先
生
、
他
一

九
名
で
「
焼
肉
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」。

一
月
十
六
日
㈪	

非
同
期
会
議
。

一
月
十
七
日
㈫	

サ
ー
ク
ル
和
。

一
月
十
八
日
㈬	

大
阪
で
正
進
社

販
売
店
会
議
。
二
時
間
の
講
演

と
懇
親
会
。
日
帰
り
。

一
月
二
一
日
㈯	

大
阪
で
危
機
管

理
セ
ミ
ナ
ー
。
先
生
方
の
実
践

発
表
、
行
雄
先
生
の
講
演
、
谷

の
授
業
も
好
評
だ
っ
た
。
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
の
重
要
性
は
今
後
さ

ら
に
増
す
。

一
月
二
二
日
㈰	

伝
え
方
セ
ミ

ナ
ー
大
阪
。
教
材
の
良
さ
を
ど

う
伝
え
る
か
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
。
教
え
方
セ
ミ
ナ
ー
に
向
け

て
大
切
な
内
容
を
共
有
し
た
。

一
月
二
三
日
㈪	

学
生
サ
ー
ク
ル
。

一
月
二
四
日
㈫	

旗
の
台
で
執
行

部
会
議
。

一
月
二
八
日
㈯	

エ
ネ
ル
ギ
ー
教

育
模
擬
授
業
全
国
大
会
。
各
地

域
代
表
の
授
業
が
素
晴
ら
し

か
っ
た
。翌
日
は
茨
城
セ
ミ
ナ
ー
。
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先生ならみんな知ってる⁉
授業術・仕事術　キホンのキ特集

谷　和樹　　水本和希　林　健広　　塩谷直大
牧野花代　　橋本　諒　溝端久輝子　水田秀明
西田真衣子　村上　諒　太田政男　　本澤　航

菅野祐貴　　松島博昭　尾川智子

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ ３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

高段者が答える
「私が困っていることQ&A」動画版

学級開きで全員を褒める学級開きで全員を褒める受験で不安定になる子への対応受験で不安定になる子への対応

編
集
後
記

▼
三
〇
年
に
わ
た
り
毎
春
「
黄
金
の
三
日
間
」

が
特
集
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
だ
け
奥

深
い
テ
ー
マ
だ
か
ら
で
す
。
私
自
身
、
今
年

で
二
三
年
目
、
一
七
回
目
の
担
任
を
務
め
ま

し
た
が
、
一
度
と
し
て
同
じ
三
日
間
を
過
ご

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目
の
前
の
子
供

に
合
わ
せ
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
本
特
集
を
と
お
し
て
様
々
な
工
夫
を

学
び
、
軽
や
か
に
実
践
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
い
ま
す
。（
長
谷
川
）

▼「
教
師
の
や
り
が
い
は
、
人
を
育
て
る
楽
し

さ
」
と
い
う
向
山
氏
の
言
葉
を
読
み
、
教
師

の
や
り
が
い
は
何
か
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

私
も
子
供
の
成
長
を
願
っ
て
い
る
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
。
自
身
の
腕
を
磨
き
続
け
な
け

れ
ば
、
子
供
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
四
月
、子
供
た
ち
と
の
出
会
い
が
待
っ

て
い
ま
す
。
子
供
と
共
に
成
長
す
る
た
め
に

今
月
号
で
新
学
期
準
備
を
進
め
ま
す
。（
松
島
）

▼
昨
年
一
二
月
に
公
表
さ
れ
た
情
報
活
用
能

力
調
査
結
果
。
小
学
生
の
一
分
間
あ
た
り
の

キ
ー
ボ
ー
ド
平
均
入
力
数
は
一
五
・
八
文
字

で
し
た
。
し
か
し
、
一
分
間
の
入
力
数
が
一

〇
文
字
に
満
た
な
い
児
童
が
い
ま
だ
約
三
〇

％
い
た
そ
う
で
す
。
新
年
度
か
ら
タ
イ
ピ
ン

グ
を
定
着
さ
せ
て
い
く
た
め
、
今
月
号
の
橋

本
諒
氏
の
実
践
が
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
す
。

（
塩
谷
）
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てみんないい！」というクラス集団が実現。教師用指てみんないい！」というクラス集団が実現。教師用指てみんないい！」というクラス集団が実現。教師用指てみんないい！」というクラス集団が実現。教師用指てみんないい！」というクラス集団が実現。教師用指てみんないい！」というクラス集団が実現。教師用指てみんないい！」というクラス集団が実現。教師用指てみんないい！」というクラス集団が実現。教師用指てみんないい！」というクラス集団が実現。教師用指
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る。サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もる。サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もる。サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もる。サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もる。サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もる。サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もる。サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もる。サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もる。サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もる。サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もる。サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もる。サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もる。サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もる。サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もる。サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もる。サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もる。サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示もる。サッと空き時間に配布して、その場で教室掲示も
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なども収録。全学年・１年分のプリントで子どもが動なども収録。全学年・１年分のプリントで子どもが動なども収録。全学年・１年分のプリントで子どもが動なども収録。全学年・１年分のプリントで子どもが動なども収録。全学年・１年分のプリントで子どもが動なども収録。全学年・１年分のプリントで子どもが動
き出す。学級経営のプロが作るワークシートシリーズ！き出す。学級経営のプロが作るワークシートシリーズ！き出す。学級経営のプロが作るワークシートシリーズ！き出す。学級経営のプロが作るワークシートシリーズ！

全ワークシート、イラスト入り！
　　子どもも教師も親しみやすい！
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